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　　　　　　　　　　●




　魔ま女じよにとって夏は海か山か。

　四し法ほう印いん学がく院いんは東とう京きよう湾わん中央にあるため、常時が海だ。では魔女の夏は海かと言えば、魔女の発はつ祥しよう地ちともいえる欧おう州しゆうでは大体において山さん間かん部ぶでその文化が花開き──、

「──と、ここまで言って思ったが、私の地元とこちらで、このあたりの歴史は同じなのかね？　ひょっとして変な魔女っ子がポンと異世界ワンダーランドから飛び出してきて魔女文化を創つくったとか、たとえば妹が知ってる最北の地である宇都宮うつのみやあたりが魔女の発祥地とか、そんな事になってないかね？」

　言うのは、〝講こう師し：各務かがみ・鏡かがみ〟という術じゆつ式しき陣じんを掲かかげた白はく髪はつの少女だった。彼女はノースリーブスタイルに見えるセパレートの水着で、汗あせも搔かかずに前を見る。

　場所。砂浜の西には堤てい防ぼうを橋とした小さな灯とう台だい付きの島がある。

　そして正面。ターフの日陰の中、ビーチチェアに座って術式陣を広げているのは、

「堀ほり之の内うち君、ハンター君、正直言うと、私はこの世界に興きよう味みだらけなのだが──」

「言っておきますけど、魔女文化の発祥はギリシャ時代をベースとした自然信しん仰こうが流る浪ろうの民たみに受け継つがれ、それが東とう欧おうで中ちゆう東とうの文明と混ざりながら欧おう州しゆうにまた広まって行ったがためと、そんな風ふうに言われてますのよ？」

　朱しゆ色いろの水着の上に同色の防水シャツを羽は織おった堀之内が、術式陣を幾いくつか展開しながら言う。それに対し、各務は眉まゆをひそめ、

「……黒の魔女が、この世界を創つくったのではないのかね？」

「えっ」

　堀之内の横に座るハンターが、俯うつむいて右の手をゆっくり挙あげるが、各務はとりあえず無視とした。講師役は顎あごに手を当て、

「黒の魔女がこの世界を創ったのに、何故なぜ、魔女の文化の発祥が黒の魔女ではないのかね？」

「それは……、黒の魔女は世界を創ってから、しばらく世界を放ほう置ちしてまして……」

「上手うまくまとまらないので他の話を書きに行ったか。妹の悪い癖くせだな……」

「ちなみに今の堀之内の言ったことも確証なくて、どーしてだろうって疑問が中世に起きて、〝黒こく知ち者しや〟達が推すい測そくに推測重ねてとりあえずの結論した事ね？」

「神の実在を議ぎ論ろんしたようなものかね」

　そうだねえ、とハンターが応じる。そして彼女は、

「ぶっちゃけ、そこらへん学校内でつつくと宗しゆう教きよう戦争になると思うかなー。だってそこらの論争で生まれた〝派〟から発生した魔女達もいるし」

「中世に発生した魔女達って、ものすごいマッシブですものねえ」

「たとえば？」

「各務かがみみたいな騎き士し系けいで組まれたチュートン騎士団東とう方ほう支部攻こう撃げき隊たいとか、ランカーにも航こう空くう騎士系として何人かいるけど装そう甲こうえらく硬くてさあ。確かマギノ展開で本人にぶち込んだのってアレが初めてだったかな。いやあ、対人やっていいって解わかったときの爽そう快かいさったら」

　ですわねえ、と堀ほり之の内うちも頷うなずく。

「私の方はフス姉妹団砲ほう撃げき隊たいの流れを汲くむのが、えらく連れん射しやしてきた覚えがありますわ。でも私も本ほん堂どう軒のき下したで三千発奉ほう納のうとかした覚えがありますから、向こうのマギノが消しよう滅めつするまで副ふく砲ほう撃うって、ああ、これだったら主しゆ砲ほうで済ませた方がよかった、と、見たら御本人が残っていたのでシメの一発に主砲を撃ち込みましたけど、やはり手抜きはよくありませんわよね」

「君ら自分がどう言われてるか想そう像ぞうしないタイプだね？」

　各務が言うと、ハンターが手を挙あげた。

「ウツノミヤって何処どこ？」

「ここからかなりの北方にあってね。餃子ギヨーザ信しん仰こうが盛んな土地だ。餃子の御ご神しん体たいを建こん立りゆうして毎朝多くの人々が崇あがめていたというから、餃子の魔ま女じよが存在する筈はずだが……」

「言っておきますけどウツノミヤは十年前のヘクセンナハトでいい打だ撃げきを一発食らって復ふつ興こう中ですのよ？」

「妹のやつめ……！　餃子は横よこ浜はまと言って聞かぬ狭きよう量りようだったからな……！」

「各務の物言いだと横浜は結けつ構こう安全保ほ証しようでしたのね」

「いや、妹も本格中ちゆう華かの店で蛙かえるを出されて半泣きだったから油ゆ断だんは出来ん……」

「凄すごい理由で十年前に世界が半はん壊かいしたもんだねー……」

　まあそれだけではなかろうが、と各務が言うと、堀之内が首を傾かしげた。

「妹さん、……関かん東とうではあまり行ってない県がありますわよね？」

「ああ、埼さい玉たまは原はら宿じゆくが防ぼう波は堤ていになっているから攻め込まれないが、こっちからもどうともしづらいとか」

「でも大おお宮みやの大きなコンサート会場は無ぶ事じでしたわよ？」

「ああ、妹が病弱なくせに好きな声せい優ゆうのライブには行っていたね」

「こ、こらっ！　つまり公こう私し混同……！」

　言いながら、堀之内が術じゆつ式しき陣じんを突き出してきた。

「早く妹に通話して狼ろう藉ぜきをやめさせなさい！　通話番号知りませんの!?」

「見たまえハンター君、満まん子こが無む茶ちやを言っているよ」

「それで解決出来たら、それはそれで世界が納なつ得とくしないだろうなー……」

　ともあれ、と各務は言った。

「……成なる程ほど。それとなく謎なぞではあったが、ここは恐らく、妹が書こうとしてある程度準備をしていた世界観だったのだな。それも現実を多く重ねたものだ」

「現実というか、そちらの地元が重なってる……、そこに意味がありますの？」

「書きやすい。つまり、いつでも書ける。だから後回しで、先にもっとオリジナリティの強い世界を構築していった。創そう作さくに慣れてくるとよくあることだ。しかしそれらを滅ぼす物語を作っていく内に疲れ──」

「そして、懐なつかしいここにたどり着いた、と？」

「黒の魔ま女じよはこの世界を創つくった。だが、黒の魔女が〝戻った〟ときにこそ、歴史は作られて世界は動き出した。そう思わないかね？」

「観測事実をどう確かめますの。中の住人としては」

「──動いてしまえば、過去も設定されていたのだ。君達の見るものやこの世界は、もはや過去においても実在だよ。穴があれば検証して埋めることだってするのだから」

　そう言って、各務かがみは術じゆつ式しき陣じんを閉じた。

「余よ裕ゆうがあれば、外遊にでも行きたいところだが、ハンター君から話を聞いてるだけでも、欧おう米べいの実情はつかめるだろう。国内は堀ほり之の内うち君からレクチャーを頂いただこうか」

「新聞やニュースなどで我が慢まん出来ませんの？」

「君は私が無知な質問をすると怒るではないかね」

「……私の機き嫌げん取とりに勉強するつもりですの」

「ではつきあってくれるのだね？」

　言うと、ハンターが半目で口を横に開いた。

「あれ？　今ボク、巻き込まれてる？」

「世界史の方が面めん倒どうですわよ、魔女の歴史は」

　うへえ、とハンターが言ったときだった。ターフの影の一つ前、浜の方に一つの影が立った。堀之内家の侍じ女じよだ。眼鏡めがねを掛けた彼女は一いち礼れいし、

「御お嬢じよう様さま、沖おきの方にてターゲットの用意が出来ました。自動装そう塡てん式で五十枚。砲ほう撃げき訓くん練れんが開始出来ます」

「解わかりましたわ。すぐ使用いたしますの。それが終わったら──」

　身を起こし、立ち上がる堀之内が振り向く方向。浜にはやはりターフを立て、その下で侍女達の他、スーツ姿すがたの光こう太た郎ろうがバーベキューコンロを操そう作さしている。

「ハイそこ！　そこ火力が弱い！　もっと思い切りブースト掛けて派は手でに炎ほのおを上げるのがこういうときの常じよう道どうです！　焦こげたらどうする？　ちょっと焦げたくらいが夏の思い出ってもんでしょうが貴女あなた！　うちの厨ちゆう房ぼうでやってるんじゃあないんですよ！　ほらそこピーマン焦げてる！　焦がすとは何事ですか！　これを種たねから育てた人に申もうし訳わけないと思いませんか！　私です！　え!?　私は大だい地ち母ぼ神しん系けいの魔女だから大地に謝る!?　そんなに私が嫌きらいですか！　執しつ事じ長ちようですよ私！」

「──堀之内君、光太郎君が理り不ふ尽じんを言っているよ」

「まあいつもの事ですわ」

「というか侍じ女じよ達は侍女服スカートで少しはマシだろうけど、彼スーツで大だい丈じよう夫ぶ？」

　まあそれは、と堀ほり之の内うちが遮しや光こう術じゆつ式しきを傘かさのように展開。頭ず上じようにインデントしてこちらのターフから外に出る。

「どちらにしろ、早めの訓くん練れんとしましょう。──足場術式はＯＫ。望遠は各自。標ひよう的てきの移動も可能ですけど、どうしますの？」
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　ふむ、と各務かがみは頷うなずいた。

　自分のデバイスについては、結けつ構こう慣れてきている一方、不明な部分も多い。だから、

「移動した標的を撃うった際、その流れ弾だまが何処どこまで飛ぶかがちとつかめないね」

　と、手にディカイオシュネを展開。肩上に竜りゆう属ぞく型使し役えき体たいデカ夫君も御登場だ。フフフ夏だというのに青系けいの色がサイダーみたいで可愛かわいいね。

　ともあれ沖おきに向けて右手一本で射しや撃げき。射撃のみの召しよう喚かんなので、デバイスはすぐに手の中で流りゆう体たいに砕くだけていくが、

「……毎度見ても、その、やることやったら砕ける感が不ふ思し議ぎですわ」

「そういうものではないのかね？」

「フツーは意い気きが消えてないから、そのまま少し残存するんだよ」

　と、侍女の一人が不ふ意いに顔を上げた。

「あ」

　何かに気付いたその声に応じ、リブラックに肉を仕込んでいたもう一人が空を見上げる。天てん上じよう、青の色の中には猛もう禽きんに準じる鳥が飛んでいたが、彼女はそれを見て、

「──各務様の砲ほう撃げき、着ちやく弾だんします！」

「え!?」

　はっとしたのはハンターだ。彼女は術式陣じんを開いて、二度叩たたき、

「全ぜん艦かん防ぼう護ご──!!」

「な、何事ですの？」

　と、沖の方へと、先ほど一番に気付いた魔ま女じよが手をかざした。彼女は、

「御お嬢じよう様さま、三秒数えて下さい。三、二、一──」

　沖で、白い壁のようなものが低く上がった。天上の鳥と同期する侍女が口くち笛ぶえを吹き、

「各務様、地表の歪わい曲きよくの向こうにいる米べい軍ぐん艦かん隊たいの向こう、二キロに着弾です！」

「ふむ、当たらなかったか……？」

「当てようとするなよ……！　というか地球の歪曲の陰に隠かくれてるのを撃つなって……！」

「危うく国際問題ですわ──」

「なってない!?　なってない判定!?　今の！」

　まあまあ、とこちらは言う。

「解わかったかねハンター君」

「怒らないから言ってみ？」

　許可が出たので言うことにする。

「ぶっちゃけ私のデバイス。性能がよく解らないんだがね」

「あー……、各務かがみのアレはそこらへんの計測とかしてないか……」

「言われてみると、我が物のように振り回してますけど、アレ、一回もちゃんと計測とかコンバットプルーフ取ってない野生のデバイスですのよね……。使し役えき体たいが登録されているので、とりあえず魔ま女じよとして認可されてるだけで」

「つまり私は今、デカ夫君のヒモなのだね？　──偉えらいな君は！」

　褒ほめると竜りゆう属ぞくの子が一回引いてから照れた。困ったように首を左右に振る竜属を見て、ふと振り向くと、いつの間にか堀ほり之の内うちの肩上に朱雀すざくがいた。

　朱雀は、堀之内の肩上で、こちらを見てから「カーッ、ペッ」みたいな動きをしているが、アレは本当に鳥だろうか。堀之内も行ぎよう儀ぎが悪いと解っているのか平手で真ま上うえから叩たたいている。

「すみませんわね、ちょっと朱雀、人見知りが激しいですの」

「ああ、日本は小動物に変な文化あるもんね」

　ハンターがそう言って、散っていくディカイオシュネの流りゆう体たい光こうを見た。
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「何かすごく勿もつ体たいないけど、つまり学校的には未いまだに野の良らの魔ま女じよ指定？」

「ワイルドだね？」

「野放しなんですけど、利用出来そうだったり、触れるとマズそうだから放っておかれているだけですわ……」

　と、堀ほり之の内うちが言う間に、ハンターが術じゆつ式しき陣じんを幾いくつか立てる。

「米国アメリカ式で良ければプルーフ検査するよ」

「それ、情報が米べい軍ぐんに行くことになるんじゃありませんの？」

「U.A.H.で共用っしょ。特とく殊しゆな計測だったらうちの得意分野もあるけど？　結けつ構こう面白いから計測する？　堀之内も」

「わ、私もですの？」

　成なる程ほど、と己おのれは小さく笑った。

「勿もち論ろん、私達も、今後は米軍のバックアップが得られると、そういう事かね？」

「計測だけだからなー……。どうだろう。でも、スイングバイは無む理りだけど、GPS系けいからの恩おん恵けいはボク経けい由ゆで得られると思う。あ、ボクが起きてる間だけね」

「ちょ、ちょっと、うちの方や、日本側との折せつ衝しようが要いりますわ。それって……」

「黒の魔女の対策は現場判はん断だんが国家間折衝より優先されるよー」

　半なかば呆あきれ顔で言うハンターに、こちらは苦く笑しようするしかない。

「一応、堀之内君は日本所しよ属ぞくの術式攻こう兵へい。ハンター君は米国のソレとなるわけだ。ランカー制度でその位置を決められるというのは、いろいろな面めん倒どうを剝はがすための方法だろうが、その後の付き合いについても国際法などどうなっているのかね？」

「日本だと宮く内ない庁ちようが前に出る部分が多いですわ」

「その宮内庁の代表は？」

「大代表は皇家。次が私ですの。まあ、私がそこにいるのはランカー戦に出るための名目であって、実際は堀之内家の重じゆう鎮ちんが働いてますわ。外部からの特別顧こ問もんに学長と、学長と同じく三さん賢けん者じやのもう一人を招いていて、そちらはU.A.H.の代表でもありますの」

　見れば、侍じ女じよ達の内、年ねん配ぱいの者達がこちらに頭を下げる。

「成程、関係は大体押さえているということかね。でもまあそうだとすると──」

　ええ、と堀之内が諦あきらめ顔で言う。

「U.A.H.関連で対外的な部分は、三賢者のOBに調ちよう整せいを委ゆだねてますの」

「その仲ちゆう介かいに回るのが私です」

　光こう太た郎ろう君がトングを両手に持って挙きよ手しゆするが、自分を主張しないと何か危険なのかね。

　ともあれそうなると、あとは術式陣を開いて通信用として、

「学長閣かつ下か。堀之内君と私でハンター君と軍事交流したいのだが許可は出るかね？」

『まあ！　堀之内さんがオープンになるなんて希き少しよう事じ案あんですね！　許可します』

「各務かがみ──!!　あ、あと、学長先生も……!!」

「堀ほり之の内うち君、君は経過よりも結果を大事にしたまえよ」

　皆が、炎ほのおを上げる結果に夢む中ちゆうになっている光こう太た郎ろうに半目を向けた。
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　各務の採択について、堀之内としては不本意だが仕方ない。

　というか、

「……何か散々に言われてますけど、友人がいないわけではありませんのよ？」

「堀之内、そんな無む理りしなくても……」

「し、してませんわよっ？　クラスの皆は、同じ〝魔ま女じよ〟ですし、誰だれもが能力を持っていて、その部分に特とく殊しゆ感を得る事などもありませんもの」

　あー、とハンターが声を作った。

「小しよう等とう部ぶまでは大体が男女共学だよね。で、女子と男子の扱う術じゆつ式しき差さが年々解わかっていって辛つらいっていうか──」

　そう。女子の術式はアクティブ系けい。男子はパッシブ系。

　女子は力としてそれが発現されるため、術式を憶おぼえ始めた頃ころはハシャぐがすぐに沈静化する。自分達の力に恐れを抱くからだ。実際、それによって、魔女としての力をほとんど封じて過ごす派や、個人もいる。

　だが男子は、パッシブ系のそれが〝頑がん健けんさ〟を始めとした〝恒こう常じよう的身しん体たい能力〟として出る。ゆえに日常では男子の力の方が一見強く見え、小等部の頃は男子が前に出る風情ふぜいも強い。

「ええ、授業参さん観かんで、何処どこぞの母が旦那だんなに『貴方あなたも昔はああだったわね』と小さく笑うのは、現在力関係が逆転しているということですのよね……」

「でも、女子同士ならそういう事がないと、堀之内君は言うのかね」

「ええ、そうですわ。同じアクティブ系の魔女同士、気き兼がねありませんもの」

「普通科での破は壊かい力りよくは」

「私がトップですわ」

「命めい中ちゆう率りつは？」

「それもその、わ、私が」

「速度は」

「す、朱雀すざくが速いんですのよ？」

「それ絶対に友人だと思ってるのは堀之内だけじゃないかなあ。堀之内〝さん〟とか、敬語で対応されてない？」

　超されてる。見ればハンターが各務に、囁ささやきで、

「ほら、普通科のトップになるってことは、そこまで全員シメてきたって事で」

「ハンター君はどうなのかね？」

「うちは共同開発の面が高いから、最初は班はん制せいだったんだよ」

　ふうむ、と二人がこちらを見た。

「堀ほり之の内うち君、君、あまり人を撃うたない方がいいと思うがね」

「コ、コラそこっ！　人を危険人物みたいに言わないっ」

　と言いつつ、あ、と気づいたことがある。それは、手を打って言える明るい事実で、

「ほら、装そう甲こう！　私の朱あけ竜りん胆どう、装甲は下から数えた方が早いですの！　まあ、誰だれにでも欠点があるというじゃありませんの！　私も人並ですわね、ふふふ」

「……じゃあ堀之内のチャームポイントは装甲が薄いということで」

「その場合の破は壊かい力りよくと速度と命めい中ちゆう率りつは何というのかね？」

「人間的欠点？」

「だ、だからそこっ！　魔ま女じよの能力と人格を結びつけないっ！」

　向こう。沖おきの標ひよう的てき管理の侍じ女じよが、無む言ごんで水分補ほ給きゆうをしていて流石さすがにマズイとそう思った。
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　ハンターとしては、意い外がいに懐なつかしい空気を感じていた。

　小しよう等とう部ぶの途と中ちゆうから父がいなくなり、しかし米べい軍ぐんの基地内では部屋も余りまくったため、定期的に来るハウスキーパーを頼りに家での生活を続けていた。防犯だけが懸け念ねんだったが、基地所しよ属ぞくの魔女達が定期巡回していたし、彼女達も自分達のような孤こ児じや片親となった家庭が気になっていたのだろう。多くは空から「Trick or Treat!?」と問うてくるので、洗せん濯たくや掃そう除じが必要ならTrickを要求して食料が足りないならTreatを頼めばよかった。

　父は戻ってこないんだろうなー、と、落としどころが自分の中で出来たのは中ちゆう等とう部ぶ二年に上がる頃ころだった。自分の能力が、元から結けつ構こう高かったのが、そこで跳ね上がって来て、

　……魔女の第二次性せい徴ちようって結構面めん倒どうだよねー。

　それまで物ぶつ理り系魔女だったので、大人おとなになったらきっとエレガントな方に変化していくかと思えば更さらに物理性が増した。肉食ったせいか。

　お陰で基地内のランクを一気に上がってしまい、だったら、ということでマギノフレームに米べい軍ぐん側からの補助が実験的に入り、後は米国アメリカ内のランクを駆かけ上がるだけだった。

　その間。自分の周囲は賑にぎやかだった。

　だが、一時的にも、自分の周りにあまり人がいない時期があったのは確かだ。

　空から降りてきて問うてくる魔女と、生徒がまばらになった小等部と中等部。父もいなくて、後々には自分の周囲が騒さわがしくなるにしても、

「二、三人の知り合いと、昼メインの付き合いとか、ね。何か懐かしいなあ」

「特とつ機き科かは不ふ夜や城じようですものねー」

「基地もそうだよ。船とかも」

　今の自分の〝周囲〟は、大事なものだと解わかっている。だが、あの多くが欠けた後の短い期間。そこに残された者達は、敢あえてそういうことを言わなかったが、

　……大事というか、無くしたらもうヤバいんだろうな、っていうか。

　常ではない付き合いを保てる日常の危うさを、自分は知っている。

　コイツら解ってんのかなあ、と思うが、まあそれはそれ。各務かがみあたりの経けい歴れきについて言えば、こっちよりもハードなんだろう、多分。

　だから、自分の馬ば鹿かを広げるようなことはせず、

「じゃ、ちょっと始めてみようか」

　言って、己おのれはデバイスを召しよう喚かんした。但ただし、

「フォーム無し。暑いって訳わけじゃないけど、そのくらいの調ちよう整せい出来るよね？」
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　各務にとっては、デバイスのみの召喚は楽なものだ。

　クラフト系けいと、この世界では判別される自分の能力は、流りゆう体たいの直接加工だ。

　つまり必要量の流体さえ確保出来ればいいだけで、いつも武ぶ器きであるデバイスと鎧よろいであるフォームは個別に製作する。しかし、

「この世界の魔ま女じよ達は、召喚の際に駆く動どう系を構こう築ちくするが、その出力は、デバイスとフォームを共に構築する方が楽というか、そのために最適化されているのだね？」

「そ。だからデバイスのみとか、フォームのみを召喚するとなると、無む駄だが多いんだよ。

　だけどボク達くらいなら──」

　言っている間に、堀ほり之の内うちが朱あけ竜りん胆どうを召喚した。しかし、

「──随ずい分ぶん遅いね堀之内君」

「駆動系のバランス取りが綺き麗れいすぎるんだ。もうちょっと荒くてもいいんじゃない？」

　ハンターの声に、堀之内が首を横に振る。

「装そう甲こうが軽いから、駆動系の安定が難しいんですのよ」

「重さがあるのかね？」

　この女は……、と堀之内が半目を向けてくる。

「流体を出力として流すとき、受ける側の流体密みつ度どが薄ければ、泳いでしまいますわ」

「あー、そこらボク関係ないし、各務も聖せい騎き士しだと結けつ構こう重い方か……」

「ですわね。──ハンターは加か速そく系とかしっかり作ってありますし、スイングバイ移動などもありますけど、各務の方は、何であんな鈍どん重じゆうそうなデバイスでこっちについてこられるのか謎なぞですわ」

「ついてこいと言われれば何処どこまでもついていくとも。──やあ、私は各務・鏡かがみ、今、君の後ろにいるんだがね」

「家の前に立つのはスッ飛ばしたの？」

「逃げられては困るではないかね」

　ともあれ、と召しよう喚かんしたディカイオシュネを右肩に担かついで問うのは、

「標ひよう的てきは何処どこかね？」

「沖おきにありますわ。──ええと、ハンターの指し示じ通り、四キロ」

「成なる程ほど」

　告げられた数字には納なつ得とく出来る要素がある。

　だが堀ほり之の内うちは首を傾かしげ、

「でも何でそんな距きよ離りですの？　一応、U.A.H.基き準じゆんでは一キロ半ですけど」

「基準のそれは恐らく、男性隊たい員いん達が銃じゆうで狙そ撃げきするのを基準とした最下限基準だろう」

　では、とハンターが口くちの端はを上げて言う促うながしに対し、こちらが答えるのは一つだ。

「ハンター君の四キロは、地球の球状による補正のためだね？」
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　各務かがみは言う。

「地球の丸さゆえ、敵とこちらの距離が空あくと、相手はどんどんその湾曲の向こうへと姿すがたを消していくことになる」

「各務……、私の胸の下に沈んで行きながら〝こう、こうだね？〟とか手振りで示さなくていいんですのよ？」

「失しつ敬けい！　堀之内君に教えるには解わかりやすかったものでね。──ノーマルデバイスでの姿が見える距離での撃うち合いや、マギノフレームのような超高度の撃ち合いでは実感しにくいことだが、それらの想そう定ていの外にある砲ほう撃げき戦せんでは、相手が地球そのものを遮しや蔽へい物ぶつとすることもあるのだ。たとえば先日のハンター君のようにね」

「衛えい星せいからの監かん視し体制が整っていれば、一方的に砲撃出来るもんね」

　ハンターが笑って言う。そして彼女は、沖を指さし、

「視線の高さ一メートル半の視し界かいは、四キロ強まで届く。実際はフォームのヒールがあるから視線高二メートルくらいになって五キロ強まで届くけど、今はフォームレスだしね」

「まあそこらは、頭の中で換かん算さんですわね。──つまりその距離が、有効視界射しや撃げきの限界と米国アメリカU.A.H.F.は想そう定ていしてますの？」

「そうだね。この距離で完全対応されたら、近接系は五キロの距離をどう詰めるかの勝負になる。──これは米国が想定する絶対距離なんだ」

「成程、だからスイングバイで、あれだけの速度を出す訳わけだね」

「監視衛星や比類する測そつ距きよを使える組そ織しきなんてまずありませんから、これは厄やつ介かいですわね」

「それを倒したんだからアンタ達おかしいんだよ……」

　半目で言われると、そういうものか、とも思う。だが、

「こうしてみると、四キロというのは意い外がいに遠いものだね」

「もう標ひよう的てきの上半分くらいしか見えないっしょ」

　言われてみると、それどころではない。

「沖おきの波があるから、結けつ構こうな上下があるようだね」

「各務かがみ様、波を止めますか!?」

「光こう太た郎ろう君、過か保ほ護ごは堀ほり之の内うち君だけにしておきたまえよ」

「──逆に沖の方が振しん幅ぷく読みやすいだろ。あ、あと、持たずに撃うつよ」

「持たずに？」

　うん、とハンターが頷うなずいた。彼女は自分のデバイスを腕から外すが、

　……落ちない、か……。

「加か速そく系けいは飛ひ翔しよう関係の術じゆつ式しき加か護ごで飛んでるから、存在してればそれ自体がもう空を飛ぶ。各務のデバイスも堀之内のを参考にしてればそうなってる筈はずかな。

　あとは簡単だよ。ノーマルじゃなくてマギノを扱うつもりで──」

　ハンターが両の手を軽く上に振ると、彼女のデバイスが宙ちゆうを上がった。

　堀之内も同様に続く。見たところ、彼女の方が安定性はいいようだ。そして自分も、

「こう、かね？」

　やってみると、ちょっと上がりすぎたので、頭を押さえるように下げる。

　先せん端たん軽いんだなあ、とハンターが言うがそういうものなのだろうか。ただハンターが、

「砲ほう撃げきの際、射しや撃げき用の術式陣じんに、砲の先端からの視し界かいを見られるようにしておくんだ。マギノデバイスの照しよう準じゆん術式をノーマルでも使用すると思えば良い。

　堀之内も、弓ゆみのように撃ってるスタイルだから、照準は目もく視しの拡大だろ？

　その方が感覚的には正確だけど、こういう〝地に足ついた〟状況だと、少しでも視点が上にあった方がいい。だからそういうときは、ちょっと上げるんだ」

「ふむ。……確かに、マギノデバイスでは砲撃時の照準を砲の先端側に合わせているね」

「堀之内はやってると思うけど、マギノ状態の時は視点をデバイスの要所から見られるようにした方がいいよ。ほら、各務、ボクが乗り込んでいったとき反応出来なかったけど、あれ、もうちょっと高くて俯ふ瞰かん出来る位置に視点があって監かん視ししてたら見えた筈だから」

「──朱あけ竜りん胆どうも、外への監視視点は持ってますけど、朱竜胆上にまで触れる内向きの視点は装そう備びしてませんわねえ……」

「だから、──こう」

　とハンターが自分の周囲に術じゆつ式しき陣じんを出した。

　それはまるで、彼女を先端正面の紡ぼう錘すい形けいで囲むように展開するもので、

「三百六十度、とまではいかないけど、上下左右と前後、死角が無いようにする」

「ノーマルでも視点を設けてますの？　照しよう準じゆん以外に？」

「近接系けいはバックミラーやサイドミラーがあった方が楽なんだよ。相手の位置を確かく認にんするのに首を動かしただけでも姿勢は崩くずれるんだから」

　成なる程ほど、と先ほどから何度言っただろうか。

　……これは興きよう味み深い世界観かんだな。

　武ぶ装そうが、単なる武装では無く、戦せん闘とう用の補助器も兼ねる。それも、戦せん艦かんクラスの機き能のうを集約し、手元武ぶ器きとしてもその状態を持ち込める。

「単なる破は壊かい力りよくや、移動力としての武装というより、身しん体たい、知覚機能の補助器でもあるのか」

「視覚関係の補助は特にその傾向が強いね。魔ま女じよによっては使し役えき体たいや、分離ドローンを用いる場合もある。他にも──」

「ちょ、ちょっと待ちなさいな」

　堀ほり之の内うちが、朱あけ竜りん胆どうの全体図を手元に表ひよう示じしながら言う。

「合がつ宿しゆくというのは解わかってますけど、ちょっと詰め込み過ぎですわよ？」

「堀之内君、私のことを気き遣づかってくれているのかね？」

「いや、堀之内のフレームが精せい密みつすぎて、ちょっと変へん更こう入れようとすると大おお騒さわぎになるからだろ。一回レシピ化して設計に可逆性を持たせようよ」

　それもまた今の段階では詰め込みな気もするが、自分に対しては良しとする。
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　光こう太た郎ろうは、焦じれていた。

　同じく、侍じ女じよ達も焦れている。

　こちらの視線の先、浜に佇たたずんでノーマルデバイスを宙ちゆうに浮かせている堀之内や各務かがみ、ハンターがいるが、

「────」

　三人が、身動きを取るたび、こちらの全員が拍はく手しゆの構えをとり、

「……っ」

　しかし三人がまた術じゆつ式しき陣じんを開いてフレームの講こう義ぎに入るのを見て、自分達は動きを止める。特に若い侍女に顕けん著ちよだが、かなり肩に力が入っていて危険だ。今もハンターが沖おきを指さし、三人が術式陣を同時に開いた瞬しゆん間かん。皆が身み構がまえたのだが、

「さす……！」

　うっかり〝流石さすがです御お嬢じよう様さま！〟が暴ぼう発はつしそうになったので、年ねん配ぱいの侍女が瞬間移動と首くび筋すじに手しゆ刀とうを打ち込んで失神させた。

　向こう、三人のやや右後ろに、沖の標ひよう的てきを管理している魔ま女じよがいるのだが、彼女がこちらに振り向き、〝セーフ〟の手信号を見せた。

　こちらは皆、息を吐いて、

「危なかったですね今のは」

「若い衆しゆうは御お嬢じよう様さまに妹のような親近感を持っておりますからね」

　と、手しゆ刀とうで倒れた音が耳に入ったのだろう。ハンターが振り向き、

「どったの？」

「ええ、ちょっと肉を焼くのに夢む中ちゆうになって熱ねつ射しや病びように！」

「ふふ、屋おく外がいでこういうことするのも久しぶりですものね」

　そうですね、という感で皆で笑顔を返しておく。そして堀ほり之の内うちが沖おきに視線を戻すと、侍じ女じよの一人が、

「熱射病だというのはフカシなんですが、御嬢様、それの返しとして懐かい古こ感で頷うなずくのみとは、熱射病に対し些いささかド級クールな気がしますが、どうなんでしょうか」

「確かに久しぶりではあるので、事実関係を述べただけでしょう。こちらの看かん護ご体制が信頼されているのだと思いなさい」

　確かに、と倒れて運ばれていった侍女の行く先。ターフの下では、凍とう結けつ系けい術じゆつ式しきに秀ひいでた侍女が、砂浜の砂を凍り固めて作った肉や生せい鮮せん物のバケットを構えて待っている。彼女は白い息を吐いて、

「とりあえずコレに突っ込んどけば、御嬢様にはソレっぽく見える筈はず」

「看護云うん々ぬんより御嬢様への説せつ得とく力りよくが大事ですよね」

「私、絶対熱射病にならないようにするわ……」

　魔ま女じよ怖こええ、と少し思ってしまう光こう太た郎ろうだったが、まだ三人は射しや撃げきに入らない。今もまた、三人がいきなり術式陣じんを消し、

「────」

　はっと、皆が身み構がまえた瞬しゆん間かん。堀之内が各務かがみに正せい拳けんを叩たたき込んだ。

　侍女達が首を傾かしげ、汗あせを顎あごから落としながら、

「今のは？」

「解わからないのですか、──御嬢様が満まん子こ呼ばわりされたのです」

　言うと、侍女の全員がこちらに蔑さげすむような目を向けてきた。ややあってから、侍女長役である班はん長ちようが、こちらに笑えみを向けて、耳に手を当て、

「あ？　何です？　執しつ事じ長ちよう。今何と言いました？」

「丁てい寧ねい語ごか詰きつ問もんか、どっちかにしませんか貴女あなた……！」

「言っておきますけど、私、旧西にし独ドイツでその後者の仕事やってた魔女ですけどね」

　大おお奥おく様さまにこっぴどく負けて麾き下かになったのだと聞いたことがある。こちらよりも年上だが、でも役やく職しよくとしては私の方が上なんですよ上……！

　だが、三つ横のコンロで肉を焼いていた侍じ女じよが振り向いた。

「班はん長ちよう、執しつ事じ長ちよう、大だい胆たんな要望を述べていいでしょうか」

「何ですか一体」

「御お嬢じよう様さま達のように、水着で仕事していいでしょうか」

　あら、と班長が小さく笑った。

「そんな、執事長がスーツ姿すがたで仕事しているのに、麾き下かの私達がそんなこと出来るわけがないでしょう。そうですよね執事長」

　目が、〝今日きようは間違って派は手でな水着しか持ってきてねえんだよ頷うなずくんじゃねえよ歯ー抜くぞ〟と言ってる気がしたので、頷かないことにした。すると、

「お」

　浜から砲ほう撃げき音が三つ響ひびいた。直後に全員で、結果を確かく認にんするまでもなく、

「──流石さすがです御嬢様!!」
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　砲撃の瞬しゆん間かん。堀ほり之の内うちはあることに気づいた。

　横の各務かがみについてだが、

「……各務、貴女あなた、対爆ばく風ふう措そ置ちは──」

　基本はフォーム側に仕込んである加か護ごだ。だが、ランカー級となると砲撃や攻こう撃げきには〝圧〟がつきまとう。ゆえに周囲や人々に被ひ害がいを与えないよう、デバイス側にも対外加護としての緩かん衝しようを行うことが義務づけられる。今回、自分達がフォーム無しでデバイスを砲撃出来るのは、対外加護によって自分達が守られているからだ。だが、

　……各務のディカイナンタラにその処しよ置ちはされてますの？

　初期では空くう砲ほうを撃うっていたようだが、作り直してからはフォーム付きでしか砲撃していない筈はず。

　気になって横の各務を見ると、その向こうのハンターがこちらに振り向いていた。

　各務がいない。やはり、と思って後ろを見ると、

「またコレは派手なものだね」

　声がしたのは数十メートルの後ろ。光こう太た郎ろう達がいるターフの上に、大たい剣けんを提さげた各務が立っている。彼女は衝しよう撃げきでめくれた水着を直しながら一度下を覗のぞき込み、侍女達に会え釈しやくをされながら下に飛び降りた。

「このデバイスというのは、融ゆう通ずうが利いてる部分とそうではない部分が、また随ずい分ぶんと適当な作りなのだね」

「まあ、武ぶ器きではあるのと同時に、個人でかなり設定を組み込みますものねえ」

　と、砂浜に降りたばかりの各務が、大剣をこちらに向けた。

　直後。

「と」

　各務かがみが大たい剣けんを脇わきに挟むようにして、飛んできた。

　跳んだのではない。

「大剣に加か速そく器きを仕込みましたの!?」

　各務の大剣は、それ独自が加速系けいを持っていなかった筈はずだ。

「砲ほう撃げきを繫つなげれば空くう砲ほうの出力を転用して飛べる。ショートジャンプだが、砲撃の代わりに加速術を用いれば飛行は出来るだろうね」

「砲撃時に移動力閉じることになるから気をつけなー」

　ハンターの声に頷うなずく頃ころには、各務はもう隣となりに降りている。彼女は、顎あごに手を当てて思し案あんし、

「私のような一次創そう作さく系だと、実のところディカイオシュネも毎度一から作っているような部分があってね。加護の組み込みとか何とかしようにも、憶おぼえ切れないのだよ」

「あー……、そっか。ボク達どっちかっていうと、この術じゆつ式しき陣じんのコンソールに設計図入れて、それを立ち上げながら流りゆう体たい制せい御ぎよしてパーツや加か護ごを乗せてるんだもんね。つまりは設計図を作ったら、起き動どう時じは構こう築ちくのための燃ねん料りよう制御しかしてない」

　でも各務の場合、燃料制御がいらないようなクラフト系だし、設計をするという発はつ想そうがなかったので、もう一度作るときも記き憶おくや勘かんが頼りだ。

「各務、……貴女あなた、随ずい分ぶんと大おお雑ざつ把ぱなんですのね」

　儀ぎ式しき無しで流体を直接操そう作さして物体構築を為なすなど、神の所しよ行ぎように近い。だが、

「神とて設計図無しで戦せん闘とう機きは作れまい。私がデバイスを構築出来るのは、これまで渡ってきた世界での経けい験けんから、出力系や砲撃系の知ち識しきを得ているからだろう。装そう甲こうや出力を高める事は出来るが、細かい加護や制御などにおいては、私は現状劣る」

「どーりでドッカンドッカンと派は手でにやってる訳わけですわ──……」

「コレ、ボクはムキになった時点で負けだったんじゃないのかなー……」

　お互いやられた同士、何となく腑ふに落ちる部分もある。だが、

「加護などが必要な場合は、どうしますの？　各務」

「というか何をその大剣に仕込もうか、メモくらいは持ってんの？」

「記憶力には自信があるのでね」

　ただまあ、と彼女は言った。一度大剣を振り、流体光を散らしてから、

　……組み直してますわね。

　即そく座ざにそれが出来るあたり、やはりクラフト系の強みだろう。

　二度、三度と彼女は大剣を振り、

「よし、──設計図無し。儀式無し。即座の構築が私の持ち味だというなら、必要に応じてディカイオシュネを組み替えればいい。

　ディカイオシュネはシンプルな武ぶ器きで、剣と砲ほう、装そう甲こうと加か速そく系けいしか持っていない。だから戦せん闘とう中に、必要な要素を段階的に付け加えて行った方がいいだろう」

　自分に言い聞かせるように告げると、その上で、と彼女は言葉を繫つなげた。

　空、斜め上にいきなり砲ほう撃げきし、

「──幾いくつかのバージョンでレシピでもとって置こうかね。対空、対地、などと」

　砲撃音が高く響ひびく。だが、先ほどとは違う事があった。それは、

「こんなものか」

　各務かがみの周囲には流りゆう体たい光こうの塵ちりを含んだ風が舞う。だが彼女には何の影えい響きようもない。

「無反動化した？」

「それもだが、装甲の術じゆつ式しき的効果範囲を網あみ状じようにし、透とう過か方向性を与えて爆ばく風ふうを拡散した。

　マギノ状態では砲ほう口こう部ぶから後ろへと展開しているものだが、ノーマル時でも今はそうした方が良さそうなのでね」

　さてまあ、と彼女は言う。

「これでようやく、まともに訓くん練れんが出来そうだね？」

「ランク上位なのに、なかなか足並み合わないもんだねえ」

　ハンターが苦く笑しようする。

「コレ多分、お互いにもっともっと詰めるべき部分があると思うよ」
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　そして砲ほう撃げき訓くん練れんが始まり、侍じ女じよ達は自分達にとって聞き慣れた音を聞いた。

　侍女のほとんどが四し法ほう印いん学がく院いんを卒業した者達だ。十年に一度のヘクセンナハトゆえ、四法印学院には正確な卒業というものがない。ランカー制度が設けられているので、所しよ属ぞくする魔ま女じよ達は、学業としての卒業を終えはしても、ランカーとしての身分を継けい続ぞくさせる。

　だが、十年という月日は意い外がいに長い。振り返ればあっという間だが、それは密みつ度どが濃いから有り得る感覚だ。技術の進歩や、時代に合った才覚というものが出てくれば、自分の事を俯ふ瞰かんもする。更さらには、

「自分達の技術を継つがせ、合わせることで、最強の魔女が生まれると、そうも思いました」

　と、班はん長ちよう役の侍女が言う。

　彼女が眼鏡めがねの奥から飛ばす視線の先には、当然、堀ほり之の内うちがいる。しかし、

「無む論ろん、同じような考えに至る国や組そ織しきは有り、十年の中で多くが引いん退たいしました。これぞと思う者も、やはり疲ひ弊へいし、古くから上がってきた自分より、その技術を当然とした最新の世代で、無む垢くな者の方にこそ現場の勝しよう機きがあるのではないかと、道を譲ゆずるのです」

「次のヘクセンナハトこそが決けつ戦せんと、そう思っているのですか？」

「十年前、大おお奥おく様さまの力を前に、黒の魔女は初めて本気を出しました」

　それは、

「封ふう印いん結けつ界かいの強制解除。──それまで封印されていると私達が思っていた黒の魔女は、ただそのようにして〝挑ちよう戦せん者しやが無限に湧わく面めん倒どう〟を避けていただけだったのです。

　ゆえに私達が届きそうになったとき、彼女は束そく縛ばくを剝はがして対応しました。

　結果、──世界は半はん壊かいまで、とは行きませんでしたが、かなり思い知りましたね」

　だから、と彼女は言った。

「次のヘクセンナハトは、開始から、黒の魔女が封印を強制解除する可能性があります」

「ランカー制度は、その場合、どうなりますか？　あ、その肉ひっくり返して下さい」

「まだ火が通ってません。御お嬢じよう様さまはミディアム以上がお好きです。──黒の魔女から見れば、ランカー制度など関係ありません。ただ、私達は当然、封印の強化を行いますし、そのときの中心となるのはランク一位の魔女でしょう。他の魔女達は、十年前の災さい厄やくに備え、迎げい撃げきを行うことになるかと」

「成なる程ほど。──それ、私が聞く意味ありましたか」

「意味のない人間にしか聞かせたくない話です」

　何故なぜなら、と班長役の侍女が言った。

「残念ながら、御嬢様の実力はまだ大奥様には届いておりません」

「それは私も理解しています。──しかし、どうです？」

　執しつ事じ長ちようが、班はん長ちようの前の肉をひっくり返そうとして、しかしトングをカウンターで弾はじかれる。

　二度、三度、と金きん属ぞく音を響ひびかせながら、班長役が言った。

「良い傾向です。──私が知る大おお奥おく様さまも、友人がいらっしゃった」

「三さん賢けん者じや。──貴女あなたは元々、その一人に仕えていたのでしたか」

「今は十年後よりももっと後の今ですよ」

　彼女は、執事長のトングを自分のもので押さえ込み、こう告げた。

「私達は、全てを継つがせた最強の魔ま女じよを望み、ここにいる。──だけど私達が継がせても足りないものがある。何故なぜなら世界は広く、国や組そ織しきは無数にあるのです。

　しかしそれが今、〝今〟としてやってきたのかもしれません」

　いいですか。

「私はいつかこう言いたい。流石さすがは御お嬢じよう様さま、大奥様を超えられた、と。──その希望が見えてきたのだから、この外そと行ゆきは侍じ女じよ達全員、意味を感じていますよ。

　だからレアで出そうとしないで下さい執事長。──焼きますよ」
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　標ひよう的てき管理役の侍女が、ホイッスルを吹いた。

　合計で五十発分。そのヒット判定の統計を、ハンターは彼女から受け取る。サンクス、という言葉に笑えみが返るあたり、日本人に見えるが欧おう米べい文化圏けんの魔女なのだろうか。

　ともあれ見てみたデータは、堀ほり之の内うちや各務かがみのものも含んでいる。だが、

「うーん……。各務、ちょっと」

　自分はクリーンヒットが三十二。中ちゆう破はが十五で、カスったのが三発。外してはいない。

　堀之内がちょっと異常で、何故か〝会あり〟表記で四十七。中破が三発だ。

　……こんなの相手にしてたのかよボク……。

　致ち命めい弾だんの命めい中ちゆう率りつが約九十五パーセント。ファンブル判定でも中破判定だ。つまり当たらないという事がない。

　……これで斉せい射しやとかするんだから、下手へたに回かい避ひしなくてよかったな──。

　確実に当たるなら、避けた方が損だ。こちらから当たりにいった方がいい。そんな考えで、テンション重視で行ったのが先日の現場だったが、しみじみと、それが正解だったと思い知らされる。

　とはいえ自分の方も、基本は散さん弾だん状態で撃うっている。収しゆう束そく弾を一定距きよ離りで拡散させることによって、相手の対応を迷わせる意味もあるが、拡散性を下げたのでしっかり当たっている。これは相手が標的だということへの対応なので、作戦勝ちともいえるだろう。

「──でまあ、苦にが手てや得意とか、対応とか見えると思ったんだけど」

　各務が凄すごい。

「……五十発中、クリーンヒットが十二で、中ちゆう破はが二十三。残りが全部外れるとか、どういうことになってますの？」

「だよね。無む理りせず連れん射しやしたら？　というかロングバレルで外すとか、どういうこと？」

　問うた先。各務かがみが顎あごに手を当て、小さく笑う。

「いや、思った以上に弾だん道どうが落ちないのだね」

「落ちない？」

「そうとも。こういう不ふ思し議ぎ武ぶ装そうの場合、基本、リアル性を高めるためにそこらの影えい響きようが強くなっているかと思ったが」

　各務が、沖おきを見て首を傾かしげる。

「……いろいろと試してみたところ、何だか思ったよりフツーに弾道が飛ぶというか。逆にスムーズ過ぎるのではないかね。今まで気づかなかったが」

「アンタ、それ……」

「……ハズした原因が〝世界設定に不備がある〟とか、初めて聞きましたわ」

　同意過ぎる。だけど言われてみると、

　……不ふ動どう的流りゆう体たい中における流体飛ひ翔しよう体たいの軌き道どう計算って、基本物ぶつ理り法ほう則そくとそれぞれに違うから基本諦あきらめられてるんだよなー……。

　術じゆつ式しきごとに物理法則をねじ曲げてる部分が強く、そうなるのだという。

　だが、各務の術式は、儀ぎ式しきなどを介かいさないプリミティブなものだ。堀ほり之の内うちに言わせれば、

「純じゆん粋すいに、流体飛翔体の軌道計算が求められるかもしれませんわね」

「各務の〝野の良ら〟部分が入ってるよソレ」

　神様が横にいるようで不思議というか微び妙みような呆あきれ感覚がある。

　だが、結果は出たのだ。精査すれば、堀之内が〝外した〟ときにはクセがあるし、自分の方も集しゆう弾だんや拡かく散さん角度などの追究が要いる。ならば今はとりあえず、

「まあちょっと休きゆう憩けい──。そっちのノーマルデバイスの特とく徴ちようも、何となく見えたし、各務の燃ねん料りようが尽きてきてるっしょ」
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「──まあ、そうなのよ。日本は今が夏休み。うちの子なんて半引きこもりなのに、満みつるさん達は皆で海に行っててね。ああ、私もバカンスしたいわあ。

　そう。充みつ代よのところの侍じ女じよさんが、種たねをさっきクーラーボックスで置いていってしまって。光こう太た郎ろうさんまで一いつ緒しよに海ですって」

　と、昼の日差しが差す学長室にて、響ひびく声がある。

　喋しやべるたびに、軽い身振りや振り返りをつけるのは、やはり学長だった。

　通信用の術式陣じんに対し、彼女は目を細めて言う。

「そっちはそっちで忙いそがしそうですね。やはりそちらだと米国アメリカ代表のハンターさんの方が優勢と見ていたでしょうから」

　彼女は向こうから聞こえる声に頷うなずき、また笑う。

　窓際に身を移し、窓まど枠わくに腰を預けた上で、ようやく一ひと息いき。そして再び小さく笑って、

「──そうね。貴女あなた、海がこんな近い生活したことなくて。ショーナン、憶おぼえてる？」

　今度はしっかり笑った。腹を抱えて、目め尻じりに浮いた涙を指で拭ぬぐって、

「夫おつとも家において女三人。充みつ代よは貴女を案内して各地回るのが、好きだったのよ」

　だって、

「充代も、あまり外に出ない人だったそうだから。充代の旦那だんなさんに言われたわ。よくて神じん社じや巡りくらいしかしない妻つまが、何でか君達とだと知ったような顔で町に出る、って」

『────』

　通つう信しんの向こうから、呆あきれたような口く調ちようの声が響ひびいた。

　それに対し、学長はしかし、外を見て言う。術じゆつ式しき陣じんにも、窓の外、学がく院いんの全体を見せるようにして、

「無む理りです」

　言う。

「私とて、花を咲かせているんですよ。復ふつ興こうとして、この関かん東とう各地とは別で、大事な花を。

　──私にだって現場としての意い地じがあるのだから、そうですね……」

　笑えみで、彼女は術式陣に言った。

「思うところがあるなら、会いに来なさいなリスベス。──私、スリズィエ・四し法ほう印いんが、充代の代わりまでは出来ませんが、案内しますよ」

　ええ。

「──今の魔ま女じよの最さい先せん端たんと最大限がどういうものか、案内しましょう。

　そう。来るなら秋の始まりに来なさいな。今、米国の本土側に手を入れてるんでしょう？　それが終わったら来なさいな。きっとあの子達も、喜ぶはず。今、私達のように訓くん練れんしたり、己おのれを磨みがく子供達が、ね。きっとその頃ころ、秋の花が綺き麗れいですよ」
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　秋は遠いですわねー、と、日焼け止めの加か護ごの下から浮く汗あせをタオルで拭ぬぐって、堀ほり之の内うちは一息を入れた。

　三人、パラソルの下でまずは給水だ。昼食は現在、盛りつけと運うん搬ぱんの時間帯になっている。皆、使し役えき体たいを頭の上に乗せながら、ボトルの水を飲んでいるが、各務かがみがふと視線を動かした。

　彼女は西にある江えノ島しまの影を見て、

「どうやら江ノ島あたりは破は壊かいされていないようだな。妹も気を遣つかったものだ」

「そういうものですの？」

　ああ、と各務かがみは口に笑えみを作る。

「どちらかといえば、創そう作さくは妹の方が主だったからね。──物語で知っている土地を出すとなると、そこを破は壊かいか保全か。君達ならどう選ぶ？」

　そう言われても、と思ったが、テストではないのだ。気楽に考えていい。現にハンターが、頭の後ろで腕を組み、

「ヘクセンナハトも何も知らなかった頃ころなら破壊かなー」

「随ずい分ぶんと思い切りますわね」

「いや、自分の知ってる土地を壊こわすのって、インパクト感じるから。創作初しよ心しん者しやとしてはやりたがるよね」

「君もそうしたタチかねハンター君？」

「ボクはそういう趣しゆ味みないからね」

　でも、と彼女が言った。

「十年前のヘクセンナハト以前、米国アメリカの映画はどれも米国がゾンビや天てん変ぺん地ち異いや悪の組そ織しきでピンチになるようなものばかりだったよ。前の十年まで、どちらかというと米国は安全地ち帯たいに近かったからね」

　だとしたら、と自分はふと思ったことを口にする。

　江えノ島しまから熱海あたみ方面まで見渡した上で、首を傾かしげて告げるのは、

「──黒の魔ま女じよは、随ずい分ぶんと穏おだやか？　ですのね」

　そうかもしれないね？　と応じたのは各務だった。彼女は腕を組み、

「うちは横よこ浜はまの上の方だったが、病弱だった妹にとっては、このあたりに〝憧あこがれ〟があったと、そういうことなのだろうかね？」

「回りくどく疑問で言われても答えようがありませんわよ」

　と言って気づくが、つまり各務も同意なのだ。

　……複雑な人ですわねえ。

　妹については断罪執しつ行こうの旨むねすら告げる人間だ。だがその一方で、妹のことについては理解を示してもいる。

　どれだけの長い日数、否いな、年月といったものを掛けて相手を追ってくれば、いつもこうしていられるのだろうか。

「各務」

「何かね？」

「貴女あなたにとってのこの世界で、──貴女の実家には行ってみましたの？」

「ああ、……そうだね。こちらに来たとき、その正面に降りていたよ」

　へえ、とハンターが軽くのけぞる。

　各務かがみの向こう、彼女の死角に入った光こう太た郎ろうが、手振りで〝録音しますか!?〟と聞いてきているが、こちらの肩上の朱雀すざくがゆっくりと首を横に振った。

　……首ありましたのね。

　今までも何度か見てきた気もするが、今いま更さらながらに気づいた感もある。ただ、各務は遠く横よこ浜はまの方を見て、

「──穴が開いていたよ。それで何事かと、警察にでも行こうと思ったのが始まりだね」

「意い外がいに場慣れしてますのね……」

「ま、十年前のでやられた、という設定なのかなあ」

　何か不ふ思し議ぎだね、とハンターが言う。

「十年前より先に各務がここに来てたら、各務はそこにあったかもしれない屋や敷しきとかを見られたかもしれないんだ。だけど、各務の妹が〝十年後の今〟をベースに物語を書こうとしていたならば──」

「恐らく、私は〝今〟にしか降りられない。妹と共に作った世界創そう作さくの加か護ごとも言うべきものに支配されているので、物語の最初の一ページより前に戻ることは出来ないのだ」

　幾いく度どか経けい験けんがあると言った口く調ちようだ。成なる程ほど、と思いながら幾つかの調査を進ませることにして、ふと思うのは、

「だとすると、私達のいる世界は、何時いつ始まったのでしょうね」

「始まりは〝十年後の今〟だろう。だが、そこから生まれた世界は、〝何故なぜ自分達が存在したのか〟を後付けで補ほ完かんしていく。もしも整合性があると思えたならば、それはきっと妹の腕が良かったか、私の指導が行き届いていたか──」

　各務がこちらとハンターを見て、小さく笑った。

「そこに住む住人達が、私達を離れて自らの過去を規定していったのだ」

「あー、あれだ、登とう場じよう人物が勝かつ手てに動き出すってやつ」

　それはどうかと……、と思う視線の先で、各務が口を開いた。彼女はボトルのストローから離した唇くちびるを、一度舐なめてから、

「──感かん謝しやである」

「また、いきなり何を意味不明な礼れいを」

　ああ、と彼女は笑った。

「いずれ君にも解わかるようになると嬉うれしい。堀ほり之の内うち君。ハンター君も」

　はあ、とこちらは自じ称しよう神様に頷うなずくしかない。ただ、不ふ意いにハンターが右手を挙あげた。

「──あ、堀之内、ちょっと日の下出て左に手を振って」

「は？」

　何事だろうか。左というと沖おきの方。

　……何方どなたか、いましたかしら？

　疑問に思いつつも、パラソルから出て見る。言う通りにすると言うより、生じた疑問を探る心の方が強い。

　……あちら？

　と、何となくという試しで手を振ってみる。

「あ、もっと高く」

「遠くですの？」

　と、のけぞり気ぎ味みに、腕を振ると言うより挙きよ手しゆ状態になってみる。すると、

「────」

　上空。北の方から沖おきに向けて、轟ごう音おんが通過した。

　航こう空くう機きだ。全体はどことなく菱ひし形がたに見えるシルエットは、飛び出してきた光こう太た郎ろうの叫びでは、

「米国アメリカU.A.H.F.のF-23ですか！」
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　米国の戦せん闘とう機き、というのは知っている。一応、魔ま女じよの仕事で米べい軍ぐんが絡む場合もあるのだ。

　ただ、戦闘機クラスの戦闘力は、普段の訓くん練れんなどでは後こう衛えいに属する。それが総そう出しゆつ撃げきするなら、恐らくはヘクセンナハトの決戦時だろう。

　だが、今、空を行くのは、

「知ってますの光太郎!?」

「はい。──このあたりですと、米国U.A.H.F.が定期的に地上から月面を監かん視しするために飛ばしているのです。ただ、今いま時じ分ぶんに飛ぶとしても、姿勢が──」

　光太郎の言う通り、遠ざかっていく機き体たいは背はい面めん飛行だ。

　左右、二に等とう辺へん三さん角かく形けいのような平たいフォルムの両りよう翼よく上には、術じゆつ式しき紋もん章しようが載のっており、中央後部には、照しよう準じゆん系けいらしい術式が多重の密みつ度どで展開している。あれは、

「ああ、うん」

　ハンターがそちらに右の親指を上げながら言った。

「前回の戦闘で堀ほり之の内うちが〝ミコ・ジンジャー〟とかで人にん気き出てさ。

　写真撮とりたいって言ってたから。月監視のついでに寄って貰もらった」

「背面飛行は今回、地上を撮るためかね？」

「あ、いや、沖で反転して月を撮るよ。ただ今回は堀之内が水着で来てるから。

　──何かすっごいマクロ撮さつ影えいの調ちよう整せい利かせて頑がん張ばるとか言ってた。普段とピント合わせる距きよ離りが全然違うもんね」

「だ、だったら先に言いなさいっ」

「先に言ったら撮影させたのかね？」

　問われてみると答えられない。というか普通有り得ることではない。だが、

「ああ、気にしなくて良いよ。うちの仲間内、結けつ構こう西海岸ノリだから」
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『いよっしゃ野や郎ろう共ども！　ターゲットが二百十六枚中十二枚クリーンショットだぜ！』

『少しよう尉い！　マクロ調ちよう整せいを手伝った身分として原げん寸すんでのデータを要求します！』

『ここだけの話ですけどサーモ撮さつ影えいとかしてますか!?』

『──こちら沖おきの第七艦かん隊たい別働隊ブルー・ブルーム。上通過したら対空砲ほう撃げき入れてやるからこっち来るんじゃないよ』

『というか副ふく艦かん長ちよう！　俺おれらも潤うるおいが欲しいです！　──あ、副艦長に文もん句くがあるとかじゃなくてですね？』
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　沖の仲間達からの通つう信しんに何やら強きよう烈れつなノイズが乗ったのをハンターは見た。

　……副艦長とか厳きびしいからなー。

　思っている間に、仲間の機き影えいは一度機き体たいを軽く傾かせ、こちらに〝またな〟の挨あい拶さつとして上昇を掛けていった。

「衛えい星せいを飛ばしているのに、気き圏けん内からの撮影をして意味があるのかね？」

「この前、黒の魔ま女じよが手──伸ばしてきたの、直じかで見てたっしょ？」

　ありましたわねえ、と堀ほり之の内うちがボトルを軽く掲かかげる。

　と、換えのボトルを侍じ女じよがすぐに運んできた。

　自分のも交換が入るが、まだ結けつ構こう残っていたはずで勿もつ体たいない。

　……つまりこれは、勿体なくないように急いで飲めってことか……！

　多分違うだろうな、と思いながら、先ほどの言葉をここで繫つなげる。

「あれさ。当然、月から地球までの距きよ離りと、地球の圏内。特に気圏内の厚さって全然違うじゃない？　──だけど、見てる側からしたら、同じくらいだったんだよね、手の速度」

「腕の太さなども、その疑念に考こう慮りよされるかね？」

「うん。そういうこと。つまり──」

　という言葉の先を、堀之内が告げた。彼女は首を傾かしげ、

「あの腕が、錯さつ覚かくか何かだったと？」

「そうじゃない」

　自分が解わかっていることは、あまり無い。というのも、米べい軍ぐん内部でも、あのような事じ象しようはほとんど見たことがなかったのだ。

「十年前と同じだってね。黒の魔女の〝余波〟は、月から来て、しかし地球の圏内までは超高速。気圏に入ったあたりで、ボク達にも知覚出来る速度に変わった。

　──これもまた、この世界がボク達の反応合わせになっているっていうことなのかな」

「演出が、どれだけ世界の法ほう則そくと合うのかは君達に任せるよ」

　そうだね、とこちらは頷うなずくだけだ。

「恐らくは、黒の魔ま女じよは流りゆう体たいに対する支配力を持っている。そこの各務かがみみたいにね。

　流体は地ち脈みやくとして、時間や運うん命めいも司つかさどるから、それに〝乗る〟ことが出来るなら、あとは乗ったやつの望むがままにすることが可能。腕を伸ばしたときは、その手指が〝怖こわいという表現演出〟を明らかにするところまでは高速で飛ばし、演出が認にん識しきされる距きよ離りになったら遅く、黒の魔女でも制せい御ぎよ出来るような速度にしたと、そんなとこだろう」

　だから、と己おのれは言葉を挟む。

「月からくる流体の波動。月を見ながらそれを地球の中と外で計測していれば、波の振しん幅ぷく差さなどから、黒の魔女の接近速度なんかが割り出せる筈はずなんだ」

「流石さすがですわねえ……！」

「手の内明かすけど、地脈関係は堀ほり之の内うち家けを始めとする神しん道とうが凄すごいレベル高いんだよ。自然信しん仰こうで大おお手てって、あまり存在しないせいもあってね」

　成なる程ほどな、と各務が術じゆつ式しき陣じんを開く。

　先ほどの仲間の機き体たい。撮さつ影えいしていたのだろう。やや見送り気ぎ味みのショットに見えるが、

「というかこっちではF-23なのかね？」

「各務の実家では違いましたの？」

「こちらでは別の機体が主力となっているよ」

　そういうもんか、とハンターは思し案あんした。

「採用の決め手はステルス性と、翼つばさ表面に加か護ごの紋もん章しようを均きん等とう配置出来ることだったかな？　競合機は加速系が載せられても全面防ぼう護ごが無む理りだったって」

「……妹のヤツ、狙ねらいすぎだろう、設定が……！」

「あの、世界を裏から見るのはやめませんの？」

　まあまあ、と各務が堀之内に手の平を立てて見せた。そして彼女は、視線をこちらに向けると、一枚の術式陣を見せた。

「それより、私のコレはこうなっているのだがね」

　彼女の四角く古めデザインの術式陣の中、フロギストンハートは消えかかっている。

　先ほどの訓くん練れんで使ったデバイス分の余波だろう。ちゃんと処しよ理り出来てないあたり、下手へたと言うべきか、異常というべきか。しかし彼女は首を傾かしげ、

「ハンター君、君の技で、ノーマル状態から即そく座ざにマギノ状態に展開するものがあったね」

「ああ、米国アメリカ式の展開術」

　大体、何が言いたいかは解わかる。

　武ぶ装そうの展開は、魔女にとっての重要事だ。だからその手て筈はずを広げ、可能性を増やせるだけ増やしておきたいというのだろう。

　だが、んー、とハンターは考え、

「一応は米国アメリカ式の訓くん練れんとかそこらのアレだから、許可出るかなあ」
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　堀ほり之の内うちは、ハンターが術じゆつ式しき陣じんを開いて通信を始めたのを見た。

　ややあってから、二度、三度と首を傾かしげた彼女だったが、画面を見たままオペレーターよろしく右の手を上げ、

「──堀之内」

「何ですの？」

「これから先、シャツ脱いでてくれる？　あと、波打ち際になるべくいて」

「え、衛えい星せいや沖おきの艦かん隊たいから撮とりますのね!?」

　情報流りゆう出しゆつの代だい価かとしてとりあえず応じた。
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『ＹＥＡＨＨＨＨＨＨ！　副ふく艦かん長ちよう、有り難う御ご座ざいます！　有り難う御座います！　えっ、何ですか、お前ら全員甲かん板ぱんに並べ、って』

『ＹＥＡＨＨＨＨＨＨＨＨ！　やだなあ、魔ま女じよ全員で武ぶ装そうしちゃって！　外は暑いですよ？　先日、神か奈な川がわ沖おきにはサメも出たんですよ？』

『ＹＥＡＡＡＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨ！　副艦長！　単たん刀とう直ちよく入にゆうに言いますが、どんな命いのち乞ごいをすればいいでありますか！』

『最後はＹＥＡＨＨＨいらんだろ貴き様さまら！　とっとと並んでケツを向けろ……！　脱ぐな！』
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　通信からの悲鳴を聞きながらハンターはこう思った。皆、付き合いいいなあ、と。

　だが、とりあえずの許可は出たのだ。

　場所は移り、食事の場。ターフの下で、最初は盛りつけの野や菜さいと肉を皿さらにとって口にする。おお、焼いただけかと思えば粉こなつけて軽く揚げ焼きしてある。コレだとソースが染しみて、野菜と一いつ緒しよに食っても味が落ちないよね。だけど、

「──さっきのだけど、まあ、単純に言えば、意い気きの先行確保」

　見せられるものがある。それは、近くにあった鉄てつ串ぐしと、

「こんな感じね。コレ」

　と、今焼いている最さい中ちゆうの肉を、先せん端たんから刺さしていく。コンロを扱っていた班はん長ちよう役の侍じ女じよが、

「それはレア……」

　などと小さく漏もらしたが、後で焼けば良いと思うよオバちゃん。

　ともあれこちらの手元では、刺さすごとに肉が鉄てつ串ぐしに並んでいく。

「これが堀ほり之の内うち達の流りゆう体たい保持と意い気きの取り方。段々と累るい積せきさせていく訳わけ」

「要するに、必要なとき、現場でそのようにしていく訳だね？」

　ええ、と堀之内がこちらの手元を見て頷うなずいた。

「だからこその駆く動どう系けいの組み込みですわ。ゼロの状態からでも、即そく座ざに駆動系から立ち上げることで、流体の抽ちゆう出しゆつを強化しますの」

　そうだね、と自分は鉄串に溜たまった肉を槍やりのように掲かかげる。

「──そして堀之内なんかは、最終的にこのくらいの肉量が溜まって、変身となる訳だね」

「ええ、違いますの？」

「考え方を変える」

　つまり、とレアが嫌きらいな班はん長ちよう役の侍じ女じよに鉄串を渡すと、彼女は二度焼きに入った。

　こちらはしかし、別の肉をトングで構えることにする。それは、

「スペアリブ。肋ろつ骨こつ部分を、まだ分けて無い状態だ」




　　　　　　　　　　●




　各務かがみは、肉の調ちよう理りを見た。

　スペアリブは、実のところ、その調理を結けつ構こう目にしてきたものだ。

　……何しろ、異世界ファンタジーではすぐに豚ぶた肉にくとかが出るものだからね。

　とはいえ妹の知ち識しきでは屠と殺さつ関係がかなり甘く、正直、現場を見るからに「これでは駄だ目めなのでは……」と思うが、それでも肉が採れたあたり、やはり補ほ正せいのようなものがかかっていたのだろう。流石さすがはファンタジー、肉にも優しいね？

　だが今、現代としてみると、それはちょっと不ふ思し議ぎな光こう景けいだ。

　肋骨。豚でも人でもそれはあまり変わりが無い。しかし肋骨の間や周辺の肉は、基本は胸筋に近しいが、あまり動作をしないので歯ごたえと柔らかさが同居する。そしてそれを、一本ごとに分けるのではなく、一気に五、六本並べ繫つなげた状態で調理するのだ。

　肋骨の形状にしておきながら、分けない。骨が見えたら一本一本分けておきたくなるものだが、それをしない理由は別にある。

　調理しやすいのだ。

　一本ずつを分けてしまうと、火の当たりなども全部考こう慮りよしなければならないし、ソースが一本一本に浸ひたされて味が強くなる。

　だが繫げたままだと、

「リブラックを使用するのは、知識としては知っているが、初めて見るね」

　リブラック？　と堀之内が首を傾かしげるが、ハンターは笑うだけだ。

「バーベキューの定番だけど、米国アメリカ式で荒っぽいからねー」

　言っている間に、侍じ女じよ達がそれを持ってきた。

　細い鉄てつ棒ぼうで出来た本立てのような構こう造ぞう。トーストスタンドにも似ているだろうか。

「駐ちゆう輪りん場じようで、自転車のタイヤを挟むアレみたいですわね」

　正式名称は自転車スタンドだよ堀ほり之の内うち君。だがまあ、リブラックとしては、

「これに、ソースを塗ったスペアリブを分けずにそのまま差し込みまーす」

　ハンターが、見るからに赤茶けたソースを塗りたくって、肉を差し込む。

「あんなにスパイス塗って大だい丈じよう夫ぶですの？」

「立てているし、脂あぶらが出るからほとんどは下に落ちてしまうよ。更さらには下から炙あぶるが上からも蓋ふたをするのが常じよう道どうだね？」

「そう。そーすることで適度に蒸むされて肉が柔らかくなるからね。

　でまあ、調ちよう理りには一時間くらい弱火で放ほう置ちだけど」

　と、光こう太た郎ろうが、蓋付き皿ざらに載のせた調理済みのリブを持ってきた。

「──そういうこともあろうかと、既すでにこちらに用意をしておきました」

「……今焼いた意味が解わからないけどサンクス。──で」

　ハンターは、皿の上に載って蒸じよう気きを立てるリブに、ナイフを構えた。

「これだけで一キロ強あって、さっきの鉄てつ串ぐし肉の三倍は重いね。──あ、骨は気にせず、って話で。それでまあ、食べるときは、その会のオーナーが切り分けて行くんだ」

　だけど、とハンターが言うと、班はん長ちよう役の侍女が来た。

「焼き直し、出来ましたので」

　と、ハンターが構えたリブの横に、串焼きとなった肉を置く。

　それを見たハンターが、一度頷うなずいてから言った。

「串焼きの肉ってさ。小さいから、すぐ焼けるじゃない？　だから、〝ソッコー！〟って時に、それを焼けた順からつまんでいって、段々と腹一いつ杯ぱいにしていく訳わけだ」

　だけど、とハンターは、構えたリブに、ナイフを突き刺した。

　分けるのではない。そのまま持ち上げ、端はしから嚙かみつく。その上で、明らかに食いちぎってから奥歯で嚙かみ、喉のどに通すと、

「飲み物欲しいね！　──ああ、サンクス。

　要するにこういうことだよ。──小さい肉をつまんでいくより、一気にデカいのを食っちまおうよって、そういう話」

　いいかい。と、そこからようやく、ハンターがリブの肉を分けに入った。嚙みついた方は、半分ほど自分のものとして、残りを骨ごとに分けながら、

「そっちのやり方は、焼けたものを串に刺していく感じ。こっちのやり方は、初めから大量のものを用意して、焼いておく感じ」

「つまり、戦せん闘とうに入る前に既すでにプールしておくということかね？」

「否いな」

　ハンターが眉まゆを立てた笑えみで言った。

「──常時だよ」

　はは、と小さく笑って、米国アメリカ代表が言葉を作る。

「常時、流りゆう体たいをプールしておくんだ。駆く動どう系けいがあるならば、それを抽ちゆう出しゆつには使わず、展開速度に変えられるようにね。常に流体を大量に保持して、──焼いておくのさ」
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「そんなことが出来ますの？」

　流体を常時抱え込む。

　それは、神しん道とうのような礼れい儀ぎや儀ぎ式しき、周辺環かん境きようの整せい調ちようなどを技術の基き礎そとする堀ほり之の内うちからしてみれば、危険な話だ。

「だって、暴ぼう発はつしたら大おお事ごとですのよ？」

「でもやるんだ」

　ハンターが肉を一本分。一気に割った。

「フロギストンハートを常に立ち上げて、フレームを召しよう還かんさせない。暴発が怖こわいから、気を付けるようにする」

「安全装そう置ちを外した銃じゆうを携けい帯たいするようなものだね」

　各務かがみの言う通りだ。その意が通じたのか、ハンターも一つ頷うなずく。

「実際は撃げき鉄てつも押し込んでる感じだね。ただ、ランク上位だったらそのくらいは出来るハズ」

「でも──」

　こちらとしては疑問がある。流体の制せい御ぎよは、ある意味、神道の得え手てだ。結けつ界かいや加か護ごなど、流体を制御して、パッケージング管理することは神道術じゆつ式しきの基き礎そだからだ。しかし、

「……戦闘も無しに、マギノ召しよう喚かんまでの意い気きを蓄ちく積せき出来ますの？」

　そう。魔ま女じよがフレームを保つには、フロギストンハートが過か熱ねつしている状態でなければならない。

「フレームを召喚せずに、流体を留め置く。これはフレーム召喚無しにフロギストンハートを過熱状態で置くということですわ。ですけど、フロギストンハートの維い持じには意気を高いレベルで継けい続ぞくする必要があるんですのよ？」

「ストレス社会では難しそうな案あん件けんだね」

「だからほら」

　と、ハンターが自分の術式陣じんをこちらに向けて見せた。

「テンション上がる言葉とか、シーンとかを自分の日々と絡めたりするのさ。

　これ、左右に書いてあるのは米国アメリカ国家でね。──父とうさんが演えん奏そうしたの、憶おぼえてるんだ」

　だから、とハンターがノーマルフォームを召しよう還かんした。

　お、と光こう太た郎ろう達が身み構がまえるより先に彼女は、

「マギノフレーム召還！」

　言葉と共に、彼女の背後にいきなりの建けん造ぞう物ぶつが出現した。

　風を巻いて出現したのは、全長五〇〇メートルの巨きよ大だいな魔ま法ほう杖じよう。ハンターのこれは、

「マギノデバイス・ヘッジホッグ」

　言った通りだ。ノーマルフレームを通しているが、マギノフレームを即そく座ざに召喚した。

　明らかに、意い気きと流りゆう体たいの保持が出来ていなければ不可能な召喚だ。

　ハンターは小さく笑って一つ手を叩たたいた。それを合あい図ずに、フレーム召喚を解除する。

　高音が鳴って、駆く動どう器き音おんが汽き笛てきのように響ひびき、海へとヘッジホッグが解除されていく。各パーツは、落ちる、というよりも雪のように降り、水みず柱ばしらを盛大に立てる。

　波が生じ、しかし、浜の上にいるここまでは届かない。そんな動きの中、また水着姿すがたに戻ったハンターが苦く笑しようした。

「──こういうこと。一回やるとプールが減少するけど、蓄ちく積せきがあれば再展開も楽だね。あとはそっちに、そういうワードとかシーンがあるか、ってこと」

「私は──」

　自分の意気を保つワードやシーンは、あった筈はずだ。

　そう、十年前に、母との別れとなった一夜の一いつ時とき。あのような思いを二度としたくないし、誰だれにもさせたくないと、そう記き憶おくに刻んだのだ。だが、

「……あ」

　記憶の中、強い印いん象しようで一番に思い出すのは、母ではなかった。

　それは月だった。

「────」

　青い空に浮かぶ白の大円が、目の前にあるものよりも鮮せん明めいに錯さつ覚かく出来たのだ。
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　何故なぜ、と堀ほり之の内うちは思った。

　……お母かあ様さまの事を思い出さずに、何故？

　何故、今、月を思う。

　月など、これまで、ろくに見上げて見み据すえたことがなかったのだ。

　それは誰に指し摘てきされたことか。

　解わかっている。

　各務かがみだ。

　十年前に母を亡なくし、復ふく讐しゆうを誓ちかい、しかし、月をまともに見み据すえてはいなかった。

　その事実を指し摘てきされ、そして自分は月を見たのだ。そう、あれは、

　……馬ば鹿かが、笑ってましたわね。

　月を見上げ、背にして、異い邦ほう人じんが笑った。誰だれもがそこに復讐の相手がいるというのに、彼女は歓かん喜きと満足を感じさせる声で笑った。

　誰もが、勝てるかどうかを思し案あんする相手に、その騎き士しは何も構わなかった。

　笑って、勝つつもりでいた。

　追い詰められた人類。自分達を前に、黒の魔ま女じよを追い詰めたと、そんな意を告げたのだ。

　月ではない。

　自分が記き憶おくの印いん象しようを刻んだのは、月を素そ材ざいとした彼女の宣せん言げんだ。あれはもう、ただただ、

　……それまでの、お母かあ様さまと私、そして黒の魔女だけの自分を、覆くつがえす言げん動どうだったからですわね。

　参まいりましたわ、とふと思う。

　あんな馬鹿げた言動とシーンで、テンションが上がるなど、有り得ませんわよ、と。
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「そんな訳わけで執しつ事じ長ちよう。御お嬢じよう様さま達が歓かん談だんしたりいきなりフレーム召しよう喚かんしたりで、なかなかアグレッシブなんですが、食材関係が実はピンチです」

　と、侍じ女じよの一人が右手を肘ひじから挙あげた。

「執事長、自分達、肉焼いてるんで、買い出しにトラック出せませんからお願いします！」

「トラック出すなら、他に自じ衛えい隊たい出身の魔ま女じよがいた筈はずでしょう君達……！」

　だがまあ、と光こう太た郎ろうが肩から力を抜いた。

　今、食事をえらい速度で、しかし丁てい寧ねいに続けていく魔女三人を見ていると、

「執事長、──御嬢様の機き嫌げんが良さそうなのは、いいことですね」

「ええ。自分以外の事を考えられるようになったのは、いい傾向かと」

「執事長、御嬢様から全く気き遣づかいなかったですからねえ」

「それは貴女あなた達も同じでしょう！」

　いいですか、と光太郎が皆を指さしながら堤てい防ぼうに足を向けた。

「私が帰ってくるまで、スイーツの展開は禁止とします！　あれは私が予約までして買ってきたものですからね」

「──後でスタッフが御嬢様達と美味おいしく頂いただきます」

「それ！　それを一番恐れているんですよ……！　というか何処どこです？　私が用意した、スイーツの入ったクーラーボックスは！」

　え？　と侍女達が顔を見合わせた。

「出発前、私達で学長先生に持って行きましたよ？　数日空あける分の種たねがどうしたこうしたとか、執事長が言っていたので。あのクーラーボックスじゃなかったんですか？」
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「あら、……光太郎さんったら、こんなオバさんに何のサービスかしら」

　学長室のテーブルの上、クーラーボックスを開けた学長は、笑えみで首を傾かしげた。

「中に入ってるのは、種かと思えば、御機嫌取りのスイーツとは」

　視線の先にあるのは、ビーカーに入った手作りプリンだ。見るからに堅焼きとなったプリンの数は、三十を超えている。侍女さん達が重そうに抱えてくるわけですね、と呆あきれたように吐と息いきしながら、段々と日が傾いてきた窓の外を一いつ瞬しゆん窺うかがって、学長は術じゆつ式しき陣じんを開いた。

「教員室、冷れい蔵ぞう庫こは空いてます？　あと、こんな日にも出勤している皆さん。堀ほり之の内うちさんのところから御お菓か子しが届きましたよ？　取りにいらっしゃい」
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　何故なぜか学長から謂いわれのない感かん謝しやのメールが届いて、堀ほり之の内うちは心しん底そこ警けい戒かいした。ただ、読んでみるとどうやら光こう太た郎ろうが手配をしたらしく、そして当の光太郎はと言うと、

「この暑いのに市街往おう復ふくで走り回って熱ねつ射しや病びようか。有り難いスイーツだねこれは」

　ビーカー入りのプリンを食べながら、今、自分達は夕ゆう闇やみの浜で一ひと息いきをついている。

　あれから、倒れた光太郎を横に置き、昼食と地続きの夕食となりながら、気力を回復しては波打ち際に出て砲ほう撃げきの調ちよう整せいや、ハンターとの戦せん術じゆつ交換の試技を行った。

　正直、こんな変化と密みつ度どの訓くん練れんはそうそうあるものではない。しかも、

　……夏休みは今日きようで終わりというわけではありませんものね。

　思っていると、侍じ女じよ達が花火の準備を始めている。既すでに先行して、手持ちの花火を振り回している者もいるが、こうしてみると侍女達も自分達の先せん輩ぱいくらいの年の差が多いのだ。

　やはり、十年前からの〝今〟という世せ代だいなのだろう。

　皆、何かを自分に教えてくれたし、その記き憶おくも何もあるのだが、

「──ほい。手持ちの花火とか、ボクよく知らないんだけど」

　火ひ種だね代わりの、吊つるしの鉄てつ籠かごに入った木炭が渡されてくる。その熱を感じ、逆に海辺は気温が下がりつつあるのだと理解する。

　ハンターも同様なのだろう。仲間達がいる沖おきへと視線を向けながら、

「──でもまあ、各務かがみの話が本当だとすれば、この世界の位置って何だろうねー」

　ふむ、と各務が頷うなずいた。彼女は手持ちの花火を着ちやつ火かし、掲かかげると、吊るすように下に向けた。長めの形状は、その先せん端たんから出る火花の色を変え、独特の匂においを放ちながら消えていく。

　その光が、やがて薬品系の緑色の火になってから、各務が言う。

「私を恨うらんでくれても構わんよ？」

「いや、だって、何て言えば良いわけ？」

　ハンターが、苦く笑しようして術じゆつ式しき陣じんを出した。彼女は更さらに、画面上に一つのものを出す。

　ゲームだ。魔ま女じよ風ふうのキャラクターが時代劇調ちようの町並みを飛び跳ね、カレーを避けている。よく解わからない世界観かんだが、これは、

「各務は今、このゲームの中にいて、キャラクターのボク達と話をしてるんだよね。それでまあ、ゲームの設定とも言える部分でボク達に不利なところが多々あったとしてさあ」

　それってつまり、

「……この中に入ったら、自キャラが〝オマエもうちょっと上手うまくジャンプしろよ〟とか言ってるようなもんでしょ？　プレイヤーに」

「いえ、それは」

　と自分が言ったのは、ハンターの言げんに思い違いを感じたからだ。

　ハンターは、それが本心かどうかは知らないが、自分達と各務かがみを分けた。

　……無む論ろん、キャラクターとしても、プレイヤーに愚ぐ痴ちは言いたくないよ、と、そんな言げんではありましたけど。

　だけど、と自分はこう思う。各務の個性としては、

　……この人、結けつ構こう、感情移入する方ですのよ？

　各務が以前に桟さん橋ばしで涙を流したことを、自分は思い出す。なれば、たとえハンターが、自分をキャラクターとして分類したとしても、彼女は涙を流すだろう。自分の母の死に対し、泣いたような人なのだ。だから、

「────」

　ハンターに対し、それは考えすぎですわ、と言おうとして、しかしやめた。

　……そこまで私も、お節せつ介かいではありませんわ。

　ハンターもまだ、各務との距きよ離りを測りかねているのだ。そして今日きよう、いろいろな事実から結構踏み込んだ分、反動で少し揺り戻そうとしたと、そんなところだろうか。

　つまりハンターは、各務と距離を取ろうと思っていない。

　ただ、思い違いがあると、怖こわいのだ。失うかもしれないのだから。

　それが魔ま女じよのランカーなのだ。

　だからハンターは言う。

　キャラとプレイヤーの関係でも、キャラである自分はアンタに愚ぐ痴ちを言わない、と。

　それが今、ハンターが是ぜとした距離感だろう。各務にしか通じない台詞せりふだ。

　ここから先、お互いの距離は、恐らく縮んでいくしかない。各務はそういう部分がある。自分が特とく殊しゆであると隠かくしもせず、気にするなと、そういう付き合いをしてくるのだ。

　ゆえに自分も、告げておく。これは〝保険〟だろうかと、そう思いながら、

「──世界が創つくられたとしても、その上で生まれて育ってきたならばまた別と、そういう考えもあるんじゃありませんの？　ハンター」

　この事は、今日、幾いく度ども確かく認にんしたことだ。

　自分とハンターの共通項こう。だからこの見解は、彼女に対する楔くさびとなる。

　不安よりも、〝今〟を思おう。

　母との過去は大事だが、それを捨てるわけではない。

　今、月を見み据すえられるという事実の方が、大事なのだ。

　そんな意い図とが、やはり解わかっているのだろう。ハンターは腕を組み、首を傾かしげ、

「うーん」

「思し案あんしたところで、事実は変わりませんわよ？」

「そういうところが堀ほり之の内うちはキツいよなー……」

　と、ハンターが苦く笑しようした。そして彼女は、各務を見て、

「〝馬ば鹿か者もの〟に、各務かがみは何か言う事がある？」

「君が共に解決を望んでくれているだけで充分過ぎるがね、ハンター君」

　即そく答とうであった。

　言う言う……、と呆あきれ顔で口の横から漏もらすしかないが、不ふ意いに各務が小さく笑った。

「感かん謝しやである」

　言った瞬しゆん間かんだった。各務が右手を外に振り、

「悪くない」

　いきなり、マギノデバイスを召しよう喚かんした。

「こう、するのだね？」
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　見事ですね、と班はん長ちよう役の侍じ女じよは、その光こう景けいを見た。各務の持つ明らかに異常な流りゆう体たいの操そう作さ能力。それは、理り屈くつとしては解わかっているが、自分達が使える物とは大きく違う。何故なぜなら、

　……私達の頃ころは、マギノフレームを展開出来るだけで才さい人じんでしたが……。

　各務の背後に、鐘かねの音ねを立て、巨きよ大だいな剣が建けん造ぞうされていた。

「マギノデバイス・ディカイオシュネ。……見事です」

　漏もらした声に、熱ねつ射しや病びようによって横で倒れていた執しつ事じ長ちようが、ゆっくりと顔を上げる。

「当然です」

　彼は、給水のつもりか、近くにあったボトルを手に取り、口くちの端はで吸いながら、

「各務様は、御お嬢じよう様さまと同等の方ですよ……！」

「執事長。それ、スペアリブのソースです」

　執事長が口から赤いものを吐いて突っ伏したので大おお騒さわぎになった。
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　口くち笛ぶえを吹いたハンターは、息をのんだ堀ほり之の内うちを横に、海上へと現出した大たい剣けんを見ていた。

　全長五百メートル超。自分のヘッジホッグも同等で、体積的には己おのれの方がデカいのだが、

　……剣っていうのがズルイよなあ。

　形そのものが、力を感じる。だが、

「良い出来で、いい瞬しゆん発ぱつだけど、──ちょっと悪い」

　口の端をあげて言うなり、各務のマギノフレームが崩ほう壊かいした。

　鐘音が割れ、沖おきから江えノ島しまに反はん響きようする。堤てい防ぼうの向こう、街かい道どうを走っていた車や単たん車しやが、気を取られたのだろう。クラクションが連続して響ひびき出す。

　だが、砕くだけ、降り落ちていく大剣を前に、堀之内が振り返った。

「ど、どうしてですの？」

　ああ、と各務かがみが顎あごに手を当て、海に散っていく光のパージを見上げた。

「ふむ、──テンション上げると流りゆう体たいが反応するので獲かく得とく量りようが増えるが、私の場合、保持力が弱い。戦せん闘とう中ならばともかく、平時ではテンションを上げる要因が弱いので、長時間は保もたないのだろう」

「そこから戦闘に移行すれば、保持出来ると思うから、今後は考えておくといいよ」

　それよりまあ、ちょっと興きよう味みある事がある。何かと言えば、

「堀ほり之の内うちは？　何かテンション保つ方法、考えた？」
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「わ、私ですの!?」

　堀之内は、いきなり振られても応じる術すべを持たない。

　……何の用意もありませんわよ……！

　ハンターは既すでにその技術を習得していて、テンション上げには米国アメリカ国歌だ。各務の方はどちらかというとテンション上げもだが、その流体操そう作さ能力が大だい事じっぽい。

　だが自分は、

「え、ええと」

「御お嬢じよう様さま！　大だい丈じよう夫ぶです！」

　三人で声のした方を見ると、熱ねつ射しや病びようで寝ていた筈はずの光こう太た郎ろうが起き上がっていたが、何故なぜか口から胸まで赤いもので染めているのでとりあえず見えなかったことにした。だが、

「あれは何かね堀之内君」

「後！　後ですわ！　病院に行かせますから！」

「車出せるのって誰だれだっけ？」

　……当人ですわ──。

「い、いえ、自じ衛えい隊たい出身の侍じ女じよがいますわ！」

「凄すごい日本語だねよく考えると」

　だが、見ればターフの下で彼女が左右に手を振っている。大丈夫、安心しろと、周囲の侍女達がジェスチャーしているあたり、気にしなくていいのだろう。だがそれは、

「ほら、堀之内、皆が期待してるよ」

「プ、プレッシャーを掛けないで頂いただけません!?」

　ともあれ、テンションが上がる方法を考える。

「わ、私の場合は──」

　一応。ある。さっき思ったばかりだ。各務が、月を見上げて笑ったことや、涙を流したこと、更さらに重ねるなら、

　……先日のハンターとの戦闘もそうですわ。

　あのとき、はっきりと言われたのだ。「信じろ」と。

　それまで一人で戦ってきた自分にとっては、照れくささを感じる言葉だった。

　だが、各務かがみの実力は本物だ。奇き行こうが目立つ部分もあるが、天然なのだと思いたい。だが、そんなことをテンション上げに使おうなどというのは、

「──おい、あまり無む理りするな、満まん子こ」

「そ、その呼び方!!」

　叫ぶなり、手にはノーマルデバイス、背後にマギノが召しよう喚かんされた。
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　大おお鈴すずの響ひびきをつけ、一いつ瞬しゆんで空を破は裂れつさせて全身を出現させたマギノデバイス・朱あけ竜りん胆どうは、風と波を立てた。その風に後ろからシャツをまくられ、足を波に打たれた堀ほり之の内うちは、

「ひゃん……！」

　と驚きに軽くステップ。何事かと、否いな、何が起きたのかは解わかっているが後ろに振り向けば、

「あら……？」

　……で、出来てますの？

　疑問に対し、結果は雄ゆう弁べんだ。手にしているノーマルデバイスも、背後にある五百メートル超の朱竜胆も。肩上で余よ裕ゆうの煙草たばこを吹かしている朱雀すざくも、全ては事実だ。
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　ともあれこれは、上手うまく行ったのだ。ならば、ここは息を正し、

「ほ、ほら、出来ましたわよ？」

　と言った先。ハンターと各務かがみが、こちらに両の手の平を見せてから、三歩引いた。

　何事ですの？　と思う視線の向こうで、ハンターが半目で各務を見た。

「……満まん子こでテンション上がったよ」

「エロワードで興こう奮ふんとは堀ほり之の内うち君もムッツリだね」

「──ハ、ハイそこ勝かつ手てに人のキャラを作らない……！」

　光こう太た郎ろうも賞しよう賛さんする前に病院行きなさい。
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　そして幾いく度どかの行き来が有り、技術交換が有り、F-23が幾度か緊きん急きゆう発進したが、やがて夏休みという期間が終わりに向かい始めた。

　東とう京きよう湾わん中央にある四し法ほう印いん学がく院いんは、地方や他国に帰き省せいや修しゆ行ぎように出ていた魔ま女じよ達が帰き参さんを始め、二学期の始し業ぎよう前だというのに、学内には人ひと影かげや声が生まれる状況となっていた。

　八月の二十日も過ぎれば、戻ってきた生徒達に規き律りつを促うながすため、各時間始業のチャイムが時報代わりに鳴り始め、

「──朝から規き則そく正しいですね。貴女あなたは、結局、こちらで夏休みを消化したんですか？」

「いえ、それなりに、近辺ですが、各地を見ていました。日帰りばかりですが」

　と、学長室に零こぼれた声は、長身の少女のものだった。

　学長を大おお机づくえの向こう、窓まど際ぎわに置き、黒のサマーセーターに、黒基き調ちようとした制せい服ふくとロングソックスの少女が、応接テーブルに手をついている。

　台上、そこにある鉢はち植うえを、両の手で守るようにしながら見ているのだ。

　少女の手に、花から落ちる物があった。

　流りゆう体たい光こうだ。

「復ふつ興こう用の、という調ちよう整せいが為なされたものではないんですよ、それ。ごく自然な鉢植えなんですが、地ち脈みやくのいいところで育てると、そうなるんです」

　窓外。学長の視線の先にあるのは、広大な中なか庭にわの北側にある花はな畑ばたけだ。そこを手入れしている魔女が、学長の視線に気づいたのだろう。手を振るのに、学長も軽く振り返す。

　そしてテーブルの側そばにいた長身の少女が、安あん堵どのような吐と息いきをした。彼女は、ゆっくりと、こぼさぬように両の手を鉢植えから外し、

「いいものを見させて頂いただき、有り難う御ご座ざいます。それで御願いの件ですが──」

「ええ、穏おだやかではありませんね。あの各務さんと、勝負をしたいなどと」

「ランク下位に勝負などせず、本来なら一位に挑ちよう戦せんをすべきと、そう思ってはいるのですが」

　彼女は、白の短たん髪ぱつに刺すような力で爪つめを入れ、後ろに梳といた。

　学長が、あらあら、と軽い声を上げるが、少女は黙もく礼れいで済ませてしまう。

「失しつ敬けい」

　彼女は頷うなずき、こう言った。

「あの大たい罪ざい者、各務かがみ・鏡かがみを生かして置く事に、私は耐えられませんので」
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「そう」

　と学長は否定も何もせず、苦く笑しようした。

「では、仕方ありませんね。ええと──」

　と言ったとき、学長の目は、それを見た。

　空白だ。相手は既すでに、学長室から消えている。

　各務との勝負を宣せん言げんした。そういうことだ。つまりは、

「あらあら、止めてもやります、ということでしょうねえ……」

　せっかちね、と苦笑の声が、窓の外に向かった。

「折せつ角かく、最後の夏の出来が窓から見えるのに」

　窓の外、花か壇だんがある。水をやっている少女がまた手を振るのに返し、学長はこう言った。

「──時間、間に合いそうですよ、充みつ代よ」
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　二学期が始まった。

　残暑は強く、空の雲はまだまばらで有りながら、秋として散るような形をしていない。ともすれば下から湧わき上がり、風に切れていく白雲の遮しや蔽へいの向こう。青の空の中央には白い月が薄い影で見えている。

　それをまっすぐに見上げられる場所は、二つある。

　一つは広い場所。

　もう一つは高い場所だ。

　両方を適かなえた場所が、そこにあった。

　東とう京きよう湾わん。中央に作られた人工島の上に、広大な敷しき地ちを持った施設がある。

　学校だ。高こう等とう部ぶ。東西南北の四し方ほうにそれぞれの科の校舎や寮りようを持った学校。表ひよう札さつに彫ほられた名前は四し法ほう印いん学がく院いんだ。

　その北西側に、二階建ての食堂があった。

　硝子ガラス張りの建物だが、今、昼の月を見上げる視線は、屋おく上じようのテラスにあった。

　テーブルと椅い子すのセット。幾いくつもあるそれらの中央に陣じん取どっているのは三人だ。周囲、やや離れて席に着いた学生達の好こう奇きの視線を浴びているのは、

「堀ほり之の内うち君、君、何かしたのかね」

「わ、私じゃありませんわよ？　ハンターの方が昨夜ゆうべも戦せん闘とう機きで帰き参さんとか、そんなことしてましたでしょうに」

「アレもういつもの事だと皆には解わかってるから、ここで注ちゆう目もくされないって。やっぱ各務かがみがちょっと異い質しつで目立ってるんじゃないの？」

「いや私はろくに魔ま法ほうも使えない一いつ般ぱん人じんだよ。──さて堀之内君、何をしたのかね」

「だから何もしてませんし、話題が深化してませんの？」

　まあまあ、と両の手の平を立てて言うのはハンターだ。彼女は辺りを見回し、

「つーかアレだ。夏休み前に激げき突とつしたランク四位とよく解らん女。

　それがバディ組んで三位と当たって入れ替わって、夏休み明けたら三人でこうして一いつ緒しよにいる訳わけっしょ。話題にならない方がおかしい」

　と、ハンターは二人を見て、

「普通科ではどう捉とらえられてんの？」




　　　　　　　　　　●




　そうですわねえ、と堀之内は思し案あんした。ちょっと日差しが強いので、大きめの遮しや光こう術じゆつ式しきを頭ず上じように出し、三人を影に入れるパラソル代わりとして軽く回しながら、

「うちはもう、各務かがみが派は手でに物語をつけて誇こ張ちよう話にしたので、逆に変な納なつ得とくを」

「たとえば？」

「米国アメリカ沖おきでハンターがスっ飛んで消えたとき、どうやって追えたかというの、ありましたでしょう？」

「ああ、キチガイがキチガイを射しや撃げきして、その射撃パワーを加か速そくに転化して追ってくるとか、非ひ常じよう識しきなネタをされたっけなー……」

「あれですけど、各務がハンターを探していたら、イルカの群がハンターの飛んでいった方向を教えてくれたとか、そんな事になってますのよ？」

「イルカ？」

　ええ、と自分は頷うなずくだけだ。だが各務が、はっとして振り返り、

「それは違うぞ堀ほり之の内うち君。──群の中に、真っ白いイルカがいたのだよ!!」

「変な夢でも見てるんじゃありませんの……!?」

「ははは、しかし皆して素直なのか、そういうことにして騒さわいでおきたいのか、よく解わからないけど有り難い話だね」

　だがそれだけではない。更さらには、

「まあいろいろ省しよう略りやくしますけど、ハンターについても、貴女あなたがやられたとき、あのカラテカ衣い装しようが千ち切ぎれて、和解の後に〝ああっ、肌はだが見えてシェイムフル……！〟とかなったのを、各務が上着を貸して立たせてあげたとか、そんな事になってますのよ？」

「こっちを巻き込むなよ……!?　ボクそんなキャラじゃないし！」

「というか、逆に特とつ機き科かではどんな感じで前のランカー戦を捉とらえてますの？」

　え？　と声を作ったハンターが、空を見上げた。何だかじっとしてるので、

「……言いたくなかったら、言わなくていいんですのよ？」

「いや。ほら、機械ってさあ、改良ってのがあるじゃない？　そんでもってさ、誰だれもクレーム対応はしたくないけど、改良出来るってんなら、やってみたいじゃない？」

「……つまり寄ってたかって改かい修しゆうしに来ましたのね？」

「どいつもこいつも人が負けたときの話を聞きに来るからメゲた──。まあ段々と冷静になって何が悪いかとか、そこら解るようになったけど」

　でもまあ今回の被ひ害がい者枠わくはハンターですわね、と自分は思って、テーブル上のアイスティーを頂いただく。

　そして今、ここで問うべきは、

「二学期にもなりましたし、十月末のヘクセンナハトに向けて、次のランカー戦を急ぎたいところですわ」

「確かにね」

　と言ったのは各務だ。

「黒の魔ま女じよと戦うのが十月末だとしても、それまでに他の対たい抗こう組そ織しきなどと連動や連れん携けいがある。更さらには各国、ヘクセンナハトに勝つか負けるか、そのどちらの未来にも対応出来るよう、根回しなどを始めなければいけない。

　勝負は、ランク２、ランク１と戦うにしても、今月内か、来月初しよ旬じゆんで決めなければ、他から横やりが入って制止させられるかもしれないね」

「多分、九月末あたりに学長がランカー戦の終了時期を明確にすると思うよ。

　今からハッキリさせると、そこ向けて調ちよう整せいしてド派は手でな戦せん闘とうするヤツがでてくるだろうけど、学長が見たいのは常の実力だろうしね」

「……ハンターの方、下位の挑ちよう戦せん者しやが来てますの？」

「あ、特とつ機き科かの方で来たのは、一昨日おとといの夜に特機科内で勝負つけたよ」

「早さつ速そくかね？」

　いやまあ、とハンターが苦く笑しようする。

「こっちのヘッジホッグを改かい修しゆうしたから、その試験も兼ねてね。屋内だったからマギノフレームは出してないけど、まあ廊下と大教室が壊こわれた壊れた。

　でも、こっちが健在だと解わかったろうから、すぐに下が突き上げてくるってのは無いんじゃないかなあ。それより──」

「？」

　ハンターが、こちらと各務かがみを交互に見た。

　そして彼女は、周囲を遠巻きに囲む魔女達を見回し、

「そっちがランク２になってくれれば、こっちは下位対応が楽になるんだけどね。元ランク２と組んで下をガード出来るから」
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　堀ほり之の内うちは、ハンターの言げんに対し、一いつ瞬しゆんの戸と惑まどいを得た。

「……どうしてそこまで、して下さいますの？」

「ぶっちゃけ、再戦しても全然構わないよ？」

　ハンターは、周囲を見回したまま、テーブル上のグラスを手にして言う。

「だけどヘッジホッグ級のフレームは、一回の戦闘での破は損そんした場合、その改修やら持ち直しやらに時間が掛かる」

「つまり──」

「アンタ達との勝負で全損するとは思ってなかったからね。これからまたアンタ達と勝負して、ランク２、１に仕掛けるとなると、時間が足りない」

「私達と勝負したことを後こう悔かいしてるかね？」

「どっちにしろ、そっちから仕掛けてきたろ？　先せん手て必勝で各務を先に潰つぶせていた分、あの選択は間違いじゃなかった。

　もしもそっちから仕掛けられていたら、二回戦目のブラジル沖おきからスタートするようなものさ。ボクが勝てる確かく率りつは、その方が低い」

　言われてみると、確かにそういう流れになっていたと思う。

　だから、とハンターは言った。呆あきれたような半目で、

「ブラジル沖で合流された時点で、こっちのアドバンテージは消しよう滅めつしてたんだよな──」

「何か言うことはあるかね？」

「フツー、大たい破は負ふ傷しようからホイホイ復帰しないだろ？」

「それはまあ、うちのデカ夫君が優ゆう秀しゆうなのでね」

　各務かがみが術じゆつ式しき陣じんから竜りゆう属ぞくの子を出す。何か状況の解わかっていない竜の子は、周囲をあたふたと見ているだけだ。だが対たい抗こうしてうちの朱雀すざくが肩上に出て、威い嚇かくするようにシャドームエタイを始めるが、これは何処どこまで聖せい獣じゆうなのだろうか。

　ともあれ、という空気で、ハンターが姿勢を戻す。

「ま、とりあえず二位とやるんだろ？」

「やらねばならんだろうね」

　そっかー、と言うハンターに、こちらは問うてみる。

「二位について、何か知ってますの？」
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　そーだなあ、とハンターは空を見上げて思った。

「……何か頼んでいい？」

「五時限目があるから、手が汚れるものは避け給たまえよ？」

「じゃあリブサンド行くかー」

　肉食ですのねえ、と呆あきれるように言う堀ほり之の内うちを余所よそに、術式陣を食堂内アプリケーションに接続して注ちゆう文もん。おお、季節のメニューが出てる。栗くりか。いらん。腹が減っているんだよ……！

「えーと、他、何かデザート系でそっちは頼む？」

「──そちらと同じものを頂いただきますわ」

「じゃあヒレカツサンドで」

「何処どこがデザートですの……!?」

「追い肉ってやつだよ」

　言って決定。勘かん定じようが術式陣に転送されてきたので各務に渡しておく。その上で、

「二位は何か他の国の外人でさ」

「貴女あなたも外人でしょう……？」

「あー、まあ、そういう感じで」

　……というかこっちから見ても異い国こくの人間は外人だよ……！

　神しん道とうの人間は日本基き準じゆんなのか、それとも身内化されてしまっているのか、なかなか謎なぞだ。

　とはいえ、こっちもこっちで情報を完全に把は握あくしている訳わけでは無い。

「二位の魔ま女じよについてだけど、──完全なシングルだよ」

「それは、聞いてますわね……」

　堀ほり之の内うちが、一つ頷うなずく。

　……この分だと、恐らく何も知らないのは各務かがみだけか。

　この情報交換は各務用、と考えるといいのかもしれない。堀之内宛あてには、彼女の知ち識しきの補ほ完かんといったところだろう。ならば、と言ったタイミングで、各務が問うてくる。

「完全なシングル、とは？」

「ボクみたいに国家の補助もないけど、莫ばく大だいな術じゆつ式しき力りよくのプールをもって戦うタイプ。超ちよう正統派かな」

「能力については？」

　問われたので、堀之内に視線を向ける。だが、巫女みこの方は、

「────」

　首を横に振られた。

　その反応に対し、成なる程ほどね、と思うのには理由がある。

「──こっちもそこまで解わかっていない。第二位の情報はほとんど表おもてに出てないんだ」

「どういう事かね？」

「たとえばボクのヘッジホッグに対して、堀之内はどこまで情報を持っていた？」

　それは、と堀之内が一いつ瞬しゆん言葉を詰める。だが彼女は、ややあってから、

「米べい軍ぐんのサポートを受け、極ごく厚あつ装そう甲こうと私に匹ひつ敵てきする狙そ撃げき能力を持つ、と。そして本人は、アメリカンカラテの使い手で、それを使用してくると。──そんなところですわ」

「上位ランカーは、誰だれかに負けてそのランクになったわけじゃ無くて、そこまでの成せい績せきで順位が決まったフシがあるからね。だから、上位同士ではあまりお互いの力について知ってる部分が少ない。そして、負けた魔女は、倒した上位ランカーの情報をあまり外には出さないんだ」

「再戦して、自分が倒すべき相手だからだね？」

　そう、と己おのれは頷うなずくだけだ。

「外に情報を漏もらせば、上に行った魔女は他の魔女達から集中攻こう撃げきされ、敗れるだろうさ。

　だけどそれは、こちらのランクを上げることにならない。

　なぜなら自分はそいつに負けているんだから、結局はそいつの下だ。

　逆に、倒したヤツが上に入ることになるから、自分のランクは下がってしまう」

「だからまあ、魔女達は、戦せん闘とうをなるべく目に見えないところで行いたがりますし、その勝負についても、内容は明らかにしたがりませんのよ」

「それもあってこのところの改かい修しゆう用質問攻めはキツかった──」

　あ、とハンターは言った。

「ボクなんかは、米国アメリカ側が情報公開して示じ威いに結びつけてるから、結けつ構こうバレてる方だよ。

　堀ほり之の内うちも、あまり隠かくしてないよね」

「私は、普通科の地位向上とか、生徒会長として対外的な面もありますもの。

　あとはまあ、私自身が、卑ひ怯きようと感じられることは好みませんので」

「というか、堀之内の場合、情報隠かくす意味が無いんじゃないかなあ……」

「どういうことですの？」

　問われて、視線をそらすように各務かがみを見ると、彼女もこちらに振り向いていた。

「ハンター君、体験した者として言ってやりたまえよ」

「うん……」

　一応、言っておく。

「……ステータスが攻こう撃げき全振りとか、情報を隠す意味一切ないだろ堀之内」

「……満まん子こはかなりの腕わん力りよく仕立てだからね」

「そ、速度だって結構ありますのよ!?」

「……いやそれ肩の上の変なクリーチャーのお陰だし」

「……なまじっか朱雀すざくが速度を保ほ証しようするので、攻撃に振ってしまえるわけだね？」

「ま、まあいいじゃありませんの。今はもうバレても構わない時期になってますし」

　と、堀之内が問うてきた。

「ええと、だとしたら一位は？　ハンターの方では解わかってますの？」

　二位を飛び越えて一位の話か。

　気が早い、と思いながらも、答えることは可能だ。何故なぜなら、

「──解らないんだコレが」

　そう。解らない。だから答えられる。つまりは、

「今まで二位の魔ま女じよが向かっていて敗れてランク外落ちしてるらしいんだけど、この十年不ふ動どう。負けた連れん中ちゆうは、皆、相手の正体について口をつぐんでる。今の二位も、以前の二位が不在になって、成せい績せきでそこに収まった感じだしね」

「……やはり秘ひ匿とくの流れですの？」

「でもまあ、聞こえる噂うわさによると、何かマスクで顔を隠した魔女で、圧あつ倒とう的らしいよ」

　言った台詞せりふに、自分達のみならず、周囲にいた魔女達も顔を見合わせる。

　皆がお互いを探るように見て、やがてポリネシア方面から来た呪じゆ術じゆつ系けい巨きよ大だい仮か面めんの魔女を見る。

　彼女は視線を浴びてから、慌あわてて両の手を立てて見せ、

「いや、私、普通科だし」

「だよね──！」

「呪じゆ術じゆつシャーマン系けいだと出足遅いから上位ランカーいないしね」

「地元だと全ぜん裸らなんでしょ!?」

　などと盛り上がっているのを見ると、魔ま女じよの世界って凄すごく深くて広くてどうしたもんか。

　ただ、該がい当とう者しやはここにはいないようだ。

　……特とく待たい科かのトップというか。特待科自体が結けつ構こうな機き密みつの塊かたまりだしなあ。

　既き存そんの魔女の形式に縛しばられない、どちらかというと個人力で魔女を名乗るようになったワンオフ連れん中ちゆうが彼女達だ。

　ワンオフの性質上、初しよ見けんの相手には滅めつ法ぽう強い。だが、その技術も、幾いく度どと無い戦せん闘とうをしていれば情報が漏もれてくる。

　そうなったら、組そ織しき的な対策を打てる方が強い。ワンオフである以上、その技術体系は個人のものだ。組織的な対策に対するカウンターも個人で立てねばならないとなると、再戦の結果は確かく率りつ的に見てほぼ敗はい北ぼくだろう。

　しかしそれで、ずっとトップを守っている者がいる。更さらには、

「──再戦を挑いどむ者達は、いないそうだよ？　一位に対してはね」

「完全屈くつ服ぷくですの？」

「それはボクにも解わからない。ただ、事実はそうなんだ。──そしてこれが、十年間における魔女達の世せ代だい交代の一つの指し針しんでもあると、米国アメリカは判はん断だんしている」

　つまり、という言葉の先を、各務かがみが言った。

「十年。学生をやめてもランカーであることを続ける魔女達が、ランカーを引いん退たいする契けい機き。

　その指針の一つが、〝一位に挑む〟であると、そう言うのだね？

　十年間。その実力の充実をもって尚なお、敗北と共に引退を悟さとらせる一位がいると」

　ならば、と各務が言葉を繫つなげた。

「ならば、その一位の相手に対しては、危険を察しておくべきであろうな」

「ああ、確かに──」

　と応じる己おのれは、そこからの言葉をふと飲んでいた。

　……これは──。

　危険だ、と思うより先に、左の下腕が軽く跳ねていた。そして、

「ヘッジホッグ召しよう喚かん……！」
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　各務は、盾たてを見た。

　全長五メートルのノーマルデバイス。形はこのところでよく見たもので、

「ヘッジホッグかね」

　だが、テラスへの上がり口を見たハンターからこちら、ヘッジホッグで視し界かいが塞ふさがれている。

　恐らくは、何かの契けい機きがあってこっちを守っているのだろうが、

「ハンター君、一体──」

「覗のぞこうとするなよ……！」

　叱しかられてしまった。ともあれどういうことかと堀ほり之の内うちを見れば、

「……各務かがみは流りゆう体たい関係の察さつ知ち能力とか、ありますの？」

「言っておくが、私の出しゆつ自じを忘れたのかね？　流体？　何ソレ？　という平和な世界だよ？　いきなり町まち中なかで〝殺気……!?〟とか叫んで三メートルくらい後じさったりしない」

「わ、悪かったな！　それだよ今のは……！」

「おお、流石さすがだねハンター君。それで誰だれが殺さつ気きを放ったのかね？　いや、興きよう味み本位で聞いてはならないと思うが、殺気とはどんな感じなのかね？　首くび筋すじあたりがチリチリきたりとか、視界が歪ゆがむとか、変なピロリ音が聞こえるとか、そういうものかね？　おっと、つい興味本位で聞いてしまった。──で、実際何してるのかね君は」

「各務……、ハンターも病気じゃなくて厚こう意いでしてるんですから……」

「そ、そのフォローが一番傷つくんだよ……！」

　と、ハンターが盾たての向こうに視線を投げた。

　見れば周囲の遠巻き達も、ハンターのヘッジホッグの向こうに目を向けている。

　だから、というように、ハンターがヘッジホッグの盾を持ち上げた。

　ハンター自身もフォームを召しよう還かんしていない。左手の動きに連動し、鎌かま首くびを上げるように動いた盾たて杭ぐいは、その砲ほう口こうを真まっ正しよう面めんに向けた形となる。

　こちらは、今度は傘かさのようになったヘッジホッグの下から前を見るだけだ。

　背後、遠巻きの魔ま女じよ達から声が漏もれる。

「やっぱり……」

　という言葉が聞こえるあたり、自分達と向き合う相手はそれなりの有名人なのだろう。

　正面。そこにいるのは、

「術じゆつ式しき科か三年。ランク二位」

　落ち着いたと言うよりも、凜りんとした響ひびきの声が聞こえた。

「メアリー・スーです」
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　堀之内は、相手を知っていた。

　……黒と白。

　衣い装しようは全体的に黒ばかりだ。制せい服ふくは上着ではなく、黒のサマーセーターを来て、スカート類も黒で締しめている。太ふと股ももの上まで来るソックスも、防ぼう御ご効果の紋もん章しようを編み込んだ黒の色。更さらには夏だというのに手て袋ぶくろも黒とくれば、

　……髪かみの白だけが、強く目立ちますわね。

　長身だけに、黒で整った全体が鋭く見える。その風ふう貌ぼうは、

「あれは──」

「知っているのかね堀ほり之の内うち君……！」

　ええ、と応じたときだ。テーブルの横に別の影が立った。それは食堂からのリブサンドとヒレカツサンドを持ってきた姿すがたで、盆ぼんから皿さらをサーブしながら、

「──彼女が術じゆつ式しき科かのエースで〝ヒットマン〟とも呼ばれる新しん鋭えい、メアリー・スー様です」

「光こう太た郎ろう……！　いつの間に！」

　光太郎が一いち礼れいして、アイスティーの交換を進めていく。彼は黙もく礼れいして、

「ここの学食には話をつけてありますので」

　バイトですの？　と思うが、問わないこととする。すると各務かがみが新しいグラスを受け取り、

「流石さすがだね光太郎君。それで向こうの彼女だが──」

　各務が言葉を告つげる先、メアリーと名乗った相手が踵かかとを揃そろえた。彼女は、明らかにこちらに顔を向け、しかし視線を合わさずに一礼した。

「堀之内さん」

　凜りんとした響ひびきが来る。
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「ランク三位昇格おめでとう御ご座ざいます。私への挑ちよう戦せん権けんを得たという事で、今回は先だって私の方から逆指し名めいをいたします」

　いつでも動けるように、こちらは両足の踵かかとを少し前に出して床につけておく。

　見ればハンターも、椅い子すに沈むように腰を落としている。

　各務かがみは平然と茶ちやを飲んでいるが、まあこれはそういう人なので。ただ、

「私達と、勝負を？」

　ふむ、と各務が頷うなずいた。

「ランク下に喧けん嘩かを売るとは、おかしな人がいたものだね」

「おい」

「いえ各務、人間、たまにそういうことをしてみたくなるものなのですわ」

「おいこら」

「成なる程ほど、堀ほり之の内うち君、やはりヘクセンナハトが近いとなると、判はん断だんが乱れるのだね？」

「おいこっち向いて話せって」

「テリヤキバーガーも頼むかねハンター君」

「超ちよう赦ゆるす」

　そういうことらしい。

　ただ、試すように〝達〟と言ってみたが、頭を下げたままのメアリーの表情はよく解わからない。というか無む駄だなしゃべりをしている間、頭下げっぱなしで誠まことに済まなく思いもした。

　ただ、声が聞こえた。

　メアリーだ。

「第一位と戦う前に、為なしておきたいことがあるのです」

　床に落ちて届いてきた彼女の声は、先ほどと口く調ちように変化はない。

「それは──」

　こちらが問うた先。メアリーが頭を上げる。

　薄く微笑していた。

　短い髪かみが一いつ瞬しゆん空に持ち上がり、流りゆう体たい光こうが彼女の周囲から散る。

　おそらく、防ぼう護ご系けいか身しん体たい強化の加か護ごを常時掛けているのだろう。

　メアリーはしかし、もう一度会え釈しやくで頭を下げると、

「では」

　こっちの質問には答えないと、そういうことだろう。

　踵きびすを返して後ろを向くと、そちらにいた魔ま女じよ達が道を空あけた。
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　……見事ですわね。

　メアリーの立たち居い振ふる舞まいと、周囲の魔ま女じよ達の身動きに、堀ほり之の内うちはこう思う。

　……領りよう分ぶんの理解が出来てますのね。

　彼女はランク二位だ。ここで彼女に勝負を挑いどみ、勝利すれば、その地位が手に入るのだ。

　強ごう引いんであれ何であれ、ヘクセンナハトが近い現在、こんな機き会かいを逃のがそうと思う者はいないだろう。だがしかし、

「魔女とは、つくづく技術職であり、その成果だね」

　去って行く後ろ姿すがたはもはや遠い。足早ではないが、確実に進んでいくメアリーの足取りを見ながら、各務かがみが呟つぶやいた。

「グラスの器うつわに対し、その出来もだが、工程を想そう像ぞうしない者がいない。

　更さらには、そこに場違いな酒を注つごうとも思わない。見事なプライドだ」

「言う言う」

　ハンターがヘッジホッグを解除した。宙ちゆうに、元の形からは想像出来ない量の流りゆう体たい光こうが散って、周囲の魔女達が小さく声を上げる。

「──で？　どーすんの？」

「そうですわねえ」

　こちらとしても、ランカー戦は望むところだ。だがその一方で、

「相手の能力や素す性じようなど、調べることは可能ですの？　光こう太た郎ろう」

「ええ、可能な限りは可能です。御お嬢じよう様さま」

「というか、堀之内は、ボクのこと調べたの？」

「調べる前に上から攻こう撃げきされましたわ」

「言っておくが防いだのは私だよ？」

　各務の自己主しゆ張ちようはどうしたものか。しかしハンターが、

「でもまあ、ボクのこと、調べてたとしたら、どうしてた？」

「それは──」

　と思し案あんしたこちらの視し界かいの中、ハンターと各務が向こうに回ってひそひそと、

「何を言ってるのかねハンター君、結局は全力で撃うつだけだよ」

「調べる意味あんのかな、それ……」

「ハ、ハイそこ！　人を砲ほう台だいか何かのように言わない！」

　でも実際そうでしたわねブラジル沖おき。
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　光太郎のそこからの動きは、少々急いだものとなった。

　上位ランカーからランカー戦を挑まれた場合、下位側に拒きよ否ひ権けんはない。いつでも何処どこでも勝負をふっかけられたら応じなければならないのだ。

　ゆえに可能であれば放ほう課か後ごまでにある程度の情報を有しておきたい。何しろ帰り道にいきなりメアリー・スーと名乗る彼女から襲しゆう撃げきされることだってあるのだから。

　だが、メアリーは術じゆつ式しき科かだ。

　術式科というと、古こ来らいからの魔ま女じよが多く学ぶ科だとされている。

　されている、というのは、技術的なものが備わってない者にとって、術式科とは古来からの魔女の技術を学びに行く場でもあるからだ。他科の生徒であっても、特別授業として術式科に行き、その図と書しよ室しつや授業でいろいろと学んでくる者も多い。

　……入学時、御お嬢じよう様さまも術式科に行くのが順じゆん当とうだったのですが。

　何しろ日本の神しん道とうの代表だ。魔女としてみた場合、一いつ派ぱの代表となる。

　しかし堀ほり之の内うちが普通科を選んだ理由も解わかる。

　母である充みつ代よが、四し法ほう印いん学がく院いんの母体となる学校で、普通科出身だったのだ。無む論ろん、当時はヘクセンナハト向けの専用校が日本にあった訳わけではないのだが。

　だが彼女の母はそこで他の強敵と言える魔女達と鎬しのぎを削けずり、お互いを預けられるだけの仲間を得た。そうなると、同じ普通科に行くというのは、魔女としての〝ジンクス〟だろう。

　学長である三さん賢けん者じやの一人、スリズィエも認めてくれた。

　そして今、各務かがみ、ハンターという仲間を得て、堀之内は絶ぜつ好こう調ちようなのだが、

「すみません……！」

　己おのれは、短期間で情報を得る方法を知っている。

　魔女達が集つどうところ、そこで情報収しゆう集しゆうをするのだ。つまり、

「堀之内家の侍じ女じよ部ぶ隊たい、御嬢様を助けるために情報をお願いしまあ──す!!」

　このDOGEZAはクールでしょう皆さん。
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　堀之内家の侍女部隊は、ぶっちゃけ一いち軍ぐん匹ひつ敵てきだと、班はん長ちよう役の侍女はそう思う。

　何しろ、四法印学院を卒そつ業ぎようし、ランカーを引いん退たいした魔女の五パーセントほどがここに就しゆう職しよくする。就職理由の大半は「帰るの面めん倒どうだから」なのだが、本心は多分に別にある筈はずだ。

　堀之内家は三賢者の一つ。神道の代表。そしてその娘むすめは実力者として育ち、更さらには、

「──基本、戦せん闘とう関係において〝過去は不ふ問もん〟というのが、私達の就職条件の最大であった筈ですが」

　堀之内家の屋や敷しき。品しな川がわに存在する自然公園の中、丘おか上うえに建った三階屋の邸てい宅たくだ。四法印学院を東とう京きよう湾わんごしに見えるここは、堀之内家の基き地ちでもある。

　今、その中央エントランスホールを清せい掃そうしていた自分達の目の前に、DOGEZAがある。

　執しつ事じ長ちようだ。

　正直。執事長の戦闘能力は低い。だが何よりも、

「御お嬢じよう様さまに仕えるその勢いは認めます。あと、私達のマクロ的適てき材ざい適所についても」

「そこをもう一つ、押してみませんか……！」

「ですが、コレ、戦せん闘とう関係ですよね」

　あー、とホールからの階段上で声がする。侍じ女じよの一人だ。長ちよう尺じやくの叩はたきを手にした彼女が、手すりに膝ひざで座ってこちらを見下ろしている。

「私、多分、去年に彼女とランカー戦やりましたよ？　それが多分、彼女の〝五十位以内〟なんじゃないかな。私、それで引いん退たいしましたけど」

「──静かにしなさい。情報を出すにも、条件があります」

　視線一つで、おおう、と彼女を下がらせて、こちらは言う。

　目の前、DOGEZAの頭が絨じゆう毯たんに沈んでいる。いいDOGEZAだ。

　そしてまあ、彼の焦あせりも解わかるのだ。ゆえに、

「いいですか？　──私達は、日々の仕事をし、御嬢様に多くの思いを委ゆだね、ただヘクセンナハトに関わりたいだけなのです、執しつ事じ長ちよう。

　私達が表おもてに出るとしたら、ヘクセンナハトの当日。U.A.H.ですら賄まかなえない戦せん場じようの隙すき間まや、奥おく様さまの守ったこの土地をやはり後代に継つがせるためだけのこと。

　──もはや過去の云うん々ぬんは、御嬢様への支し援えんとして預いただけているのです」

　大体、と自分は言った。

「二位の情報を今いま更さら知ったところで、どうなりますか執事長」

「御嬢様に解かい説せつを出来ます……！」

「それでは駄だ目めです」

　自分は片膝をつき、執事長の前に言葉を落とした。

「ちゃんと御嬢様に情報を伝え、理解をして頂いただくのです。貴方あなたが解説をしたところで私達は嬉うれしくも何ともありません。御嬢様が解説をしたときこそ、私達はこう言えるのです。

　──流石さすがです御嬢様！　そのためになら、情報を出しましょう」
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　……昼に結けつ構こう食ったな──。

　放ほう課か後ごの鐘かねを聞きながら、ハンターは特とつ機き科かの校こう舎しやを出て、ある場所に向かっていた。

　普通科寮りようだ。

　昼休み中。あのような事があったので、とりあえず作さく戦せん会議と行こうと、そんな話になっていたのだ。

　特機科校舎は四し法ほう印いん学がく院いんの西にある。普通科寮は南東なので、

「中なか庭にわ突っ切った方が早いね」

　という判はん断だんで急ぐ。

　普通科寮りようは、よく見ている。何しろ四し法ほう印いん学がく院いんの正門がある南面に位置しているので、沖おきの空から帰き還かんする事が多い自分にとっては〝何か綺き麗れいな建物〟だ。

　特とつ機き科か寮が、寮としては質しつ実じつ剛ごう健けんで、工場のような外がい装そうをしているからだろう。特機科の生徒達にとって、普通科寮の張り出し型になった上階部分などは、デザイン的に見て批ひ評ひようの対たい象しようとなるものだ。

　その多くは〝あの部分壊こわしたら一気に崩くずれるかな〟とか、そんな危険な内容でもあるが、ともあれそこに入れるというのは何となく面白い。人間、コネだねえ、と思いつつ、中なか庭にわの森を突っ切って、中央通りへと身を移す。

　ここからは南の環かん状じよう通りに行ってもいいか、とそう思ったときだ。

「お」

　見知った姿すがたが、左手、北側に見えた。

　つい先ほど、という感覚で知り合った人ひと影かげだ。

「おいおい……」

　黒くろ尽ずくめの長身。中庭の中央通りに立っているのは、

「メアリー・スー。何か用かい？　ボクに」
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　ハンターは、即そく座ざにノーマルデバイスを展開した。

　流りゆう体たい光こうに駆く動どう器き音をつけて、中なか庭にわの森の木々を音で揺らす。

　まだ木々の葉は夏の色。秋であれば葉が散るような震しん動どうだ。

　風が起き、髪かみが揺れ、

　……うわあ。

　まるで果たし合いだね、と思いながら、己おのれはこう問うていた。

「待ち構えてた？」

「何故なぜ、そう思います？」

「偶ぐう然ぜんにしては、過ぎるだろう」

「だったらそれで構いません」

　と、メアリーが動いた。

　……お。

　見えたのは、彼女が自然な動きで、近くの木枝にビニル袋ぶくろを引っかけた光こう景けいだ。だが、

　……速い……！

　急いだ動きではない。ただ、無む駄だがなく、長身故ゆえのリーチから来る速度があるのだ。明らかに歩数が少なかったが、それを不自然に見せないのはバランス感ゆえだろう。

　術じゆつ式しきの加か護ごや強化ではない。純じゆん粋すいな体たい術じゆつだ。

「あのさあ」

「何です？」

　通りの中央に戻ったメアリーに、純粋な疑問をぶつけてみた。

「いっつも、そう？」

「何がですか？」

　そうなんだー。

　コレはちょっとマズい。恐らく、コイツは、今の動作が相当なものだということを、自覚しているかもしれないが、不自然だと思っていない。

　よく考えたら食堂から立ち去るときも、ふと気づけば姿すがたが見えなくなっていたのだ。あのときこそ、こちらや周囲に気を遣つかって〝人並み〟に立ち回っていたと言うことか。

　ただまあ、

「やる気？」

「やるのはそちらでしょう」

「確かにね」

　自分はランク四位。向こうは二位。充分にランカー戦受じゆ諾だくの範囲内ではあるが、メアリーは三位の各務かがみや堀ほり之の内うちに勝負を挑いどんでいる。

　自分が突っかけるのは、イレギュラーだ。

　だが、ここで言っておくことがある。

「人に殺さつ気きぶつけといて、何も無しで帰る訳わけ？」

　昼のことと、今のことだ。

　この出会いが偶ぐう発はつだったかどうかは解わからないが、

「二度目だよね」

　今、明らかに、こちらへと殺気をぶつけられた。

「一度目は、各務に向けてだったけど、──ボクも範はん疇ちゆうに含めた、ってことかな」

「やる気ですか」

　挑ちよう発はつは意味が無い。そう言う口く調ちようと内容だ。だから自分は、

「やると言ったら──」

　どうする？　と問おうとした瞬しゆん間かんだ。メアリーが、先の言葉に繫つなげる口調でこう言った。

「──そのノーマルデバイスで、何を出来ると？」

「は？」

　と疑問すると同時に、手元に術じゆつ式しき陣じんが幾いく枚まいか出た。その内容は、

　……破は損そん確かく認にん!?

　そして振り仰あおいだ視し界かいの中で、己おのれは見た。

　ヘッジホッグの先せん端たん。衝しよう角かく部分と、流体杭エーテルパイルが、丸く抉えぐられて消えているのだ。
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　ハンターは、一いつ瞬しゆんで己のデバイスのスペックを想そう起きした。

　自分のノーマルデバイスは、その杭くい部分においてはマギノフレームの超ちよう装そう甲こうと同等硬度。衝角などの装甲も、厚さは違えど性質的にはマギノ時と同様なのだ。

　それがあっさりと抉られている。

　どのようにして、という疑問が浮かぶが、その答えは明確だ。自分の術式陣の中、使し役えき体たいのヘッジホッグが、デバイスを見て背の針はりを逆立てたのだ。

　驚いたらしい。だとすれば、

　……解らないってことか!!

　何をされたかは解るが、どうされたかは解らない。

　結けつ構こう危険な状況だというのは理解出来る。自分にとっての対応策が、今のところ不明な事も含めて、だ。だが、

　……まあ、それが解っただけでも充分大事か。

　思うと、ふと、妙みような感かん慨がいが出てきた。

　自分よりも上にいるランカーとしての力。それを目まの当たりにして、驚きや脅きよう威いを超えた感情が、胸の内に湧わいたのだ。つまりそれは、

「やるねえ」

　賞しよう賛さんだ。
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　聞こえた軽い口くち笛ぶえに、メアリーは怪け訝げんを感じた。

　……どういう反応です？

　少し、やりにくい。何故なぜなら、

「何ですか貴女あなた、折せつ角かくここで私が待ち構えていたというのに」

「……興きよう味み本位で聞くけど、もしボクが中なか庭にわ突っ切らないで環かん状じよう通り行ったらどーしてた？」

「位置関係は追えていますので、その場合は向こう、──南の端はしで先回りですね」

　成なる程ほど、と言ったハンターの目が、枝に掛けたビニル袋ぶくろを見た。

「買い出しに来て、その途と中ちゆうでボクを見つけて喧けん嘩か売りに来た、って感じか。

　確かに偶ぐう然ぜんでもあり、待ち構えてもいた感でもあるね」

　言うハンターの口く調ちように、やはりこちらは怪訝を続行する。

　……随ずい分ぶんと、落ち着いていますね。

「以前の貴女なら、反感を得て突っ掛かって来るかと思いましたが」

「ああ」

　得とく心しんしたように、ハンターが手を一つ打つ。

「それで、ボクを撃げき沈ちんして、あの二人を滾たぎらせようっていう話だったの？　ひょっとして」

　告げられた台詞せりふには、笑いがついてきた。それも、失笑ではなく、可笑おかしいと、そんな笑い声だった。はは、と特とつ機き科か代表は笑い、右手を肘ひじから挙あげ、

「じゃあ、やーめた」

「やめた？」

　ああそうさ、とハンターが肩をすくめる。

「ボクの武ぶ器き削けずった時点で、アンタの手の内は見えたよ。それで充分」

「何か、解わかったというのですか？」

「ボクが解らなくても、あの二人やボクのバックにいる仲間達が、よってたかって精せい査さするよ。ヘッジホッグだって記き憶おくはいいんだ」

　大体さあ、と彼女は口を横に開いて小さく笑う。

「──ボクはあの二人にランクを預けたんだ。アンタの餌えさになる積もりもないし、これ以上、することは無いね」

「……あれほど、黒の魔ま女じよの討とう伐ばつに躍やつ起きになっていた貴女が？」

「知ってるんだ」

　自分は頷うなずくだけだ。

　術じゆつ式しき科かは魔ま女じよの歴史と共にある学科で、そこに所しよ属ぞくする魔女達の多くは、突とつ出しゆつした攻こう撃げき力りよくを持っていない。何しろ中ちゆう世せいや、それ以前のまじない、ジンクスなどをまるで生き字じ引びきのように身につけてきたオールドスタイルが主なのだ。

　だが、薬物系けいや鉱こう物ぶつ系はもとより、環かん境きよう系、特に啓けい示じ系、占せん術じゆつ系の術式に関しては、他の追つい随ずいを許さない。

　ゆえに自分の仲間達は、魔術を用いて情報収しゆう集しゆうを行う。それは単たん一いつ術式のみならず、電でん算さん機きを焦しよう点てん具ぐとした情報の引き出しまでも兼ねる。

　道を教える術式があるように、恋人になる相手を教える術式があるように、特定の相手の経けい歴れきや感情を知るならば、やはり術式科だ。

　歴史とは情報の連れん綿めん。

　魔女の歴史にとって、人の情報など道ばたの小石を拾うに等しい。ならば、

「──その意味では、貴女あなたの変質には興きよう味みがあります」

「あまり言わせないでよ。自分でも、何か戸と惑まどってんだから」

「そうなのですか」

「そうだよ。だからまあ、そっちはそっちで──」

　と、ハンターがノーマルデバイスを解除した。

　流りゆう体たい光こうの散さん華げが、得ている情報よりも早い。恐らくは、前の戦せん闘とうで流体光の破は片へんを各務かがみ・鏡かがみに取り込まれたので、その対たい抗こうか。

　ランカーとしての己おのれを失っていないものとみる。ならば、

「────」

　自分は、自然にハンターの懐ふところへと身を行かせた。

　たった二歩だった。
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　有り得ないって……！

　ハンターは、正直引いた。

　自分とて、移動力としては足あし場ばの術式があり、スイングバイも使用する。だが、生なま身みの状態で身しん体たい強化の加か護ごを入れていたとしても、

　……助走無しで十六メートルを一歩半は無いって……！

　自分だと、恐らく二歩半。リーチの違いが如によ実じつに出ているが、それだけではない。明らかに身体強化加護がラインオーバーだ。日常で常用していいレベルではない。

　だが、と自分は思った。これがランク二位なのだ、と。

　前傾で跳び込んできたメアリーに対し、己おのれも急いでバックダッシュ。向こうが残り半歩を終えるよりも後ろに跳べば、距きよ離りは空あけられる。しかし、

「エグいね……！」

　不ふ意い打うちとはやってくれる。それも、ランク二位の実力者だろうに。

　だけど何でも有り得るのが魔ま女じよだ。元々は権けん力りよく者しやに異い端たんや忌き避ひされて来た存在なのだ。卑ひ怯きようも何もあったものか。甘かん受じゆせよ現実。

　……しかしコイツは……！

　自分が言うのも何だが、こちらと同じ匂においはある。

　解わかる。この相手は、戦せん闘とうを常とする生活を持っている。つまりは、

「戦闘系けいの家か系けいか組そ織しき所しよ属ぞくか!!」

　言った瞬しゆん間かん。脇わき腹ばらに冷たい感覚が走った。

　やられた、とは思わない。その感覚が、完全に肌はだに達してはいないからだ。やるじゃんボク。だからついでに、

「見えてるんだよ……！」

　相手が半歩を終え、次の一歩を踏む瞬間。空中からの一発を放つ。

　今、メアリーが右の手を引いたのは見えていた。

　……あの手先がヤバい！

　フレーム展開無しでも、術じゆつ式しきを行使することは可能だ。だとすれば、先ほど、ヘッジホッグの先せん端たんを削けずったのと、今、脇腹を冷やしたアレは同じだろうか。まあ違っても構わないけど。何故なぜなら、

　……そこ……！

　攻こう撃げきする。

　こちらは空中にいても、着ちやく地ちへの動きだ。

　向こうは一歩を踏むならば、その瞬間に動きが僅わずかながら止まる。

　放つ一発は踵かかと落おとし。これならバックステップからの着地の動きに繫つなげられるし、落らつ下かしていく重量を踵に乗せられる。

　狙ねらいは、こちらに突き込んでくる相手の手ではない。

　上。手首のあたりを狙って、

「────」

　ヒットした。

　相手の右手首を上から穿うがつ。そのつもりだったが、

　……お。

　右の振り下ろした腿もも。その裏に寒さむ気けが来て、

「……と！」

　ハンターは、相手の右手首に落とした踵かかとをフックにして、後ろへと一回転した。
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　メアリーは、感かん嘆たんした。

　……これがランク元三位……！

　こちらの突き込んだ右腕。その手首を踏んで、全身を後ろに飛ばした。それも一回転だ。

　近接系けいの魔ま女じよ達は、戦せん闘とう中に刃やいばの上に乗ることなども造ぞう作さなく行うと言うが、高速の遣やり取とりの中で、こちらの貫ぬき手てを足あし場ばに跳ぶとは。

　しかも、こっちの腕に打だ撃げきを与えた上で、

　……足場の術じゆつ式しき無しで跳びますか！

　ハンターが宙ちゆうで舞った。

　彼女の全身が描く一回転の軌き道どうは、焦あせりを感じさせないもの。後ろへ、遠くへと跳ぶため、膝ひざから下を強く振ってこちらのストライドの外へと身を回す。

　更さらには、落らつ下か状態の五体が既すでに身み構がまえており、こちらへのカウンターを狙ねらっている。

「見事！」

「アンタこそ……！」

　元三位の着ちやく地ちと同時に、こちらが届いた。

　突く。

　右肘ひじから先をまっすぐ前に発はつ射しやする。

　勢いについてこられなかったサマーセーターの袖そでが、手首から肘までを吐いた。右の黒い革かわ手て袋ぶくろの先せん端たんは、内側の爪つめを浮き立たせるほどに速度が乗り、

「────」

　ハンターが、下がりながらも身を前に倒した。

　立てた彼女の左肘が、こちらの突き込んだ右手を弾はじこうとして、

「……っ」

　迷ったように、ハンターが身を震わせた。

　そして彼女は一つの判はん断だんをした。

　こちらの右手を、腕で受けなかったのだ。

　彼女は弾いた。震え一つのタイムラグを利用して、こちらの手首の内側にガードの腕をぶつけてきた。

　……いい判断です！




　　　　　　　　　　●




　ハンターはミスをしなかった。

　相手の右手が、術じゆつ式しきの焦しよう点てんになっていると仮か定ていした場合、

　……コイツの右手を腕で受けるとヤバい！

　刃は物ものを腕でガードするようなものだ。

　否いな、相手の術式がどのようなものかは解わかっていないが、ともあれ危険だろ普通。だって、手で術式放つヤツはいるけど、手首から放つヤツいるか？　んン？　でも前に米国アメリカで戦ったアメリカンプロレスの魔ま女じよは、ラリアットで肘ひじの内側に切せつ断だん術式発生させてたなあ。いや「これはラリアットじゃなくてアックスボンバーよ！」とか言ってたけど解らないって。

　ゆえにこちらは、一いつ瞬しゆんの身の震わせと、姿勢を打だ撃げき系けいに組み直すタイムラグで、ガードのタイミングを調ちよう整せいした。

　バックステップ中だが、身体からだを前に倒す勢いで右肩に打撃力を乗せられる。

　相手の右手首を、左外に左腕のガードでパリィ。

　後は突っ込んでくる相手の胸中央に、……意い外がいとあるな……、右の拳こぶしをヒット。

　それでカウンターだ。

　だが、

「──っ」

　方針変へん更こう。

　カウンター駄だ目めだ。後ろ。攻こう撃げきを中断してバクステ。何故なぜなら──。

　……マズい！

　ランク二位の動きに危険を察さつ知ちし、自分は急ぎ、五体を後ろに弾はじいた。

　……間に合うか!?
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　二人の間に、二度目の快音が響ひびいた。

　ハンターの身体が大きく後ろに吹っ飛んだ。

　だが、それと同時に跳ねたものがある。

　メアリーの左手首が、ハンターに直ちよく蹴げりされて強く後ろへと弾かれていたのだ。

　キックを反動としたハンターが、再度の背面宙ちゆう返がえりの動きで、地面に手を突いた。中なか庭にわの中央通り、石いし畳だたみのモールドに指を引っかけて後ろへと大きく跳ぶ。姿勢を制せい御ぎよし直す。
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　……危な──！　何だ今の!?

　着ちやく地ちへの動きを取りながら、ハンターは焦あせりとも賞しよう賛さんともいえる声を内心で浮かべていた。

　今、確かに変な攻撃が来るところだった。

　突き、ではない。

　否いな。相手がこっちに発はつ射しやしてくるのは高速長ちよう尺じやくリーチの一発だった。

　とにかく手先が危ないので、まずは手首を外に弾はじいてやったのだ。そしてカウンターの一いち撃げきを右で叩たたき込もうともしたのだ。

　すると相手が、二つの行動を取った。

　一つは、こちらのカウンターに合わせ、メアリーが左手を発射したことだ。

　自分が放ったカウンターの右拳こぶし。その外から、顔面を狙ねらったものだった。

　こちらは、振った右上じよう腕わんが遮しや蔽へいになって、彼女の左手を見ることが出来ない。

　……つまり、右が囮おとりで、左が本ほん命めい！

　構わない。

　相手の左に対しては、前へと、瞬しゆん間かん的に身体からだを倒せばいい。そうすれば、相手が左手で狙う顔面は、その下に入ってかわせる。

　自分の攻こう撃げきはカウンターとして、メアリーの胸ではなく、鳩尾みぞおちに直ちよく撃げきするだろう。

　このとき、もはや自分の動きはバックステップではいられなくなる。上体を前にかなり倒すため、完全に前へと踏み込んだ一撃になるからだ。

　全身から体当たりするのに近い動作。

　それを敢かん行こうする覚かく悟ごを決め、踏み込もうとした。そのときだった。

　……おい。

　左腕に違い和わ感かんが来た。

　相手の右手を押しのけるようにした左の腕に、外からの力が失うせたのだ。

　これが、内側へと押し込まれるならばまだ解わかった。

　だが、メアリーの腕は、そうではなかった。下腕の内側、腱けんから力が抜け、ともすればこちらから離れようとしたのだ。

　これは何か。

　打だ撃げき系けいの己おのれは、体感で知っている。

　高速の打撃を放つとき、発射前の拳を握ってはいけないのだと。

　手や腕からは力を抜き、インパクトする箇か所しよから最も遠い部分、例えば肩や踏み込みの足先から順に力を入れ、加か速そくを乗せていく。そして最後に、全ての加速が乗った拳を握って、打撃とするのだ、と。

　ならば、ここで何故なぜ、メアリーは右腕の内側から力を抜いた。

　答えは一つだ。

　ガードの外から内側へと、瞬しゆん発ぱつ的に刈かろうとしたのだ。

　それがどういう攻撃になるかは解らない。しかし、

「──左が囮で、右が本命か！」

　この場合、左の突きは、こちらに前傾させ、踏み込ませることで、退たい路ろを断つ役やく目めを持つ。

　そして真の本ほん命めいは、

　……右の、〝刈かり〟……！

　判はん断だんは一つだった。自分で結果を試す馬ば鹿かはいない、と。

　ゆえに踏み込もうとした足を使った。相手が突き込んでくる左手の手首を、視し界かいに入れぬままで直ちよく蹴げりし、

　……間に合うか!!

　相手の刈る右手よりも先に後ろへと身をのけぞらせ、低く吹っ飛ぶ。

　跳んだ。
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　かわした、とハンターは確信した。

　一回転し、低い姿勢からの着ちやく地ちをする。

　しかしそこにメアリーが跳び込んできていた。

　速い。だがそれ以上に、

　……姿勢は!?

　こちらは相手の左腕をその背後側へと蹴り抜き、右手の〝刈り〟を回かい避ひしたのだ。

　相手の姿勢は、右手を内側に振って、左腕を後ろへと弾はじかれたものになっている筈はず。

　つまり、左へと軽く回った状態だろう。

　違った。

　ハンターの視界に見えたのは、メアリーの背だった。

　彼女は、身を泳がせるに任せ、回しているのだ。その姿勢から来るのは、トルネード状態からのバックハンドの右で、

　……コイツは……！

　もはや発はつ射しやされる右手は、突きでは無い。

　バックハンドの軌き道どうは完全な〝刈り〟型だ。

　三み日か月づきのような円えん弧こを描いて、斜め下からメアリーの右手が疾しつ走そうしてきた。

　来る。だがこちらは、

「ぅわ」

　左の視界に散る物があった。

　前まえ髪がみだ。先の一いち撃げきで断たれたものだろう。

　おいおいこの長さで揃そろえたらガキっぽさ炸さく裂れつだよ！　というくらい、根ね元もとに近い位置で幾いく房ふさかやられている。枝えだ毛げは無い。

　無む論ろん、それだけではない。

　右の脇わきも、左の腕も制せい服ふくが切断されていた。

　裂さけているのではない。元からそうであったかのように、割れているのだ。四し法ほう印いん学がく院いんの制服は、それなりの対術じゆつ式しき防ぼう護ご能力を持っているというのに、だ。

　……堀ほり之の内うちといい、コイツといい、何かステ振りと殺さつ意い判はん定てい間違ってないか……!?

　だけどキチガイをシメるのも警察の仕事だ。頑がん張ばれ米国アメリカ。

　ゆえに自分は、バックステップをやめた。下がりはするが、爪つま先さきを立てたすり足で、

「ハ」

　言ってやる。アメリカンカラテのアップライトで構え、

「来なよルーキー……！」
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　メアリーは、ここでハンターへの評ひよう価かを更さらに改めた。

　自分は、上位ランクと言っても、それまでの成せい績せきをベースにしてここに収まったものだ。お互い、下位との戦せん闘とうを幾いく度どか行ってはいるが、隣りん接せつランクとの戦闘は経けい験けんが無い。

　今、彼女は四位だが、実力的には劣るものではない。三位匹ひつ敵てき。そうして見た場合、

　……見事な瞬しゆん発ぱつ力りよくと軽さですね。

　先ほどもだが、こちらの身体からだを蹴けって攻こう防ぼう一体の回かい避ひを行う。それは彼女にとっても非常事態という動きなのだろうが、咄とつ嗟さにそれが出来る時点で上出来だ。

　そして今、身み構がまえられたと言うことは、

　……ふ。

　少し、嬉うれしさを感じた。

　当初の予定とは違い、流れも違うが、「やーめた」ではなくなったのだ。

　私の相手をしてくれる者がいる。そう思うと、少しの嬉しさから、少しが消えた。

　嬉しい。

　前に出た。腕を振った。弾はじかれて尚なお、逆の腕に動きを繫つなげて身を回しながら、

「……っ！」

　行った。
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　ハンターは己おのれの回転を速くした。

　……術じゆつ式しき！

　一いつ瞬しゆん息を吐いた時点で、足あし場ばの術じゆつ式しきと身しん体たい強化を己おのれの身に叩たたき込んだ。流りゆう体たい蓄ちく積せきのプールから瞬しゆん間かん的にノーマルフレームを呼び出すにも、戦せん闘とう続行中では隙すきが無い。ゆえに可能な限りの対たい処しよとして、〝素す〟での術式展開だが、

「おお……！」

　空から手てをやっていて良かった。

　間違いなく、この相手の攻こう撃げきは〝刈かり〟に本質がある。

　突きの時、恐らく手の先せん端たんから内側に切断系の術式が展開している。だが、突きが突とつ出しゆつし、内側に〝刈る〟ようになったとき、その切断面が手首から肘ひじにまで伸びるのだ。

　鎌かまだ。

　突いた瞬間より、抱くように刈り戻す方が威い力りよくが高い。

　何つー使いにくい術式だ。

　戻りの方が威力と当たり判定がデカいとか、何考えてんだ。

　だが、近接系けいの雄ゆうであるカラテカとしてみれば、この相手の技術にはやりにくさを感じる。

　何しろ、まともにガード出来ないのだ。

　突きは先端を迎げい撃げき出来ないし、〝刈る〟に至っては防ぼう護ごすら切断してくる。出来ることはと言えば、ガードで突きを横に弾はじくか、打だ撃げきで攻撃の根ね元もととなる手首や下腕を弾くしか無い。

　懐ふところに入ることは出来る。

　だが、その際に後ろから〝刈る〟が来たらおしまいだ。

　こちらは打撃を一発入れられるかどうかだというのに、己の身体からだは抱かれるようにして刻まれる。

　一発当たりの被ひ害がい率りつが段違いだ。

　更さらに、と己はここで言葉を付け加える。

　……コイツの動きが、また綺き麗れいで腹立つ……！

　長ちよう尺じやくのリーチを、機き械かいのように支点ごとに振り回してくるかと思えば、曲線的な挙きよ動どうをする。まるで全身を鞭むちにでもしているようだ。

　しかも突きのような直線的な攻撃すらも、よく見れば背後に腕を振りタメて、跳ね上げるように高速で放ってくる。

　足だ。

　踏み込みの足先から、捻ひねりの腰、そして肩を入れてからの腕の振りと、全てが連動している。それはこちらも同様なのだが、あの長いリーチで全身を完全に制せい御ぎよし、どのような挙動からも腕の攻撃に繫つなげられるとなると、洒落しやれにならない。

　人体の攻撃における加か速そく力りよくは、加速箇か所しよの数と、リーチを振り回す筋きん力りよくによる。関かん節せつ数は誰だれでも同じだから、後は関節を回す筋力の量と質だ。

　もしもメアリーが、そのリーチを持ちながら、先端速度をこちらと同じに出来るならば、その威い力りよくはリーチ差分だけ確実に上がる。

　そしてそれは、恐らく叶かなっている。

　速度はほぼ同等。

　自分は高速のステップで、打だ撃げきは、ああ、直線的だよカラテカだもんな。

　相手は高速の突とつ撃げきで、打撃は曲線の弧こを描く。

　激げき突とつする。

　外や真まっ正しよう面めんから自在に撃うち込まれる一いち撃げき必殺の刃やいばを、自分は迎げい撃げきしていった。下がり、高速で足裏にスキール音を立てながら宙ちゆうを足あし場ばとして自在に動き、

「──おい！」

　弾はじいた箇か所しよから流りゆう体たい光こうの火花が散った。

　向こうも、術じゆつ式しきを使用しているのだ。そして、自分と同じように、フレームを展開する隙すきを見失っているのだ。

　ちょっと嬉うれしい。こっちが追い詰まっている訳わけでは無いのだ。無む論ろん自分は、向こうの攻こう撃げきを完全に把は握あくしていないし、制せい服ふくだって切り裂さかれているのだが、

「ホントにエグいね……！」

　言ってやる。今いま更さらではあるが、

「そんなに、あの二人が気になるかい!?」
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　メアリーは、散る流体光の火花を浴びながら、嬉しさを感じた。

　この相手は、急ぎの、隙の無い戦いの中で術式まで展開してきたのだ。

　米国アメリカ代表。一般的な基き準じゆんで言えば、この世界における最大の軍事力の代表だ。それが今、自分を相手として見て戦せん闘とうをしている。

　素す敵てき。

　だからという訳では無いが、今のハンターの問いには答えようと思った。

「ええ」

　応じてやる。

「あの二人には、本気になって貰もらわなければならないのです」

「それでこんな喧けん嘩かとか、何考えてんだよ……！」

「解わかりませんか？」

　言うべきは、ただ一つだ。

「──味み方かたを持つなど、甘えに等しいことだと、そう言っているのです」

　告げた瞬しゆん間かんだ。ハンターが表情を変えた。

　はっとした目の見開きは、だが、すぐに眉まゆを立てて消され、

「──っ!!」

　ハンターが迎げい撃げきをやめた。

　こちらの正面で空中を蹴けり、背後に大きく跳んだのだ。

　……あれは──。

　彼女の挙きよ動どうもだが、表情における一いつ瞬しゆんの変化が気になった。まるで、こちらの一ひと言ことに対し、何か怒りのようなものを得たというのか。あの顔は、

「……っ」

　視し界かいの中、ハンターが足あし場ばを空中に三度作って、後ろに回転しながら跳ぶ。

　距きよ離りが空あいた。着ちやく地ちされる。身み構がまえられる。

　眉まゆを立てた顔が、歯を剝むいた。

「出しなノーマルフレーム！」

　刹せつ那なの駆く動どう音おんで、ハンターの全身が魔ま女じよの装しよう束ぞくを纏まとった。

　左腕に射しや出しゆつされた完成形の盾たて槍やりは、その先せん端たんを修復している。

　彼女はそれを構えて、

「ランク２になってやるのも悪くなさそうだね……！」
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　メアリーは、微笑した。

　……いい流りゆう体たい制せい御ぎよです。

　完全な本気。魔ま女じよの本気。怒りを感じる。何しろ、この世界、フロギストンハートを過か熱ねつさせる意い気きとは、感情なのだ。

　怒りが彼女を魔女にする。

　素す晴ばらしい。激げつ昂こうかな感情。怒れ怒れ怒れ世界が変わる。だけど、

　……だけど……！

　メアリーは、突とつ撃げきをしながら叫んだ。

「イーラ、召しよう喚かん！」
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　ハンターはそれを見た。

　メアリーのフレーム召喚だった。だが、

「は……!?」

　眼前、突撃してくる長身が纏ったのは、黒の装束だった。

　各部に三み日か月づきのような、しかし厚い立体を持った姿すがた。黒の帽ぼう子しと黒のマントには、赤い血管のような色が走っており、

　……処しよ刑けい者しや型……!!

〝死神〟型とも呼ばれる、死刑執しつ行こう人にんの戦種スタイルだ。

　出しゆつ自じは相当に古く、中ちゆう世せい。それこそ魔ま女じよ狩がり以前からのものだ。後には疫えき病びようや戦争のイメージにも繫つながった装しよう束ぞくは、米国アメリカ育ちのハンターも見たことが無い。

　そして右の手に持つのは、三重構こう造ぞうの鎌かまだ。一いつ瞬しゆんは銃じゆうにも見えるそれは、似た形状の長なが鎌かまが三つ並びで重なったもので、メアリーの長い腕を更さらに遠くまで届かせるようなシルエットを作り上げている。

　そこで全てが終わらなかった。

　彼女の背後に、あるものが見えているのだ。その手持ちのデバイスに似た姿。

　だが、遙かに巨きよ大だいで、天を突くような長鎌の円状配置は、

「マギノデバイス……!?」
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　マズい、とハンターは思った。

　ちょっとこの相手のビックリドッキリ度は何処どこかで最近体験した気がする。ああ、各務かがみだよあの馬ば鹿か。正常な人間にとって、ルールを平気で破る馬鹿には驚きよう愕がくの隙すきが生まれる。

　今がそうだ。

　……どういうこと!?

「マギノフレームの直接召しよう喚かん!?　フロギストンハートの過か熱ねつ法ほう則そくは!?」

「解わかりませんか？」

　メアリーが言う。
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「私は何時いつだって、本気なのですよ」

　……答えになってねえ──!!

　だが何となく通じてしまうのは、多分フロギストンハート関係なんだろうな、という事だ。

　とはいえ既すでに敵は距きよ離りを詰めている。向こうがノーマルからマギノという段階を無視したとは言え、こっちだって段階を踏めば一いつ瞬しゆんで召喚出来るのだ。だから姿勢を整えようとして、

「────」

　調ちよう息そくして、そこから一歩を後ろに下がろうとした己おのれは、それに気づいた。

　……背後の地面が──。

　抉えぐれている。

　幅一メートル。距離は遠く数百メートルはあるだろう。

　深さは五メートルから、遠くに至っては人工島の下にある海が見えている。

　何が起きたかは解る。

　……マギノフレームの攻こう撃げきか!!

　射しや程ていの関係か、恐らく〝当たらなかった〟のは、調息で間を空あけたからだ。すぐに下がっていたらアウトだった。

　やってくれる、と思った時には、もう正面にメアリーが来ていた。

　後ろに踏む大だい地ちを失い、こちらは、しかし、

「足あし場ば……！」

　踏もうとした瞬しゆん間かんだった。

　空から光が打だ撃げきしてきた。

　マギノフレームの副ふく砲ほうだ。それが自分と敵の間に落ち、

「……！」

　炸さく裂れつに、こちらの身が宙ちゆうに浮いた。
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　……逃がしません……！

　メアリーは、手を抜かなかった。

　ここが勝負の決め所だというのは解っている。

　己おのれの手を見せ、それで隙すきを作ったのだ。この隙は二度と得られない。ならば、

「……行きます！」

　副ふく砲ほうの一いち撃げきは綺き麗れいに誘ゆう導どう出来た。自分のマギノフレーム、イーラには、攻こう撃げき手段ゆえの不ふ得え手てがあるが、それは今ので無効化出来ている。衝しよう撃げきで相手は浮き、散る副砲の流りゆう体たい片へんによって新しん規きの術じゆつ式しきの成形が乱れ、足あし場ばの術式も定まっていない。しかし、

　……届け……！

　こちらとて、条件は同様だ。

　副砲は対マギノフレーム用。流体の大量の破は片へんが散る中では、自分の対たい人じん術式も乱れて定まらない。

　だが自分用ならばいける。

　ゆえに己は加か速そく術式を行使。勢いを消すこと無く相手に追いつき、至し近きんで刃やいばを叩たたき込む。

「マカブル！」

　術式陣じんに呼び出すのは自分の使し役えき体たいだ。死神型と言われるが、フードの中に見える黄おう光こうの目は感情豊かで結けつ構こう可愛かわいいと思う。だが今は、

「加か護ごを！」

　叫ぶと、使役体が鎌かまを振り構えた、刃に攻撃術式が仕込まれる。それも〝処しよ刑けい者しや〟の鎌としての刃が、だ。

　この流体の散る中でも、刃自体に加護を掛けるならば、鎌そのものが〝芯しん〟となるために構わない。遠くへと飛ばすことは出来ないが、生なま身み相手には必要以上の刃だろう。

　あとは高速で一撃を、

「届け……！」

　届いた。

　明らかな手て応ごたえが、衝しよう撃げきとなって手に伝わったのだ。
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　ハンターは、足場の術式の制せい御ぎよに入っていた。

　足裏はもう間に合わない。副砲の着ちやく弾だん方向がそちらだという理由もある。ならば、

　……手先……！

　手の平の面に足場術式を展開すれば、馬ば鹿かでも宙ちゆうを押し切れる。それに、必要最小限で済むため、流体の乱れも構わないだろう。

　だが、一つの懸け念ねんがあった。

　……速いし長いよ……！

　メアリーの速度とリーチが異常だ。

　よく考えたら懸念は二つだった。まあよくある。

　それがこちらに届くか、それとも回かい避ひが出来るか、

「おお……！」

　賭かけだ、と思った瞬しゆん間かんだ。

　自分と相手の間に、飛び込んできたものがある。

　一いつ瞬しゆん、盾たてに見えた。だが、よく観察すると剣だと解わかり、更さらには、

「各務かがみ……！」

　ノーマルフレームの各務が、メアリーの一いち撃げきを受けたのだ。
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「大だい丈じよう夫ぶかねハンター君！」

　叫んだ各務かがみは、相手の攻こう撃げきに奇き妙みようを感じた。

　こちらは刃やいばを受けた。その筈はずだった。

　衝しよう撃げきが有り、激げき突とつ音おんがあった。だが、相手を止めた、その筈だった。

　しかし、構えた大たい剣けんから伝わる感かん触しよくに、妙みような滑りがあったのだ。

　……これは──。

　肉の塊かたまりに包ほう丁ちようを入れ、引き切っていくのにも似た触しよつ感かん。差し込んだ刃を、肉がその弾だん力りよくで挟み圧となって止めようとする艶なまめかしさ。

　とはいえそれが、こちらの手て応ごたえとしてくるならば、

「各務・鏡かがみ……！」

　メアリーが、叫びと共にその三重鎌がまを上に振り抜いた。

　そして己おのれは気づいた。ノーマル状態であってもハンターの攻撃すら防ぐディカイオシュネの正面装そう甲こうが、

　……切断されている!?

　こちらからは見えないが、確かに装甲が割られた事による内圧の消しよう滅めつがある。

　術じゆつ式しき陣じんが出て、デカ夫が緊きん急きゆう事じ態たいを告げる。そこで教えて貰もらえるのは、刃の到とう達たつ具合だが、

　……これは──。

　メアリーの鎌自体は、確かに装甲で止まっていた。

　だが、鎌の刃から発される力が、ディカイオシュネを割っていたのだ。

　三さん条じよう。

　まるで爪つめ痕あとのような三さん撃げきが、逆袈け裟さ懸がけに左上に飛ぶ。

　もしもこの術式が、刃から発されていたのでは無く、射しや撃げきされていたならどうなるか。否いな、現在、ほとんどの魔ま女じよが、その力を射撃能力にも転化出来るのだ。ならば、

「運はこちら向きのようだメアリー君……！」

　叫んだ視し界かいは、それを見た。

　全力で一いち撃げきを放ち、身を回したメアリーの背が見えている。

　その姿すがたは、空に手を伸ばしていた。

　彼女の、鎌形の指が向く先にあるのは、巨きよ大だいな九連円えん状じよう配置で、まるで束たばねた管かん楽がつ器きのように見えるマギノデバイス。そしてそこから、求めに応じて放たれるのは、

「各務！　──副ふく砲ほうが来てる！」

「見れば解わかるよハンター君！」

　直ちよく撃げきした。
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　堀ほり之の内うちが、

「ハンターを迎えに行ってくると言って出て行きましたけど、また遅いですわね」

　と普通科寮りようの入り口から出た瞬しゆん間かんに見たのは、中なか庭にわに突き立った九連鎌がまのマギノデバイスだった。手にしていたカップ式のアイスコーヒーを思わず吹いてしまったが、

「な、何ですの一体!?」

『御お嬢じよう様さま！　あれがメアリー・スー様のマギノデバイスです！』

「知ってますの光こう太た郎ろう！」

「はい、実はですね……！」

　と、光太郎が言葉を続けようとしたときだ。

『おーい！　堀之内！　交こう戦せん中──!!　海──！』

　ハンターからの叫びが届いてきた。だから、

『あ、あの、御嬢様！』

「後です後！　現場、桟さん橋ばしに行きますわよ!!」
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　侍じ女じよの班はん長ちようは、警けい報ほうの音が響ひびき出した屋や敷しき内の中、床を殴なぐる執しつ事じ長ちようを見た。

　突とつ発ぱつ的なランカー戦の開始だったため、四し法ほう印いん学がく院いん内にいるU.A.H.J.も反応が遅れたらしい。明らかに後ご手てに回った状況判はん断だんと許可、退たい避ひ願いなどが流れ、麓ふもとの居きよ住じゆう地ちからも警報が響き出す。だがこちらとしては、

「もっと早くに動くべきでしたね執事長」

「くそ……！　御嬢様に解かい説せつがしたかった……！」

「執事長──。データですけど、直接御嬢様に送っていいですか──？」

「それはいけません……！」

　執事長が、勢いよく立ち上がった。既すでに彼は車のキーを指で回しながら、

「現場は桟橋です！　私はこれから急ぎますので、情報類は私宛あてに流して下さい！

　くれぐれも御嬢様に気け取どられぬように、お願いしますよ！」

「執事長」

　班長役の侍女が、眼鏡めがねをあげながら言った。

「貴方あなたのメンタル、どうなっているんですか」




　　　　　　　　　　●




　ハンターは、宙ちゆうを飛んでいた。

　……う、わ……！

　両腕の中、抱えているのはノーマルフレーム状態の各務かがみだ。

　各務が被ひ弾だんする瞬しゆん間かん、自分が後ろから抱えて右方向へと跳ちよう躍やくしたのだ。

　衝しよう撃げきは逸そらした、と思うが、完全に消せる訳わけもない。

　ならば今、自分達が吹っ飛んでいる場所は、

「東とう京きよう湾わんの東側かコレ……！」

　計測では、弾はじかれた初速がマッハ４を超えていた。一いつ瞬しゆんのブラックアウトから身しん体たい機き能のう調ちよう整せい加か護ごで復帰するまで、ちょっとあったため、視し界かいが戻った時には副ふく砲ほうの飛んできた方角から、南方向に飛ばされたのだと思った。

　違った。

　恐らく、各務も、ディカイオシュネを斜めに構えていたのだろう。副砲の直ちよく撃げきによって、自分達は今、東京湾を東南に吹っ飛ばされている。

　行く先は、遠く陽炎かげろうとして見えるが、

　……東京湾東沿岸の内、今は廃はい墟きよとなっている工業地ち帯たい！

「米国アメリカの調整加護は優ゆう秀しゆうなようだね……！」

　腕の中、抱えている各務が言った瞬間。海面をスキッドした。

　投げた石が水の上を跳ねるのと同じだ。水と言うよりも、粘ねばりのある壁に跳ちよう弾だんし、

「うわ！」

　身体からだが高速で縦たてに回転する。

　足あし場ば術じゆつ式しきを入れたいが、天地がめまぐるしく変わるので、逆に危険だ。東京湾の水深は浅いとはいえ、速度があるために水の質量はこちらへの大打だ撃げきとなる。更さらには、

「来た！」

　回転の中で見える空に、光の曲線が何本も見えた。

「さっきの副砲だ！」
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　桟さん橋ばしに飛び出した堀ほり之の内うちは、空に巨きよ大だいな黒の鎌かまが浮ふ上じようするのを見た。

　……これがランク二位のマギノデバイス……！

　鎌を束たばねて円状に配置した姿すがた。黒鎌は大小あり、大型一つに小型二つで一組。それらが三組で連なっている。

　浮上に応じ、重い鎖くさりが鳴るような音が響ひびいていた。滑かつ車しや上を鎖が滑るときの鳴音だ。

「これは、処しよ刑けいした人を吊つるす断罪の音……？」
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『班はん長ちよう！　御お嬢じよう様さまがポエムのような発言を……！』

『魔ま女じよにはよくある事です。貴女あなた達も在学中はやったでしょう。炎えん獄ごくとか黒くろ凍とう結けつとか』

『や、やめて下さいな班長！　それはとても私に効く攻こう撃げきです！』

『──というか執しつ事じ長ちようは？』
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「御嬢様！　こちらに退たい避ひして下さい！」

　堀ほり之の内うちは、桟さん橋ばしにスリップしながらのブレーキングを敢かん行こうした車を見た。赤の色には堀之内家の紋もん章しようが入っており、運転席から出た光こう太た郎ろうが手招きする。

「御嬢様、これは既すでにランカー戦となっています！　ここにいると危険です！」

「で、でも私とてランク三位で──」

「いえ、このランカー戦は四位のハンター様と二位のメアリー様が起こしているもの。各務かがみ様が跳び込みましたが、各務様のは乱らん入にゆう扱いで、よってこの勝敗は元々のお二人のランク変動にも影えい響きようないものとなる可能性があります！」

　だとすれば、と己おのれは思った。

「もし私が飛び込めば、メアリーと私達のランカー戦に置き換えられる可能性がある、と？」

「そうです。さらにその場合、御嬢様達が勝ったとしても、乱入からスタートなので、メアリー様は異い議ぎ申し立てを出来ます！　だから──」

　だから、

「メアリー様の狙ねらいが何であるか解わかりませんが、ここで御嬢様達のランカー戦となれば、メアリー様にとっては勝っても負けても有利！　御嬢様は出場されない方が得とく策さくかと」

「で、では、どうしますの？」

「はい！　こちらの車の中に退避して下さい！　流りゆう体たい隠いん蔽ぺいをレベル２で掛けてありますので、相手からの探知がされにくくなっています！」

「まあ、高価だったでしょうに、よくそんな費用をうちが出しましたわね!?」

「いえ、保険が適用されなくなりそうだったので自費です！」

　堀之内は、車をよく見た。

　フロントに堀之内家の紋章があるが、これはつまり、

「自分で塗と装そうしましたの？」

「何を言ってるんですか御嬢様！　ステッカーですよ！」

『監かん視し衛えい星せいから見てるけど、それ一般的に社しや畜ちくっていうのかな？』

『ハンター君、厳げん密みつに言うとその〝社〟は神社の〝社〟だよ？』

「ハ、ハイそこ！　私が今思ったことを立て続けに言わないっ！」

「ともあれ御お嬢じよう様さま！　さあ、早く退たい避ひを！」

　と、光こう太た郎ろうが指差した車に、上から降ってきた副ふく砲ほう弾だんが直ちよく撃げきした。

「うわあ──！　納のう車しや三日目なのに私の車が……!!」

　よく考えたら流りゆう体たい隠いん蔽ぺいがあっても、露ろ天てんでは目もく視し出来ますわよね。

　しかし、それよりも、

「各務かがみ……！」
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　海上は、連続する水みず柱ばしらの連なりとなっていた。

　吹っ飛ばされて自由のきかない魔ま女じよ二人は、しかし海面をスキッドしてランダムに軌き道どうが変わる。それを追うように叩たたき付けられる副砲の追つい尾び弾だんは、

「精せい密みつ追尾だからこそ何とかなるかな……！」

　対たい処しよしていたのはハンターだ。

　目もつ下か、勢いもだが、回転がついているために無む闇やみな挙きよ動どうが出来ない。故ゆえに、

　……足あし場ばの術じゆつ式しき……！

　自分の周囲に足場を何枚も作り、しかしそれを追つい随ずいさせない。置いていく。

　足場の術式は一定時間そこに残り、更さらにはこちらの反力を堪たえるものだ。出力としては結けつ構こう強く、もしも相手が流体検けん知ちで追尾弾を放っているなら、

「チャフになる筈はず……！」

　思おも惑わくは、すぐに結果として確かく認にん出来た。

　追尾弾が、こちらから離れて置いて行かれる足場の術式陣じんを穿うがち、食い始めたのだ。

　とはいえ、幾いくつかの追尾弾はやはりこちらへと叩き付けられてくる。更さらには、

　……来た……！

　米国アメリカの監かん視し衛えい星せいからのライブ映えい像ぞうを術式陣で確認すれば、浅く南から見た東とう京きよう湾わん上空にメアリーのマギノデバイスが浮ふ上じようしている。

「ハンター君！　星の速度で吹っ飛べないのかね？」

「悪い！　今、上に来てないんだ！　もう少し！」

「だが相手はそう待ってくれないようだぞ？」

　問われてみれば、それが来ていた。

　……マギノデバイス！

　メアリーの束たば鎌がま型のデバイスが、その九つの先せん端たんをこちらに向けていた。

　副砲は各鎌から放たれているが、

　……来る！

　マギノデバイスの飛ひ翔しよう速度は、それが地上戦を主体とする魔ま女じよの場合でもマッハ３を下ることがない。東とう京きよう湾わんの中央、四し法ほう印いん学がく院いんから沿岸のこちらまで十キロもないと考えると、追いつかれるのは一いつ瞬しゆんだろう。

　可能ならば、即そく座ざにマギノデバイスを呼び出して適切な距きよ離りを取りたいが、

「各務かがみ、回転が収まるまで──」

「ああ、気にしなくて大だい丈じよう夫ぶだよハンター君」

　言われた瞬しゆん間かん。いきなり各務に横から抱えられた。

「え？」

　世界は回っている。術じゆつ式しき陣じんはこちらの三さん半はん規き管かんや内ない臓ぞう系けいを中心に必死の調ちよう整せいを掛けている。見れば凄すごく内容の似た術式陣が各務の顔横にも有り、

「パ、パクったな……!?」

「模も倣ほうから独自の進化へ。日本人の美び徳とくだよハンター君。後ろを見たまえ」

　回転しているが故ゆえ、後ろは西方向としか言いようが無い。

　そちらにいたマギノデバイスが、後部に加か速そく光こうを散らしていた。

　来るのだ。

　あの主しゆ砲ほう。妙みような切断能力が何処どこまで届くかは解わからないが、

「意い外がいに近接重視のようだね。副ふく砲ほうの追つい尾びは甘いようだし、主砲もここまで来ないか？」

　言った瞬間。右手の海が割れた。

　一直線。遠とお間まだが、距離にして二キロほどの海面が叩たたき割られる。

　おお、と各務が言った。

「彼女、心が狭いようだね」

「ボクも今、狭くなっていいかい!?」

「後にとっておき給たまえよハンター君」

　と、背後から副砲が放たれた。先ほどまでの追尾式とは違う軌き道どうだ。あれは、

「誘ゆう導どう式しきになってる！　今ので測そつ距きよされたよ！」

　言ったなり、各務がディカイオシュネを振り回した。足あし下もと側に、まるで叩くように峰みねの部分を打ち付け、

「ハンター君、西海岸の生まれだったね？」

「ああ、そうだけど……」

　大体何をするか解ったので、一応、言うだけ言った。

「──各務は経けい験けんあるの？」

「任せ給え。──湘しよう南なんに出向いたとき、よく見ていたよ」

「さ、最悪だ……！」

　直後。背後から追いすがる弾だん幕まくを余所よそに、各務かがみが、下に打ち付けるように振ったディカイオシュネに足をつけた。

　全体は回転をしている。だが、長さ五メートルの大たい剣けんは水に激げき突とつし、スキッドしてもその向きを保ち、一いつ瞬しゆんだけ深く水に切り込んで全てを受け止めた。後はただ、

「先日、加か速そく系けいを作って置いて正解だったね」

　一気に、自分達は大剣をサーフボードに海面を切り裂さいて突っ走った。
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　ランカー戦。それも米国アメリカ代表のハンターが出場しているとの報を受けた米国U.A.H.F.は、監かん視し衛えい星せいのスイングバイ起き点てんが間に合わないことを悟さとると、厚あつ木ぎから所しよ属ぞくのF-23二機を緊きん急きゆう発進させた。

　魔ま女じよを出場させるとランカー戦への関かん与よを咎とがめられる。それゆえに、

『俺おれ達たち参さん上じよう──！　待ってろよ御お嬢じようちゃん！　役立たずが行くぜ！』

『男連れん中ちゆう、魔女が困るときには即そく参上と来たもんだ……！』

　エプロン上の二機は、両りよう翼よくの紋もん章しようをデジタル光学ペイントで防ぼう護ご式から加速式に書き替え、待たい機き時間もそこそこに離り陸りく。

　一機目が二機目を待つことなく、しかし両機、一瞬で音速を超えて空を突っ走る。

　HUDから展開する術じゆつ式しき陣じんで見れば、空は賑にぎやかだ。各地の魔女や組そ織しきの縄なわ張ばりとしての警備結けつ界かいが張られており、大おお手て組織の魔女達が通行する空路が、航こう空くう機きの航こう路ろスケジュールとともに見えてくる。だがそれらの内、衝しよう突とつ軌き道どうとなるものだけを避け、二機は急いだ。

　浦うら賀が水すい道どう沖おき、第七艦かん隊たいは自じ衛えい隊たいの横よこ須す賀か艦隊と連動し、全体の把は握あくに急いでいる。

　神しん道とう、堀ほり之の内うち家けも連動だ。

　その中央にいるのは、

『情報のほとんど無いランク二位ってのは、不ぶ気き味みだな……』

『俺達の方、第七艦隊の〝ソングカフェ〟のババアが、あらゆる通信網もうでランク二位には警けい告こくしてるってのにな。完全無視ときたもんだ。あれ、よほど肝きもが据すわってるぞ、ランク二位は。──何しろ、世界最大の戦力と、神道、そして魔女達の警告に耳を傾けねえんだから』

『状況だけ考えれば、イジメに近いスけどね。──学がく院いんは？』

『ランカー戦としての判はん断だんは推すい移いに任せ、要あれば介かい入にゆうします、だと』

　ハ、ともう一人が小さく言った。

『三さん賢けん者じやの一人、四し法ほう印いん・スリズィエ。ランカー制度が定かでは無かったとは言え、十年前のナンバー２は、かつての自分以下の上位ランカーに優しいんですかね』

『解わからねえ。──つーか見えたぞ！　術式視覚から十二秒で目もく視し出来る！』

　二機は左右に分かれた。

『近寄るな！　情報収しゆう集しゆうだ！　通過したら戻って、湾岸を大きく回って後は撮さつ影えい役に任せておけ！　月を撮とるより遣やり甲斐がいいあんだろ！』
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　ハンターは、振り回された。

　各務かがみがこちらを抱えながら、海面をディカイオシュネで滑かつ走そうするのだ。それは強ごう引いんなスラロームを含んだもので、

　……うおおおおお!?

「ははは、夏も終わるが今年一番の波だね……！」

　海面をスキッド。その下を副ふく砲ほうが着ちやく弾だんし、こちらを前に吹き飛ばす。更さらに飛んできた砲ほう撃げきが、こちらの着水を狙ねらっているが、

「ハンター君、左に足を振り給たまえ！」

　言われるがままにそうする。と、全体が一気に右下に傾き、着水と同時に右へのスラロームを敢かん行こう。行きすぎないように、こっちの足を逆に振ることでバランスを取った直後。左で海面が爆ばく発はつするが、もう既すでに知ったことじゃない。というか明らかに今、爪つま先さきが砲ほう弾だんカスった気がするが確かめる気も無い。

　今、空を二機のF-23が飛ひ翔しようしていくが、見る暇ひまも無かった。何しろ横の危険人物は、
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「いやあ、波乗りとはこうも潑はつ剌らつとしたものだったか！　海で夏になるとヘイヨーヘイヨーと興きようじている連れん中ちゆうを見て疑問に思っていたが、来年からは私も同類だねハンター君！」

　今年からだろう馬ば鹿か。というか間違いなく、今、爆ばく発はつよりも危険なものに抱えられているのは確かだ。しかし馬鹿は、抱えたこちらを快活な顔で見て、右に落ちた砲ほう撃げきをスリーシックスティで回かい避ひすると、水飛沫しぶきすら衝しよう撃げき波はで吹き飛ばし、

「行けるものだねハンター君！」

「飛べよ!?　そっちの方が楽だろ!?」

「上が空あいているのは、誘さそいだと思わないかね？」

　言われてみると、自分は先ほど、その誘いを体験したばかりだ。

　と、背後、連音が来た。副ふく砲ほうが連打を放ったのだ。しかし、

「おいおい、これ、斉せい射しやだぞ……！」

「安心し給たまえハンター君！　既すでに東とう京きよう湾わんの端はしだよ！」

　見れば、向こうには堤てい防ぼうが見えている。

　術じゆつ式しき陣じんの地図にも、東京湾の東沿岸に到とう達たつしつつあると示されているが、

「何で千ち葉ば県けんなのに東京湾なんだろ」

「知らないのかねハンター君！　この東京湾東沿岸は、かつて千葉県だったものが、東京に搾さく取しゆされてしまったのだよ！　何故なぜならアメリカから送られてきた知能の発達したネズミや野や獣じゆうどもを収める実験施設を作るためにね……！」

「マジで!?　東京、悪いヤツだな！」

「ああそうだとも、東京とネズミは悪い奴やつらだハンター君！　それで、一ついいかね？」

「え!?　まだ何かあるの!?」

　ああ、と各務かがみが笑えみを見せた。

「経けい験けん者しやに聞くが、コレ、どうやって止まるのかね？」
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　米べい軍ぐん側から「NAISHO DESU-GA KORE DOUZOU-」と怪あやしいローマ字メールで開かれた回線から、堀ほり之の内うちはそれを見ていた。

　全ぜん壊かいした赤い車の上、座りながら、カップのアイスコーヒーを飲みつつ確かく認にんするのは、

「ライブ中ちゆう継けいの中、あの二人、何を遊んで──」

　浅い南の視点から見ている二人が、サーフライドのまま堤防の斜面でジャンプ。海に面した廃はい墟きよ工場に激げき突とつし、そのまま貫かん通つうした。

　コーヒーを思わず吹いた堀之内は、ハンカチで口元を拭ふきながら、

「な、何してますのあの二人！」

「御お嬢じよう様さま！　廃墟ビル十七棟とう貫通は恐らく世界記録として認定出来ると思うので、ネットにこの情報を広めますか!?」

「違いますわ光こう太た郎ろう！　十九棟とう半ですのよ!?　情報は正確になさい！」

「流石さすがです御お嬢じよう様さま!!」
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　廃はい墟きよの中にも、物資はあるのだな、と各務かがみは思った。

　そこは、沿岸にある工場の輸ゆ送そうプラットフォームだった。恐らくは十年前、ヘクセンナハトの前に企き業ぎよう側が車両類を退たい避ひさせていたのだろう。自分達は巨きよ大だいな倉そう庫この中に並べられたトラックに激げき突とつし、なぎ払い、しかしそれをクッションに止まったというわけだ。

　ともあれ夏の波乗りは物ぶつ理り的に終了した。だが、砕くだけたトラックを背に、自分は今、ハンターとコンクリートの床に座って、

「ははは！　いやはや、危なかったねハンター君！」

「ああホント！　ホントに危なかったよね!?　ホントにホントにね……!?」

　語ご彙いが少なくなっているようだが頭は大だい丈じよう夫ぶだろうか。

　だが、一ひと息いきは入った。

「どうかねハンター君！」

　問うた先、ハンターは苦く笑しようでこちらを見た。

「いやあ、御ご免めん、思った以上に話の解わからないヤツだった！」

　成なる程ほど、とこちらは言わざるを得ない。ディカイオシュネを手に取り直し、

「ハンター君、君の戦せん闘とうは米国アメリカのバックアップありきだ。単体で勝負しようとしたのは、相手に流りゆう儀ぎを合わせたのだろうが、今後はやめた方がいい」

「こっちの流儀に合わせて勝った馬ば鹿かには何て言えばいいの」

「賞しよう賛さんしたまえよ」

　言って、立ち上がる。

　西側、自分達の突とつ入にゆうで開けた穴がある。そこから聞こえるのは、

　……米べい軍ぐんの戦せん闘とう機きの飛ひ翔しよう音おんか。

　相手のマギノデバイスは、近距きよ離り仕し様ようだとするならば、静音性も高いのだろう。忍しのび寄ってきて首を刈かる。そんなイメージを感じもする。だが、

「各務」

　と、横に立ったハンターが両腕を振って、フレームを解除した。

　元の、各所が裂さけた制せい服ふく姿すがたに彼女は戻る。それは周囲に流りゆう体たい光こうを散らしたもので、

「──これ、アンタに還かん元げんする」

　ああ、と自分は頷うなずいた。

　散る流体を、手をかざして己おのれのものとしながら、言うべきは一つだ。

　……感かん謝しやである。

　と、そう言おうとしたとき、ハンターが口くちの端はをあげてこう言った。

「感謝し給たまえよ」

　言われた。

　今、自分の術じゆつ式しき陣じんの中では、フロギストンハートが過か熱ねつしていた。

　その勢いが、今ので一気に跳ね上がる。故ゆえに己おのれは、

「無む論ろんである」

　言って、呟つぶやいた。身を前に出し、正面にある夏の終わりの陽よう光こうを切り取った破は砕さい口こうに向け、

「マギノフレーム、召しよう喚かん……！」
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　堀ほり之の内うちは桟さん橋ばしから人工島の沿岸を走っていた。

　行くのは西側。そちらに人工の丘が有り、

　……そこからでなければ、東沿岸の戦せん闘とうは見られませんわ……！

　今、人工島の各所にも警けい報ほうの術式陣がインフォメーションとして立っている。それらはランカー戦が始まったことを知らせるだけではなく、

　……先ほどのメアリーが放ったマギノデバイスの一いち撃げきで、人工島が割れましたのね？

　中央部から南側に掛けて、長い亀き裂れつが叩たたき込まれた。

　まだ南なん端たん側は繫つながっているが、潮しおの満ち引きで人工島は上下する。その際に掛かるストレスが大きければ、切断面から人工島が割れる可能性もあるのだ。

　空では、二機の戦せん闘とう機きが二周目の情報収しゆう集しゆうに入った。

　四し法ほう印いん学がく院いんからは、主に西の方から声や金きん属ぞく音が響ひびき出している。各所の補ほ修しゆうにかり出されることも多い特とつ機き科かの魔ま女じよ達が、人工島の修しゆう理りに出場しているのだ。

　ならばもう、後は皆に任せるしかない。こちらは急がねばならないが、

「フレーム召しよう喚かんしかありませんわね」

　あとは一応、

「光こう太た郎ろう！」

「仰おおせに」

　と、光太郎が車で併へい走そうしてきた。乗っているのは白い軽けい自動車だが、

「──代だい車しやがありましたの!?」

　覗のぞき込めば、助手席に侍じ女じよが一人乗っている。確か中ちゆう東とう出身の射しや撃げき系けい。彼女が軽く手を上げるのに会え釈しやくを返し、光太郎には言っておく。

「壊こわしたら駄だ目めですわよ？」

「心こころ得えております」

　では、と前置きして、自分は指し示じを出した。

「メアリーの情報取しゆ得とくと位置関係の捕ほ捉そくをなさい。特に射しや撃げき範囲や威い力りよくの確かく認にん。術じゆつ式しき側からの精せい査さを重要視なさいな。空からは米べい軍ぐんが、物ぶつ理り反応や速度などを計測している筈はず。

　お互いの情報は後で私達が突き合わせる事が出来ますから、相手の長所を想そう像ぞうし、補おぎなえるような情報を集めますの、いいですわね？」

　言っている間に、東で轟ごう音おんが聞こえた。

「御お嬢じよう様さま、あれは──」

　解わかっている。振り向かなくても、あの大おお鐘がねの連音は知っているのだ。

「各務かがみのマギノフレームが召しよう喚かんされましたのね……!?」

　言うと、光こう太た郎ろうより先に、助手席の魔ま女じよが叫んだ。

「御嬢様お見事ですぅ！」

　光太郎。握った拳こぶしを震わせながら振り返るほどの事ですの？
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　戦せん場じようは東とう京きよう湾わん上となった。

　巨きよ大だいな九連の鎌かまと、それに向き合うように浮ふ上じようした長ちよう大だいな剣が、お互いの側面を取り合うように空中をドリフトして旋せん回かいする。

　全長五百メートルの巨きよ影えいだ。速度は重く見えても実際は高速で、両者の各部先せん端たんからは大たい気きを切り裂さくことによって雲が生まれて流れていった。

　東京湾の奥おう部ぶ直ちよつ径けいは約二十キロ。五百メートル超過の魔ま法ほう杖じようが向き合い、距きよ離り十キロほどをとれば、もはやその動きは湾上を支配したと言っていい。

「おい」

　沿岸部。西の品しな川がわから南の横よこ浜はままで、人々は警けい報ほう音に水路を閉じ、各地の寺社にて地ち脈みやく防ぼう護ごを強化しながら言った。

「東京湾に、雲の壁が出来るぞ……！」

　旋回運動をする二つのマギノデバイスが、たったの二周で気き候こうを変えた。

　それまで、晴れた夏の終わりの午後だったというのに、今は積せき乱らん雲うんを横に裂き伸ばしたような雲の渦うずが出来ており、破れ千ち切ぎれたドームのようになりつつある。

　その中で、皆は流りゆう体たい光こうを散らしながら行く巨きよ大だいな武ぶ装そうを見上げ、音を聞いた。

　一つは、束たば鎌がまの黒いマギノデバイスが立てる、鎖くさりの走るような連音。

　もう一つは大たい剣けんの立てる、大鐘の群が生むような響ひびきだ。

　そして二つの嚙かみ合わない響きの中で、

「見ろ……！」

　それぞれが、副ふく砲ほうの発はつ射しや口こうを開いたのだ。

　これから戦せん闘とうが開始される。

　副ふく砲ほうで相手を固め、そして主しゆ砲ほうを撃うち込むのが魔ま女じよの常じよう道どうともいうべき戦闘法だと、この地ち域いきに住むものならば、皆が知っている。だから副砲の発はつ射しや口こうが開いたと言うことは、

「副砲の斉せい射しやが始まるぞ……！」

　と、誰だれかが叫んだ瞬しゆん間かんだ。

　いきなり大たい剣けんが、その刃やいばを全開して主砲をぶち込んだ。
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「あらあら、各務かがみさんったら、意い外がいに常道破りねえ」

　ですけど、と学長室の窓まど際ぎわに手をつき、東の空を見ながら、学長はこう言った。

「メアリーさんは結けつ構こう大変な人ですよ？　貴女あなたに負けず劣らずの、ね」
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　沿岸部に出ていたハンターは、急ぎ防ぼう護ご用にノーマルデバイスを構こう築ちくする準備を整えながら、今起きたことを視線の先で再確かく認にんしていた。

　マギノフレームにとって、十キロの距きよ離り差さなどたいしたものでは無い。

　何しろ全長が五百メートルもあるのだ。

　これを人間として考えた場合、お互いが約二十メートル程度の距離で撃うち合いをしていると、そういう事になるだろうか。

　つかず離れず、しかし手の届かない、いざとなったら逃げられる距離。だからこのような距離では副ふく砲ほうで相手の動きを牽けん制せいし、主しゆ砲ほうを撃ち込んでいく。だが、

「主砲いきなり撃つなよ……！」

　マギノデバイスとは言え、主砲はかなり出力を食うのだ。直後の加か速そくなどには支し障しようをきたす。何故なぜならマギノデバイスの主砲は対黒の魔ま女じよ用。月から降りてくる相手への先制攻こう撃げき用で、攻撃力優先の作りとなっているからだ。

　ランカー戦では主砲によって勝負が決まるケースがほとんどだが、それだけで勝てるほど甘くない。大体は回かい避ひや、覚かく悟ごした上での防ぼう御ぎよをされてしまうのだ。だが、

「……は？」

　自分は、視し界かいの中である異い変へんを見た。

　何も無いのだ。

　各務かがみが主砲を撃ち込み、その音も響ひびき、雲も大たい剣けんの背後では吹き飛んだというのに、

「消えた？」

　メアリーのマギノデバイスと各務のマギノデバイスの間に、何も無い。光も音も威い力りよくも、砲ほう弾だんの欠片かけらすら散っていなくて、更さらには、

「え？」

　明らかにおかしな事が生じている。

　位置だ。

　これまで両者の距離は十キロを空けていたはずなのに、

「何で一気に詰めてるんだよ、お互いが……！」
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　ハンターの視界の中、二つのマギノデバイスが近寄っている。

　おかしい。

　さっき各務の砲ほう撃げき前までは、距離十キロの間ま合あいがあったのだ。それなのに今は、

「五キロを切ってる……！」

　メアリー側が距きよ離りを詰めたのだと、そう言う事も出来れば良かった。だが、見れば各務かがみの方も位置を変えているのだ。

　……これは──。

　何が起きたのかを想そう像ぞうして、己おのれは息を詰めた。そして、

「各務！」

　空を行く戦せん闘とう機きに手を振り、各務の方を指さして自分は叫ぶ。

「──気をつけた方がいい！　〝違う〟よ！」
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　ハンターの声が届くより先に、各務は動いていた。

　……砲ほう撃げきが食われた!?

　相手の持つ力は、切断系けいかと、そう思っていた。だが、

「確かに〝違う〟ね、ハンター君……！」

　いつの間にか、メアリーのマギノデバイスが近づいている。否いな、

　……こちらも接近している!?

　距離を操そう作さされたとしか見えない状況だ。

　どのようにして？　という疑問は生じるが、しかしそれならば、

「成なる程ほど、常じよう道どうとは、そういうことのために用いるのかね」

　各務は、ノーマルデバイスのディカイオシュネを振り、相手へと向けた。

「副ふく砲ほう、斉せい射しやせよ……！」
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　各務は目の前の空中にディカイオシュネを浮ふ上じよう状態で寝かせた。ノーマルデバイスのこれを、マギノデバイスと連動させ、各所からの副砲斉射を操作するのだ。

　砲撃用の術じゆつ式しき陣じんを多数展開。副砲の射しや撃げきタイミングは触れる指にセッティング。そして軌き道どうも同じように腕の動作に合わせ、更さらにはデバイスの挙きよ動どうを視線に追つい随ずいさせた上で、

「──鳴らせ」

　鍵けん盤ばんを弾はじき、楽がく団だんを指し揮きするように各務はデバイスからの砲撃を放った。

　現状、ディカイオシュネの副砲は、目立って数が多いわけでは無い。だがその分、精せい密みつ誘ゆう導どうと追つい尾び能力には優れる設定となっている。これは、ベースとしたものが堀ほり之の内うちの朱あけ竜りん胆どうが持つ技術だからだろう。

　副砲とは言え、威い力りよくは抜群。速度もある。

　空を広く使え。誘導と追尾の斉射は、束たばになっては一発と同じとなるからだ。

　時間差、位置差、死角を狙ねらえるならばそうし給たまえよ威力の連打。

　魔ま女じよならば穿うがつのは呪じゆ文もんというものだろうか。

「射しや撃げき」

　言う。両手を振り、デバイスを回し、風と言うよりも大たい気きを震わせながら射撃、射撃射撃射撃。言うだけに力は発され、空を強力に飛び、しかし、

「届かないだと……!?」

　消える。メアリーのマギノデバイスの周辺で、不ふ意いに消しよう失しつするのだ。

　音も破は片へんも生じない。

　こちらの全ぜん弾だん、全ての打だ撃げきが、ありとあらゆる角度から襲おそう攻こう撃げきが、止められるでも無く散るでも無く、何もかもが無む駄だになって空中で消えていくだけだ。

　これは一体何なのか。相手の攻撃は切断と副ふく砲ほう。ならば防ぼう御ぎよとしては、

　……見えぬ防ぼう護ごが、そこにあるのか!?




　　　　　　　　　　●




　東とう京きよう湾わんの北岸に向かう光こう太た郎ろうは、その戦せん場じようを真横から見ていた。

　東に各務かがみ、西にメアリーという構こう図ずで、お互いが副砲を斉せい射しやし始めたのだ。

　距きよ離り五キロ。マギノデバイスにとっては、もはや接近戦に近い状況だ。

　撃うち合うお互いを結ぶ空中には、副砲の光こう条じようもだが、防護術じゆつ式しきの盾たても連続で生じ、快音と光が高速で散っていく。

　だがその防護と攻撃の遣やり取とりの内、一部が一方的だった。

　メアリーが、防護系けいの術式を展開していないのだ。

「ステゴロですか……!?」

　防御無しの打撃戦を望むというのは、被ひ虐ぎやく系、自じ傷しよう系の魔女にはよくある手だ。自分が傷つけば傷つくほどにそれを出力に転化し、一気に相手へと返す。そういう魔女達だ。

　だが、助手席にいる侍じ女じよがこう呟つぶやいた。

「見えないですよね──」

　だって、

「ホントに、見えないんですよ、アレ」

　彼女の言葉の真意を解わからぬまま、己おのれは空の攻こう防ぼうを見た。

　一方的にも見える各務の攻撃と防御がなされ、メアリーは攻撃に集中しているように見える。だが、

『光太郎！　メアリーのマギノデバイスが一切被ひ弾だんしてませんわ！』

「よく解りましたね御お嬢じよう様さま！」

　言って、助手席の侍女を見て、フフンと鼻を鳴らしてから現場復帰。彼女が班はん長ちように何か術式陣じんでメールを送っているが今は気にしないこととする。そして、

　……御お嬢じよう様さまの言う通りならば──。

　己おのれは望ぼう遠えん術じゆつ式しきで、それを見た。

　今、位置取りを改めるようにまた時計回りに東とう京きよう湾わんを旋せん回かいし出した二つのマギノデバイス。その内、黒の束たば鎌がま型の方は、一切の防ぼう護ごをしていないが、

「届いて、いない……？」

　各務かがみの副ふく砲ほうが、黒の鎌に届く前に、消失するのだ。

　音も、光も、欠片かけらも何も残らない。まるでそこで消しゴムでも掛けられたように、

「見えないですよね──」

　助手席側から声がした。

「アレで、完全に封じられたんですよ──、私。〝バルカンの火か薬やく庫こ〟って言われた機き甲こう系けい魔ま女じよの私が、ね。一切の連れん射しやも何も消されて食われて距きよ離り詰められて、ね」
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　各務は、副砲の連打が相手に対して何の意味も持っていないことを悟さとった。

　……これは──。

　打ち鳴らす連れん撃げきも、全て相手に届く前に消されてしまう。

　そして思い出すのは、最初の一発だ。ディカイオシュネの主しゆ砲ほうをぶち込んだというのに、

「あれも、これと同じか……！」

　主砲の一いち撃げきは、副砲と同じく消されたのだ。

　メアリーのマギノデバイスが持つ、見えぬ防ぼう御ぎよ力りよくによって、だ。そして、

『各務！』

　堀ほり之の内うちからの通信が来た。

『来ますわよ……！』

　言葉の通り、黒の鎌がこちらへと加か速そくした。

　来る。

　絶対的な防御の技を持ち、人工島すら割る切断力のマギノデバイスが、一直線に自分へと向かって飛び込んでくるのだ。
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　メアリーは、こう思った。こんなものですか、と。

　ランク四位と三位を破ってきた相手。聖せい騎き士し。それがどれだけのものかと思えば、

「私の力に何の対たい処しよも出来はしない……！」

　ならば終わりだと、そう思い、メアリーはマギノデバイス・イーラを加速した。

　恐れることは無い。向こうの攻撃はこちらに届かないのだ。一直線に突っ込めば、後はどうにでも出来るだろう。だから、

「行きましょう、マカブル！」

　肩上、死神の使し役えき体たいが頷うなずいた。

『……！』

　マカブルが鎌かまを前に振り、イーラが動いた。

　近接戦仕し様ようの古くさい処しよ刑けい者しや仕様のマギノデバイス。だが、自分の力と合わせれば誰だれも対たい処しよ出来ないのだ。ならば、

「沈みなさい、各務かがみ・鏡かがみ……！」

　正面に相手を捉とらえ、後は一直線だ。

　外さない。向こうに打つ手は無い。だからこのままで行ける。

　そう思った視し界かいの先。望ぼう遠えん術じゆつ式しきで捉とらえていた各務が、ある動きを取った。

　彼女の正面。こちらを突くように浮ふ上じようしているノーマルデバイスがある。

　副ふく砲ほうと、デバイスの制せい御ぎよのために用いられているものだ。

　だが彼女は、いきなりそれを、

「は？」

　各務の右足が、ノーマルデバイスをこちらに蹴けり飛ばしたのだ。

　あのノーマルは、マギノの挙きよ動どうを制御している。ならば、

「……っ!?」

　聖せい騎き士しの大たい剣けんが、瞬しゆん発ぱつ的な突とつ撃げきを放った。それもこちらに向けて、カウンターとなる一直線で、だ。
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「うわ、馬ば鹿か……！」

　という助手席の侍じ女じよの言葉に、光こう太た郎ろうは反応していた。

「各務様が間違える筈はずはありません！」

「あの、馬鹿ってのを否定してませんけど？」

　そこは確かに自分もちょっと思う。だけど、

「各務様は馬鹿ではありません。──別の何かです！」

　ああ、うん、と侍女が頷いたので良しとする。だが、各務の狙ねらいは明確だ。

　……〝試し〟ですか!?

　副砲は消された。主しゆ砲ほうも消された。

『ならばマギノデバイスならばどうなのだと、そういうことですわね各務！』

「慧けい眼がんです御お嬢じよう様さま！」

　叫んだなり、空で衝しよう突とつが生じた。

　二つの巨きよ大だいな建けん造ぞう物ぶつが、ほぼ真っ正面からの激げき突とつコースで距きよ離りを詰めたのだ。

「当たりましたか!?」




　　　　　　　　　　●




　光こう太た郎ろうの通信からの叫びに、ノーマルフレームで東とう京きよう湾わんを北回りに東へと飛んでいた堀ほり之の内うちは、一つの答えを見た。

　空。見上げなければいけないような高い位置で、それが生じていた。

　二つのマギノデバイスの激突だ。

　大おお鐘がねの音と、鉄てつ鎖さの響ひびきと。こちらに各務かがみのディカナンタラがあり、向こうにメアリーのマギノデバイスがある。両者は正面から当たったように見え、

　……各務のデバイスが、食い込みましたの!?

　明らかに正面衝しよう突とつにしては、両者の角度がおかしい。斜め刺ざしだ。

　そして轟ごう音おんをつけ、大たい剣けんが前へと一気に加か速そくした。

　まるで刃やいばを突き込み、相手を一いち撃げきに突き通すように、だ。それを見上げる自分は、

「通しましたのね……!?」

『違う！』

　声は、顔横に展開した術じゆつ式しき陣じんからだった。

　東京湾の東側、東南側にいるハンターだ。

　今、術式陣には、彼女が見ている光こう景けいが映っている。

　空。そこにあるのは、

「あ……」

　目を疑う光景が、そこにあった。

　……どういうことですの!?

　激突した二つのマギノデバイスの内、黒の束たば鎌がまは無む傷きずな一方、各務の大剣は、

「正面装そう甲こうを斜め打ちに全損してるじゃありませんの……!?」
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　ハンターにとっても、それは訳わけの解わからない状況だった。

　各務のデカナンタラが突とつ撃げきをカウンターで掛けた。それは解っている。

　だが、一いつ瞬しゆん。

　……各務が避けた？

　何かを察さつ知ちしたのだろう。急ぎ、大剣の切きっ先さきが鎌との正面衝突を避けたのだ。

　直後。それが生じた。

　各務のマギノデバイスの正面中央から右う舷げんに掛けて、刃の右側が斜めに抉えぐれたのだ。

　スプーンで搔かくような、という動きに見えたが、状況がおかしかった。何故なぜなら、

「破は片へんも、流りゆう体たい光こうも何も無かったよ……!?」

　これは、一体何なのか。

　思った言葉を、ハンターは叫んだ。

　敵の攻こう撃げきは、切断や、砲ほう撃げきでは無い。

「……消しよう滅めつだよ、これは！」

『各務かがみ！』

　空の動きを近くで見ているのか、堀ほり之の内うちが叫んだ。

『早く離れなさい！』

　そうだ。激げき突とつは失敗し、今、デカナンタラは大きく抉えぐられていっているのだ。早く離り脱だつして、体勢を整えるべきだろう。だが、空では大たい剣けんの加か速そく器きが光を放つ一方、

『各務!?』

　何の動きも返答も無いことに、堀之内がもう一度叫んだ。これは、

　……各務が、抵てい抗こうに集中してるんだ。

　どういう理由かは解わからないが、離脱が出来ない。メアリーのマギノデバイスに抉られながら、まるで首を絞しめられているように、身を剝はがすことが出来なくなっているのだ。

　ならば、とハンターは思った。自分には思い至ることがあるのだ。それは、

「各務！　言う通りに動いて！」

　アドバイスは、これしかない。

「相手の懐ふところに飛び込むように加か速そくして……！」
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　ハンターの叫びに、堀之内は宙ちゆうを疾しつ走そうしながら空を見た。

　そして、

「各務……！」

　映えい像ぞうの中、接面部から刻こく一いつ刻こくと抉られていく各務の大剣が、風の舞う中で身じろぎ、

　……動いて！

　思った瞬しゆん間かん。一つの音が響ひびいた。

　大おお鐘がねの低音だ。それは一つから始まり、二つ、三つと来て、ディカナンタラの後部加速器に光が強くなった瞬間。

　……あ。

　何をするか気づいたので、己おのれは声を上げた。

「やりなさいな各務！」

　瞬間。大剣型のマギノデバイスが、その後部加速器を全開した。

　それだけではない。

　柄つか頭がしらに似た弾だん体たい成形部が一いつ瞬しゆんで開放。あとは加か速そく器きが光を放ち、

「砲ほう撃げき……！」

　主しゆ砲ほうは、装そう甲こうと共に抉えぐられている。だが、加速器は生きている。ならば、

「空くう砲ほうの威い力りよくを後ろから放てば、加速の後押しになりますわ……！」
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　鐘かねの音ねを鳴らし、大たい剣けんが鎌かまの縛いましめを逃のがれた。

　鎌が高速で振り返る空の中、刃やいばの大部分を抉られた剣は、しかし戦せん闘とうの意い欲よくを失っていなかった。

　お互いは高速で位置を取り直そうと旋せん回かいを行い、空に新しい雲の棚たな引びきを生んだ。

　そして鳴めい動どうの中心で、一つの言葉が生まれた。

　死神だ。

　黒の、佇たたずむような魔ま女じよ装しよう束ぞくに身を包んだメアリーが、自分も振り向きながら、また、己おのれに向けて振り向こうとする各務かがみに対し、こう言ったのだ。

「浅かったですか」

　そう告げて、更さらに彼女は、台詞せりふを繫つなげた。

「ですが、こんなものでは、まだ皆の恨うらみは晴れませんよ」
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　は？　と首を傾かしげたのは、東部側の廃はい墟きよビルの上に着ちやく地ちした堀ほり之の内うちだった。

　ここは東とう京きよう湾わんを西に見渡せる場所。ハンターが左手の沿えん岸がん部ぶ、二キロほど離れた位置にいるのも捕ほ捉そく出来ている。

　空には二つのマギノデバイスが見えているが、

　……今から位置を変えても、もう全体の流れに追いつきませんわね。

　何かするならば、ここからだと、そう思いながら、自分は今の疑問を問う。

　先ほど、メアリーの告げた台詞。空から届いた内容は、

「……皆の恨み？　どういうことですの？」

　各務、と呼びかけたときだった。

　通信に、一つの声が乗った。

　ハンターでも、光こう太た郎ろうでも、学長でもない声。しかし聞こえたのは、言葉とはなっていない響ひびきだった。ただ息を吸い、

『────』

　詰まる。

　……え？

　各務かがみが、言葉を詰めることなど、今まであっただろうか。

「各務!?」

　……どういうことなんですの？

　何が今、メアリーから各務に提てい示じされたのか。

　各務を焦あせらせるような言葉、

　……皆の恨うらみって……。

　それは一体どういうことか。思し考こうが一いつ瞬しゆん走り、ある事実に行き着いた。

　各務・鏡かがみという人間は、この世界の住人では無かったのだと。ならば、

「各務!?」

　何か不安を払いたくて叫んだ空に、大だい音おんが一つ鳴った。

　処しよ刑けい人にんの鉄てつ鎖さが、振り向きを終え、瞬しゆん発ぱつしたのだ。

　……速い!?

　まるで、相手へと飛びかかるような加か速そくだった。そして鎌かまの行く先は、

「迎げい撃げきなさい各務！」
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　堀ほり之の内うちは、それを見ていた。

　各務のマギノデバイスが、黒の束たば鎌がまに振り向きながら副ふく砲ほう撃げきを連れん射しやするのを、だ。

　だが、全ての攻こう撃げきはかき消された。ハンター戦で有用された精せい密みつな誘ゆう導どう射しや撃げきは、黒の鎌に届くまでに悉ことごとくが消しよう滅めつさせられ、

「いいですか」

　空から、声が聞こえた。

　メアリーだ。彼女は、一気に各務へと距きよ離りを詰めながら、一つの台詞せりふを放った。

　先ほど、自分が懸け念ねんに思ったこと。各務の出しゆつ自じにも関わる声は、

「──異世界からの転入生が、既すでにいたとは考えなかったのですか？」
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　各務は、振り返りながらディカイオシュネに後退を命じた。

　……先ほどの砲撃で、出力が落ちているか……！

　主しゆ砲ほうを抉えぐられた。修復は掛けているが、間に合うかどうか。撃うつことよりも、今はそこから流りゆう体たいが零こぼれていくのが惜しい。だから少しでも時間を稼かせぐため、後退の振り返りとしながら、

「異世界と言ったな？　まさか──」

「はい」

　距きよ離りを明らかに詰めながら、メアリーが言った。

「円えん層そう世界と呼ばれる、この星によく似た私の故こ郷きよう。そこでは破は滅めつのカーテンと呼ばれる具ぐ象しようの終わりを止めようと、神に立ち向かう軍ぐん隊たいが存在していました」




　　　　　　　　　　●




　ハンターは、メアリーの説明に、一度自分の頭を横から叩たたいた。そして、

「ファンタジー？」

『そ、そういう出しゆつ自じの者だって、欧おう州しゆう系けいにはいますのよ？』

　でも神に立ち向かう軍隊とかなあ。

「キチガイ？」

『え、ええと、私達もキチガイの仲間となりますのよ!?』

　しかし、空からの声は笑った。下がる各務かがみに対し、這はうように、しかし速度を上げて距離を詰めて行きながら、

「終末の最中、しかし一人の莫ばく大だいな魔ま力りよくを持った者が現れたのですよ。それが後に准じゆん将しようにまで昇しよう格かくする──」

　名前を聞いた。

「各務・鏡かがみ。貴女あなたでした。私の故郷では姓せいが二文字なので〝カガ・ミカガミ〟と名乗っていましたね」
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「そういうことです」

　学長は、応接テーブルの上に、一つの花を咲かせた鉢はちを置きながら言葉を作る。

「各務さんが最初の一例ではありません。──だから受け入れもスムーズだったのですよ。

　貴き重ちような前例として、優ゆう秀しゆうな生徒がいてくれたおかげで、ね」

　この鉢の花は、彼女が以前、褒ほめてくれたもの。

「地元に、似たような流りゆう体たいの光を散らす花があったそうですね」

　でも、

「──恐らくは、黒の魔ま女じよの別の姿すがたである〝神〟に、滅ぼされたのでしょうけど」
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　そういうことか、と各務は得とく心しんした。

　自分は、これまでに幾いくつもの世界の滅びを見てきた。

　メアリーと名乗る彼女が言うのは、今いるここの、一つ前の世界だ。あれは、

「確かに、円状の世界が、層そうになって一つの巨きよ大だいな〝世界柱ちゆう〟を作っていたな」

　共通のイメージが記き憶おくにある。

「じゃあ、やはり君は──」

　問うた先。黒の装しよう束ぞくが俯うつむいた姿すがたで答えた。もはや間ま近ぢか、二度目の激げき突とつの間ま合あいとなりながら、

「──メアの氏し族ぞくの戦せん士し、リース。憶おぼえていませんか、いえ、憶えていないでしょうね」
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『ファンタジー度が……、堂々と上がった、よ……』

『あ、貴女あなただって色々な要素盛りだくさんじゃないですの……！』

『御お嬢じよう様さま！　御嬢様も負けてませんよ！』
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　名乗りはあげた。

「は」

　今まで長く表おもてに出来なかったこと。それを、こんな相手にここで告げられるとは。

「そう、憶えていないでしょうね」

　何故なぜなら、と彼女は言葉を間に置いた。

「何故なら貴女は、世界の滅びる前に、戦わずして逃げたのですから……！」
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「待て！」

　メアリーは、各務かがみを見た。もはや手が届きそうな距きよ離りにまで見えた大たい剣けんの上、そこにいる彼女は、こちらに右の平手を突き出しながら、

「教えてくれ！　あの世界は、滅び、どうなったのだ!?」

　……何を今いま更さら……。

　怒りが浮かぶと、そう頭は思っていた。

　だが、心は逆だった。

　冷えた。

　素す敵てきだ。

　激げつ昂こうして、感情を爆ばく発はつさせるかと、そんなことを予想していたのだ。

　夏休み前、ランク四位がこの東とう京きよう湾わんの北に落ちたとき。そしてランク三位との戦せん闘とうが早朝に学校内で辿たど々たどしくも追って中ちゆう継けいされていたとき、こう思っていたのだ。

　……私の恨うらみを、ぶつけられにやってきたんですね、と。

　怒りだ。憤いきどおりと、やるせなさと、鬱うつ屈くつを、全て内包して尚なお外へと叩たたき付けようとする感情。

　それをぶつけられるならば、自分は自分の怒りに散り散りになってしまうのではないかと。

　しかし違った。

「全く……」

　全身が軽く震えているのが解わかる。体温が下がっているのが解る。視線も少し定まらない。熱ねつ中ちゆう症しようじゃないです。水はちゃんと飲んでますし。でも、ああ、こんな余よ計けいなことを考えているのも、

　……今の自分を誤ご魔ま化かしたいからなのでしょう。

　解っている。今、怒る自分を、正しいのだからと正当化して、怒りを肯こう定ていしようとしているのだ。そして自分の正しさ故ゆえに、醜みにくい部分を出してもいいと、そんな勘かん違ちがいも認めてしまおうとしているのだ。

　気づけば、顔が歪ゆがんでいた。

「あの世界、ですか」

　〝あの〟じゃないです。

「私達の世界です」

　故こ郷きようとも言えるものが、どうなったか、自分はそれを見たのだ。それだけではなく、

「私に全てを預け、消えましたよ！　貴女あなたに憧あこがれ、魔ま力りよくのプール技術を獲かく得とくした私に、全世界の魔力を預けて、私以外の何もかもがね……！」

　言って、メアリーは己おのれを許した。

　正面、そこにある大たい剣けんと各務かがみに向けて、

「……っ！」

　突とつ撃げきからの主しゆ砲ほう撃げきを放った。
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　各務は、僅わずかな時間の呆ぼう然ぜんを得た。

　……消えた？

　否いな、妹の作った世界が滅びていったのは、事実なのだ。自分はそれよりも前に、確かにメアリーが言う通り、その世界を脱だつ出しゆつすることになったのだが、

「待て……！」

　言わねばならないことがある。だが、

　……遅いか!?

　メアリーのマギノデバイスが、その後部の鎌かま部分を一いつ斉せいに展開していた。

　見えていないが、今、明らかに何かを撃うったのだ。

　不ふ可か視しの一いち撃げきに対し、どうするか。

　大振りの回かい避ひをしたところで、また同じ状況になるだけだ。だが、今、有利は明らかに向こうにあり、下手へたに距きよ離りを詰めようとすれば、先ほどと同じように捉とらえられることになる。

　ならばどうする、と思った心に、応じる声があった。

『各務かがみ！』

　正面に、術じゆつ式しき陣じんが出た。堀ほり之の内うちだ。

　彼女はノーマルデバイスを構えている。発はつ射しやするわけではない。だが、その狙ねらいとなる射しや線せんは、術式陣からまっすぐ見えていて、

　……そこか……！

　頷うなずきと共に、己おのれは全てに動きを与えた。

　ディカイオシュネの修復とともに、方向転換の行き先を決める。それは、

「満まん子この示した位置に吶とつ喊かんせよディカイオシュネ……！」
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　ハンターは、それを知覚した。

　空が、夏の午後という時間の中で、大きく消えたのだ。

　抉えぐる、という動きを感じたのは、錯さつ覚かくだったか。だが、

「各務！　制せい御ぎよを！」

　鎌かまの攻こう撃げきに対し、大たい剣けんは動いていた。

　身一つ。全体をずらし、そのスライドで〝抉り〟を避けて無む傷きずを保った。

　……当たっていない……！

　堀之内だ。

　彼女が、恐らく、メアリーの攻撃の行き先を見切った。どのようにしてそんなことが出来たかと言えば、

『どういう仕掛けですか御お嬢じよう様さま！』

『マギノフレームの向きと微び細さいな挙きよ動どうを読み、各務の位置を把は握あくしていれば、軌き道どうの不確かな主しゆ砲ほう撃げきだろうと、その飛ぶ位置は読めますわ。だって、当てなければならないんですもの。

　あとは、各務本人の位置を把握して、主砲の飛んでくる方角を伝える場所に術じゆつ式しき陣じんを出して教えてあげればいいだけですの。問題は各務のいる位置ですけど──』

　地上からでは、マギノデバイス上の各務を見ることが出来ない。

　だが、その情報を知る手段はある。

　空、二機の戦せん闘とう機きが寄り過ぎともいえる空くう域いきをパスしていくのだ。

『ハンター代表！　監かん視し衛えい星せいと俺おれ達たちの三点測そつ距きよ。役に立ちましたか!?』

　充分すぎる。遠とお間まから堀之内の画が像ぞうを超望ぼう遠えんで撮さつ影えい連打して送っておく。向こうはビルの上だけど、アオリ撮影出来る機き会かいは皆にないもんなあ。

『な、何してますの!?　コラそこ！』

　代だい価かを払ってるんだよ。御お賽さい銭せんだっけ。まあいいや、今、ここで大事なのは、

「各務かがみ……！」

　ここが機き会かいだ。

「行けよ……！」
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　動きは連続だった。

　東とう京きよう湾わん上空を行く二機のF-23は、右からすれ違おうとする各務のマギノデバイスが主しゆ砲ほうを放つのを見た。

『修復が成ったのか!?』

『否いな、強ごう引いんだぜ……！』

　主砲の中ちゆう盤ばんから流りゆう体たい光こうが漏もれ、元々大きく食われていた右う舷げん部から光が破は裂れつした。

　発はつ射しやはされた。だが、もはや主砲自体も全損だ。二度目の砲ほう撃げきはもうあり得ない。

　そして今の両者はすれ違うような位置関係だ。主砲は直ちよく撃げきにならない。だが、

『狙ねらいは、そっちか！』

　各務の放った主しゆ砲ほう弾だんが、メアリーのマギノデバイスの左さ舷げんを削そぐように当たる。

　瞬しゆん間かん。放たれた光が、その行き先で消しよう滅めつしたのだ。

　黒くろ鎌がまのデバイスの防ぼう御ぎよ効果だった。

　相手が放つ消滅の主砲を回かい避ひし、防御には己おのれの主砲撃を食わせた。

　敵の攻こう守しゆをこれで相そう殺さい。無効化したならば、

『行けよランク三位……！』

　行った。

　聖せい騎き士しの大たい剣けんが、鍔つば迫ぜり合いをするように、死神の鎌に無ぶ事じな左舷の刃やいばを削ぎ当てたのだ。

　両者、前へと推すい進しんするがゆえ、長大な接面から流体光の火花を散らしてすれ違う。そして、

『おいおい……』

　東京湾の外をターンしながら、監かん視し役やくのパイロットは、その光こう景けいを見た。

　すれ違う五〇〇メートルの鍔迫り合いの縁ふち。そこに、聖騎士と処しよ刑けい者しやが突っ走っていくのだ。

『──魔ま女じよ自身の剣けん戟げきだぜ!!』
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　戦せん場じようは五百メートルのすれ違い。

　お互いの足あし場ばは、高速の加か速そくで離り脱だつ中だ。

　だが、両者はその縁ふちで激げき突とつした。

　それぞれのマギノデバイスが長大な刃やいばと柄つかをぶつけて削けずり沿って行く中、足あし下もとから跳ね上がる数十メートルの流りゆう体たい光こうの波を浴びれば、もはや小こ癪しやくな術じゆつ式しきは使えない。

　その条件で、両者は自分のノーマルデバイスを武ぶ器きに打ち合う。

　お互い、自分のデバイス上で、動きとしては後部側へと走りながら。

　すれ違う縁での邂かい逅こうで剣けん戟げきが開始された。

　各務かがみがディカイオシュネを振れば、メアリーがイーラを跳ね上げて搔かく。

　流体光の火花が散り、高い音が連続した。

　死神は聖せい騎き士しの首や胴どう、腕といった部位を狙ねらった。それを回かい避ひし弾はじいた聖騎士は、そのままの動きで死に神の頭ず上じようから一いち撃げきを振り下ろす。

　だが死神は、受け流したり、身を半はん身みにして最小限の回避を行う。のけぞるような動きはとらない。何故なぜならそれをすれば、すれ違う縁から自分自身が剝はがれてしまうからだ。

　聖騎士も、下がらなかった。

　等とう距きよ離りでお互いは致ち命めいとなり得る一撃を送り合い、

「おお……」

　加か速そくした。
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「問おう！」

　刃を打ち込み、受け流された直後に高速で身を回しながら、各務は叫んだ。

「世界が滅びたのは理解出来る！　──だが、本当なのか。あの、院長も、秘ひ書しよ官かんの皆も何もかもが……」

　ええ、とメアリーが、こちらのバックハンドからの一刀を姿勢を低くして避けた。

　走っている最中の動きだ。だが彼女は、流れていく床に手を突き、身を一いつ瞬しゆん回して勢いよく身体からだを起こしながら、こちらに鋭い視線を向けた。

「皆、皆ですよ。……貴女あなたに困りながら援えん護ごをいつもくれた元げん帥すいも！」

　叫びと共に一撃が、低い位置から来た。

　起き上がりの動作を利用した眼がん下かからの垂すい直ちよく刈がりだ。

　……おお……！

　これだけの速度の遣やり取とりの中で、初めて胴どう体たいを真ま下したから狙われた。

　仕込みだろう。これまで横からの攻こう撃げきばかりを放ち、目を慣れさせてから縦たての攻撃へといきなり切り替える。更さらには、

「皆、笑って散っていきましたよ！　──私に魔ま力りよくを与えて!!」

　言葉が、下からこちらを穿うがった。

「全てを見捨てて逃げた大たい罪ざい人にん！　ここでその罪を購あがないなさい!!」
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　メアリーは、一いち撃げきに速度を込めた。

　自分の長ちよう尺じやくな腕と全身。そして柔じゆう軟なん性せいから来るスナップの速度を、更に長い鎌かまへと叩たたき込んだのだ。

　相手はバックハンドを振り抜いた姿勢。全身は大の字に近く、伸び切っているためにどう動くことも出来ないはずだ。

　三重鎌は、相手の全身を三枚に下ろすだろう。

　振り抜く。振り上げる。先せん端たんが最も速くなるように跳ね飛ばす。それだけをやって、

「────」

　当たれと、そう思った。当たるとは思わない。何故なぜなら、

　……この相手は……！

　私達の世界において、一度も勝つことが出来なかった相手なのだ。だから、

　……届け……！

　思った瞬しゆん間かんだった。不ふ意いに、自分の目が敵の姿すがたを見失った。

「……は!?」

　消えた。否いな。そうではない。

　デバイス同士が鍔つば迫ぜり合って流りゆう体たい光こうが散る中、相手はあることをしたのだ。

「フレームを解除した!?」
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　目もく算さんを各務は持っていた。

　……今、この現場には、デバイス同士の破は片へんが大きく散っている。

　ならば、補ほ給きゆうは即そく座ざに可能だ。それも、ノーマルフレーム程度ならどうにも出来よう。

　ゆえに己おのれは叫んだ。肩上の術じゆつ式しき陣じんのデカ夫に、

「デカ夫君！　色直しだ！」
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　しまった、とメアリーは思った。

　自分達の世界でも、この相手は、ある能力をもって〝強者〟であったのだ。

　……流りゆう体たいの自在構こう築ちく能力！

　自分達のように、儀ぎ式しきも術じゆつ式しきも何も使用しない。

　ただあるがままに流体を自分のものとして遊ぶことが出来る〝神〟と同じ力。

　自分とは違う。

　こちらの世界に来た自分は、〝魔ま女じよ〟の技術に触れ、こう思ったのだ。ああ、私達の世界と同質の技術がある、と。それは妙みような安あん堵どをくれて、何もかもを失った自分に対し、その喪そう失しつの代だい替がえにもなってくれたのだ。

　だがこの相手は、そのままだった。

　否いな、情報としては得ていたのだ。しかし、魔女のフレームを利用して戦せん闘とうをされると、失念は生じる。この相手は、魔女の振りをしているだけの〝神〟なのだと。

　今、フレーム解除した相手は、スーツ姿すがただ。身は少し宙ちゆうに浮いてもいる。

　だが、今までの剣を振る勢いは、彼女の身体からだに残っていた。バックハンドで全長五メートルの大たい剣けんを振る動作なのだ。何も持たないスーツ姿は、右背後にスピンし、こちらの一いち撃げきを回かい避ひした。

「く……」

　自分は右腕を振り上げ、のけぞった姿勢だ。

　正面にいる相手は、身をスピンさせながら、口を開いた。叫ぶ言葉は、

「ノーマルフレーム召しよう喚かん……！」
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　決別は動作だった。

　聖せい騎き士しが空中スピンからのフレーム召喚を行い、横よこ殴なぐりの一撃を見舞うと同時。

　死神は叫びを上げて、のけぞった全身を真っ正面の足あし下もとへと叩たたき付けた。

　もはや走ることはしない。

　聖騎士の大剣が、突き立った三連鎌がまを二本砕くだきつつ、己おのれの刃やいばも斜め落としに切断された。

　そして死神の震しん脚きやくが己のマギノデバイスを震しん動どうさせた。

「……っ！」

　お互い、身を低く身み構がまえた状態で、しかし空に谷が生じた。

　二つのマギノデバイスが、弾はじき合って分かたれたのだ。
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　強く弾かれたのは、各務かがみの方だった。

「動作を追つい随ずいした分、向こうの方が強かったか……！」

　風を巻き、お互いのマギノデバイスが高速に離れていく。そして自分の視し界かいの中、一気にメアリーのマギノデバイスが旋せん回かいを果たしていった。

　……速い！

　明らかにあり得ない速度だった。まるで、コマ落としで振り返ったような勢いだ。

　否いな。今まで、そのような挙きよ動どうは幾いく度どかあったのだ。ショートダッシュの一種と考えれば、何らかの条件を合わせればそれが出来ると、そういう事なのだろう。だが、

「防ぼう護ご術じゆつ式しき……！」

　こちらが、相手に向けて遮しや蔽へい目的で術式の盾たてを一いつ斉せい展開した瞬しゆん間かんだ。

　それら全てが消え、空が見えた。

　メアリーの主しゆ砲ほうが、こちらの防ぼう御ぎよを一ひと息いきに〝刈かった〟のだ。




　　　　　　　　　　●




「やった……！」

　メアリーは、荒れた息のまま、右の手を前に突き出していた。

　既すでに一本だけとなった大おお鎌がまの向こう。巨きよ大だいな剣がその両りよう舷げんを失っている。既に中心となる主砲も自じ壊かいしているため、もはや攻こう撃げき能力として、こちらを仕し留とめるものはない。

　ならば、と、散りゆく流りゆう体たい光こうの中でメアリーは身を起こした。

　大鎌を構え直し、

「これでとどめです……！」

　と、相手を見たときだった。正面。遠くにいる各務かがみが、こちらに視線を向けていた。

　目が合う。それはどうということのない、偶ぐう然ぜんにも似た一いつ瞬しゆんだったが、

「────」

　これだけをもって、相手が戦せん意いを失っていない。

　それはどういうことか。

　……まさか……！

　思し考こうは答えに直結した。

　背後。戦せん闘とう機きが二機、空を行くと同時に、一個の打だ撃げきが来たのだ。

「堀ほり之の内うち……！」

　彼女の矢が、遙か眼がん下かから、デバイスの挙動も遮蔽も無視してこちらを穿うがった。

　直ちよく撃げきだった。
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　ハンターは、空での決けつ着ちやくに口くち笛ぶえを吹いていた。

「ボクさあ、堀之内のこと、誤ご解かいしてたよ。……アンタ、攻撃力全振りじゃないよね」

『あら？　今いま更さら、解わかりましたの？』

「うん。……人を撃うつ能力全振りだよね」

『な、何か評ひよう価かの方向性が歪ゆがんでますのよ!?』

　だが、正直無む茶ちや苦く茶ちやだろう。こちらの戦せん闘とう機きや監かん視し衛えい星せいのアシストを受けたからといって、高速で移動するマギノデバイス上の、下からは見えない相手に矢をぶち込んだのだ。

　しかも軌き道どうが異常だった。

　……上から落とすように撃つと気づかれるだろうからって、マギノデバイス上を這はうように飛ばすとか。

　精せい密みつ誘ゆう導どう、という言葉の範はん疇ちゆうを大きく広げすぎている。

　それもえらく高速だった。メアリーの使し役えき体たいがデバイスの警けい戒かい範囲から気づいたときには、もう回かい避ひ不能だったろう。

　……堀ほり之の内うちがキチガイだからやらないけど、ステルス状況から狙そ撃げきされたら今みたいになるんだよねー……。

　ヘッジホッグが相手の視し界かい外から撃つのと同じだ。だから狙撃相手とは正面から勝負を挑いどまないといけない。前回のランカー戦はそういう要素の勝負だった。

　そして今、空では、一つの別れが成立しつつあった。

　東とう京きよう湾わんの南東側へと落らつ下かしていくデカナンタラとは別に、黒の鎌かまもまた、流りゆう体たい光こうの霧きりをあげて散っていくのだ。

　両者沈む。だが、お互いの破は損そん状況が違う。

　各務かがみはマギノデバイスを全損状態だが、メアリーはそうではない。彼女は各務の攻こう撃げきと堀之内の射しや撃げきによって制せい御ぎよ用のノーマルデバイスを失っただけだ。

　彼女自身にも負ふ傷しようはあるが、切っ掛けは制御の喪そう失しつ。

　無む論ろん、ここから制御を取り戻して戦い続けるというのもあるだろうが、

『その場合は、私が相手ですわね』

　無傷の堀之内を相手にするのは、どう考えても分ぶが悪い。それゆえか、黒の束たば鎌がまは棚たな引びき散っていく雲くも間まの向こうへと全身を持ち上げ、下がった。

　行く。

　去る動きは、結局四し法ほう印いん学がく院いんに至るのだろうが、これはランカー戦。何かあっても学院に戻ればリセットされると、そういう帰結であるべきだ。あとは、

「各務……！」

　叫びに重なるように大おお鐘がねの音ねが鳴り響ひびいた。

　各務のマギノデバイスが、南東の廃はい墟きよへと落下したのだ。
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　落らつ下か現場に駆かけつけた堀ほり之の内うちは、上空を通過する戦せん闘とう機きが大回りに厚あつ木ぎへと戻る軌き道どうをとったのを確かく認にんした。

　世せ話わになったと、そう思う一方で、急がねばならない事がある。

「各務かがみ……！」

　ハンターが、既すでに彼女を見つけたという報告を寄よ越こしてきていた。

　場所は解わかる。何しろあの巨きよ大だいなディカナンタラが落ちた場所なのだ。流りゆう体たい光こうの吹雪ふぶきのようなものは地上側から空に上がっている。

　月がある。

　もしも黒の魔ま女じよが今の戦闘を見ていたら、どう思うだろうか。彼女の姉と、彼女の滅ぼした世界の生き残りが、戦闘をしていたのだ。

　……やはりそれも、創そう作さくの内でしょうかしらね……。

　と思う足取りが、ふと止まった。

　各務がいるのだ。

　砕くだけた廃はい墟きよビルの前、道の上。夏の午後の日差しが当たる路面は、アスファルトが割れ、勢いよく伸びた草が主張している。

　そんな中に立つ各務は、横に制せい服ふく姿すがたのハンターを置き、自分はノーマルフォーム姿だったが、

「堀之内君」

　こちらに気づくと、魔女の衣い装しようを解除した。

　軽いステップをつけて彼女はいつものスーツ姿に戻る。そして、

「────」

　は、という息と脱だつ力りよくに、自分は何も言えなかった。ただ今、空からは、遠ざかっていく戦闘機の加か速そく音おんが大たい気きを切り裂さいて響ひびいてくる。

　不ふ意いに各務が口を開いた。空を軽く仰あおぎ、手を目に当て、

「全く、何たることだ」

　手の下から、陽よう光こうを返すものがこぼれ落ちた。

　泣いている。かつて夕日の中で見せたように、今は午後の日差しに翳かざした手の下で、

「何という、世界の業ごうか」

　各務が涙を落とすのを、自分は見ていることしか出来なかった。
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　そして、擬ぎ似じ的ともいえるランカー戦は、未み決けつ着ちやくで終了した。

　堀之内が聞く限り、メアリーはデバイスを解除の上で四し法ほう印いん学がく院いんに戻ったらしく、人工島を裁さい断だんしそうになったことを学長から説せつ教きようされたらしい。

　一方の自分達は、疲ひ労ろう感かんありありの各務かがみを回かい収しゆうし、米べい軍ぐんのホバークラフトを仕立てて学がく院いんまで戻ったが、各務はやはりどことなく上うわの空そらの状態だった。これでは埒らちがあかないと、自分は彼女を体育館の共同浴よく場じように押し込んで強ごう引いんに一ひと息いきをつかせた。

　結果、長なが風ぶ呂ろの上でサウナまでこなしてきた各務は、何処どこにしまっていたのか新品のスーツ姿すがたで現れたものの、こちらを見ると、こう言った。

「さて、──ではこれから、どうするのかね？」

　自分から常に動くような人が、これは随ずい分ぶんですわね、と思うが、やはりメアリーの正体については未知のショックだったのだろう。

　折しもそのとき、自分達の手元には学長からのメールが届いていた。それはやはり、メアリーからの早期再戦を求めるもので、

　……明日あしたの放ほう課か後ごとは、随ずい分ぶんやる気ですのね。

　各務のメンタルが、その揺れから戻らぬ内に、ということだろうか。ならば、

「……いいですわ。こちらは有ゆう意い義ぎに時間を過ごし、明日に備えましょう」

　ということで、自分はハンターと、やや力なく歩いてくる各務を連れて、自室に向かったのだった。
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　ハンターは、〝金〟という言葉を思った。

　マテリアルとしての金ではない。あれは魔ま術じゆつ的には結けつ構こう使えるが硬化するとどんどん質が落ちていって青せい銅どうの方がよくなったりするから面めん倒どうだ。

　ともあれ〝金〟だ。貨か幣へい経済としての〝金〟だ。

「あるところには、あるんだなあ……」

　見渡すのは、一つのホールだ。十五メートル四し方ほうはあり、天てん井じよう高だかも五メートルくらいはあった。奥にあるのは雛ひな壇だんだ。その上が入り口のようだが、

「これ、堀ほり之の内うちの私室？」

「ええ、普通科寮りようの最上階ですの。とはいえ、ここを使用するのは私が初ですけどね」

「そうなの？」

　ええ、とまた堀之内が頷うなずく。

「この寮は元々、四し法ほう印いん学がく院いんのベースとなる学校が有していたものですの」

「移設したの？」

「ですわね。──前ヘクセンナハトで、その学校自体は消しよう滅めつしてしまったのですけど、幾いくつかの施し設せつは無ぶ事じでしたわ。当時にして最新の術じゆつ式しき防ぼう護ごなどが備わってまして、移設には風ふう水すい系けいを始めとした魔ま女じよ達八十人が三時間で終え、この学院を〝一いち夜や城じよう〟と呼ばせたと、そんな話も残ってますのよ？　……まあでもメインとなっていた学校自体は失われているので、この寮の防護レベルにどれほど意味があるかは解わかりませんけど」

「まあ、無事だったってことは、安全のジンクスにはいいよ。──地滑りなんかあっても何故なぜか無事な家とか、魔女が住みたがるものだしね」

　でも、と疑問に思うことがある。

「──この最上階部屋、堀之内が〝初〟っていうのは？」

「単純な話ですわ。──普通科からは目立ったランカーが出ませんでしたもので、皆、辞じ退たいしましたの」

　はあ、と堀之内が頰ほおに手を当てて吐と息いきする。

「一応、ランク一ひと桁けたまで到とう達たつした魔女もいたのですけど、皆、辞退していきますのよね。もっと上位にならないといけない、と。──ここ、うちの母が学生時代に用いていた部屋をベースとしてますから、使って頂いただくことが母の遺い志しでもあったと思うのですけど」

「……ソレ、尚なお更さら使いにくくなってる原因だと思うなあ……」

　娘むすめがいると知られていれば、尚更だろう。そしてその娘が、ランクを駆かけ上がっていくとなれば、当然だ。ここは、今までの魔女達も認めた、堀之内の城なのだと、そう思う。

　……寮というより、堀之内家当とう主しゆのセーフハウスだよなあ。

　と思っていると、雛ひな壇だんの上のドアが開いた。中からは、夏合がつ宿しゆくで人ひと騒さわがせだった眼鏡めがねの男が出てきて、

「ようこそいらっしゃいました。ここが堀ほり之の内うち家け当とう主しゆ、満みつる様の私室です」

　一いち礼れいされてみるが、こっちにその堀之内がいるのはどうしたものか。

「夕食の時間ですが、どうされますか？」

　と問うた光こう太た郎ろうが、こちらを見て、後ろを見た。

　背後。そこに一つの影がある。堀之内が振り返って呼びかけるのは、

「各務かがみ。──作さく戦せん会議としますわよ？」
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「え!?」

　というハンターの声を、堀之内は半目で無視した。

　……食べてる雰ふん囲い気きではありませんわよ……！

　何しろ各務がおとなしい。否いな、それはそれで有り難いことだが、出来れば普通におとなしくあって欲しい。無む理りですわー、と思うが、そういう己おのれツッコミとは別で、

　……さっきから、考え込んでしまっていて、これでは駄だ目め過ぎますわ。

　東とう京きよう湾わんでの戦せん闘とうを終えた後、疲ひ労ろう感かんからか帰りの道中で寝ていた各務だったが、目を覚ましてから、何かをずっと思し案あんしている。

　風ふ呂ろに入っても、こちらが呼びかけても、どことなく上うわの空そらだ。

　原因は解わかる。

　ランク二位、相手となるメアリー・スーが、恐らくは各務がその滅びを見届けた世界の住人だったと、そういうことなのだ。しかも二人はそれなりの師し弟てい関係にもあったようで、

「作戦会議で、対策を練りますわよ」

　そういう言いい訳わけをしないと、この人は自分に抱え込むだろう。

　何しろ、彼女にとっては何もかもが創そう作さくの世界。しかしその住人が、手を離れて生きているからと言って、感情移入をするような人なのだ。

　無む論ろん、自分とて、物語を好まぬ訳ではない。創作に涙を汲くんだこともある。小学校の国語の授業で、何だったかアレは、鶴つるが救たすけられた恩おん返がえしに来るのだが、織おり物ものを織るところを覗のぞいてはならぬと言った旦那だんなが覗いてしまい、鶴は正体がバレた恥ち辱じよくで立ち去ろうとするのを、

「『──待て！　俺おれは実は鳥じゃないと駄だ目めなんだ！　ありのままでいてくれ……！』そしてやおら興こう奮ふんした男は鶴の両足を広げてレディゴーと──」

　と、最後の展開が酷ひどくて本気で泣いた。先生が「さあ、これはハッピーエンドでしょうか。どうでしょうか」というのでクラスが割れて、男子のケモナー急進派が「人と動物は平等の扱いを受けるべきだ！」とオルグして学級裁さい判ばんにまで発展したが、文もん部ぶ科か学がく省しよう何考えてますの。

　話がズレましたの。

　ともあれ各務かがみがヘコんでいるのは解わかる。確かに彼女は、今までも幾いく度どとない滅びを見てきたのだろう。だが、その生き残りが、というケースは初めてだったのか。

　……全く。

　自分達との戦せん闘とうにおいては、臨りん機き応おう変へんにキチガイなアドリブを見せる各務だ。

　だが、今回のような件において不慣れだとするならば、

　……今までのアドリブも、研けん鑽さんによるものでしたの？

　それとも、

　……私達のように〝他〟を相手にするのではなく、〝自分〟の感情を相手にするのは、アドリブが出来ませんの？

　どちらだろうか。ただ、何となく自分は思うのだ。この迷めい惑わくの塊かたまりのような人間を、何となくだが、解っていっているのではないかと。だから、

「──いろいろと対策が必要ですわ。間違いなく、強敵ですものね」
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「あら」

　学長室の片付けをしながら、学長、スリズィエは窓の外を見た。

　ここからは、中なか庭にわの森林もだが、左手には術じゆつ式しき科か寮りようとその校こう舎しやが見え、正面の森の向こうには普通科校舎と寮を確かく認にんすることが出来る。

　今はまだ夜八時と言ったところだが、

「──ちゃんと、動いているようですね」

　指を鳴らし、学長室の明かりを消す。そして見み据すえるのは、

「──術式科、校舎にまだ明かりが灯ともっているのも、また珍めずらしいですね」

　言葉は笑えみを含んだものだ。だが、更さらに続ける台詞せりふは、

「普通科寮の最上階も、この時間から奥のラウンジに明かりがついてるなんて、珍しい。

　……私達も、昔は良く、あそこで談だん笑しようしたり、訓くん練れんの議ぎ論ろんをしたものですが、今の子達はどうしていることかしら」
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　ハンターは、本日二度目の〝あるところにはある〟を実感していた。

「おいおいおいおい、何だこの、寝ていいくらいの絨じゆう毯たん……」

　……うちの実家とか、床は電ノコで割った板だったぞ。

　それがまたろくに仕上げないで使うもんだから、落としたバーベキューのソースが染み込んでしまって、記き憶おくにある〝家の匂におい〟はやたらスパイシーだ。クラスのイジメっ子からは「お前ん家ちってサルサソースの匂においすんだろ？」とか言われたので「マスタードソースだ!!」と顔面グーパン入れて、父と二人で校長の前で直立して「マスタードの方が汎はん用よう性があります！」と申し開きしたものだった。でも最近サルサもいいなと思うよパパ。

　ともあれ何だこの床。

「ソースこぼしたらクリーニング代半はん端ぱないだろう……」

「いえハンター様、染しみ抜きの術じゆつ式しきがありますので。ええ」

　眼鏡めがねが言って、侍じ女じよ達が頷うなずくあたり、よく考えたら神しん道とうは綺き麗れい好きの魔ま術じゆつ体たい系けいでもあったのだ。だとしたら、

「ああ、いいなあ……。食事とか派は手でに気にせずやってこの環かん境きようを維い持じか──」

　膝ひざをついて手をついて、そのまま伏せてみるが、

「匂いしないね」

「さ、さっきから何やってますのハンター！」

　いやさあ、と身を起こす。そして辺りを見回せば、

「……ボク、こういうの、マフィア映画とかで見たことあるよ。グランドピアノ置いて専用カウンターまである赤あか絨じゆう毯たんのラウンジって」

「母の時代のものですもの。時代がかってるのは仕方ありませんわ」

　いやでも天てん井じようの照しよう明めいの数とか、壁を演出するサイドライトとか、

「何だよこの貧ひん富ぷの差……」

「いえ、あの、四し法ほう印いん学がく院いんはうちが随ずい分ぶんと出しゆつ資ししてますもの。母が学長と知ち己きだった事もありますけどね。ただ、ランカーなら良い部屋を持っているのでは？」

「いや、特とつ機き科かなんて、課か題だい提出のために部屋にフライス盤ばんとかウインチとか鋼こう材ざい持ち込んだりするし、猛者もさは旋せん盤ばんまで持ち込むけど、床抜けそうになったりでさあ」

　これは本当だ。だから特機科のランカー部屋は、入った瞬しゆん間かんに、

「倉そう庫こか駐ちゆう車しや場じようか、って感じでねえ……」

　成なる程ほど、と言って堀ほり之の内うちが手を打った。すると壁が開き、雛ひな壇だんごとソファセットが出てくる。

「……これ、元から出してない意味あるの？」

「パーティ用として普段は収しゆう納のうしていると、そう聞きましたわ。私としては、そこのテーブルセットがあれば充分なので、いつも仕舞ってますけど」

　だけど、と言っている間に、専用カウンターに侍女達が入ってきた。彼女達は音を立てないよう、電でん熱ねつ式のコンロに術式制せい御ぎよを掛け、調ちよう理りの準備を始める。

　早さつ速そく、というようにバターを熱で溶かす匂いが来た。

　……夕食には軽いけど、まあ、有りかなあ。

　思う視線の先、堀之内が大窓の方を見ていた。

　南向き。東とう京きよう湾わん南方を望める場所だ。ここからだと、四法印学院のある人工島の桟さん橋ばしと沿岸の照しよう明めいに、主として東とう京きよう湾わん西岸、品しな川がわ方面から横よこ浜はまにいたる復ふつ興こう地ち域いきの灯とう火かが見える。

　時に列車の光が見えるが、これも特とつ機き科かが手伝って三年ほど前に復興が成ったらしい。

　それらの光を今、硝子ガラスの前で見ているのは、

「各務かがみ」

　堀ほり之の内うちが、ソファセットを示して言った。

「……作さく戦せん会議と行きたいですけど、何か言いたい事があるなら、先に聞きますわよ？」
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「え？」

　と思わず問い返してしまい、各務は、そこで自分が自分らしくないと気づいた。

　……いや、これはいかんね。

　いつもらしくない。否いな、いつもの自分が本当の自分かどうか、というのもあるが、自分としてはそれでいいと思っている。だが、そのように思っている自分が、今、そう出来ていない。

　ならば現状、己おのれは己から見ても己らしくないのだ。だとすれば、

「君らに合わせた方が、流れとしては間違いがあるまい」

「何かアンタそこらへんは落ち込んでも変わりないねー……」

　しゃがみ込んだハンターが、指を絨じゆう毯たんに埋めて遊んでいる。ただ彼女はこちらを見上げ、

「何から話す？」

「ああ、そうであるな」

　正面、堀之内が姿勢を楽にする。身み構がまえられなくて有り難い。だが、こればっかりは少々自分でも勝かつ手てのつかめない話題なので、こう言っておく。

「……何から聞きたい？」

「──二位の中ちゆう二に世界の妄もう想そう話って、あれ、ホント？」

　あっコラ、と堀之内がハンターを見るが、もう遅い。何だ気を遣つかいすぎだよ堀之内君。

　ただまあ、二人の遣やり取とりを目にしていると、少しは気分が変わった。

　ああ、と己は応じ、彼女の疑問を認める。

「──私が渡ってきた莫ばく大だいな量の世界。全て滅ぼされてきたが、その中の一つだ」

　恐らくは、と前置きをつけ、言っておく。

「一番、直近で滅んだ世界。それに違いない。これは戦せん闘とう中に話があった通りで、確かに私はそこにいて、仲間になった者達と共に〝神〟と戦っていた」

　じゃあ、と堀之内が問うてきた。

「彼女が言っていた、貴女あなたが先に逃げたというのは──」

　ああやはりそれだ、と自分は思った。堀之内君はなかなか鋭い。

「噓うそではない」

　つまり、

「私は確かに、そこから逃げたと、そうなるのだ」
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　各務かがみの断言に、堀ほり之の内うちは言葉を失った。

　何故なぜなら彼女の言げんは、それが今まで幾いく度どとなくあったことだとしても、

　……世界が滅びてしまった訳わけですのよね。

　各務が幾度か告げたことを、信用していなかった訳ではない。だが、証しよう人にんが出てきたとなると、またイメージが変わる。

　それはつまり、この世界とて、同じになり、自分達もまた〝証人〟になる可能性があると、そういうことなのだ。更さらには、

　……逃げましたの？　前の世界から。

　疑念を思う。何故、とか、どうして、とか、噓うそではありませんの？　などと幾つも言葉を頭の中に思い浮かべる。だが、目の前に立っている各務を見ると、

「────」

　ふと、彼女の佇たたずまいに、肩の力が抜けた。

　すると、こちらの雰ふん囲い気きの差に気づいたのだろう。各務が首を傾かしげる。

「何かねその態度は？　私を責めたり、追及しないのかね？」

「何を言われても黙だまっている覚かく悟ごが出来てる人に、追及や咎とがめの意味がありますの？」

　そうだ。この人は、感情移入が激しいのだ。だから恐らく、

　……責められたら、受け止めてしまいますわ。

　抗こう議ぎの言葉に逆らわない。無む言ごんで全てを受ける。

　無む論ろん、抗議を受けたところで、滅びたものは帰らない。どうすることも出来ないのだが、だからこそ、咎めを彼女は受け止める。それが、作られて、勝手に滅ぼされた者達の権利だと、そう思っているから。

　……実際はそんなこと、ありませんのに。

　世界が動き、人々が代を重ねれば、それはもう神の手を離れている。滅びた際、その原因が神の側にあったとしても、抗あらがう権利も、超える権利もあったのだ。

　ならば滅びの咎めは愚ぐ痴ち程度に聞けばいいのに、この人は受け止める。自分が、もう一人の創そう造ぞう者しやを止められなかったからだ、と。ならば、

「──悪い覚悟ですわね」

　でも、

「そのくらいは解わかるくらい、信頼してますのよ」

　言葉を投げた先。各務は反応しない。

　出来れば何か言って、自分の台詞せりふの後押しか、否定をして貰もらいたかったが、そうならない。

　……び、ビミョーに間が難しいですわね。

　ゆえにこちらは、言葉を重ねた。喋しやべりすぎは格好かつこ悪いと思いつつ、きっと各務かがみも今は〝聞くターン〟としているのだろうと、そう思うことにする。そして、

「ただ」

　と、今さっきの甘い言葉に対し、諫いさめを入れて、自分は言う。

「各務？　貴女あなた、──恐らく、その世界に対しての義ぎ理りがあるのでしょうけど、今の仲間は私達ですし、目的はありますの。それを忘れないように御願いしますわ」

　ハンター口くち笛ぶえうるさいですの。だが、各務が小さく笑った。何となくハンターにいいところを奪うばわれた気がするが、肩上に出た朱雀すざくが対たい抗こうするように口笛を吹くのはコレ本当に鳥ですの。

　ともあれ各務が、一ひと息いきをついた。彼女はこちらを見て、

「──うむ。忝かたじけない」

　礼れいをいうところではありませんわよ、と、そう思った。なので、そう言おうとした瞬しゆん間かん。

「────」

　笑って会え釈しやくした各務の目から、涙がこぼれた。

　……あ。

　いきなりのことに、心が動いて反応出来なかった。

　その戸と惑まどいの中、各務が右の手の平を上げて見せた。彼女は笑えみのまま、軽く頭を振って涙を落とし切ると、

「ああ、ちょっと飲み物でも買ってこよう。先に作さく戦せん会議は進めていてくれ」

「各務様！　こちらカウンターに、炭たん酸さん系けいのジュースなども揃そろっていますが！」

「中なか庭にわで売っているリンガリアのメッコール・ストロング牛乳はあるかね？」

「……申もうし訳わけありませんが御ご座ざいません……！」
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『執しつ事じ長ちよう……』

『執事長……』

『ケッ』

『誰だれですか今〝ケッ〟って言ったのは!?　解わからないように言いなさい！』

『執事長。　　　　　それ意味が有りま　　　　　　　　　すか』

『あっ、その空白は何ですか!?　解らないように言うとは、何ですか一体!?』
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　では、と軽く手を振って、各務が出て行くのを堀ほり之の内うちは見送った。だが、

「あ、各務かがみ！　施せ錠じよう術じゆつ式しきが──」

「開けるのは慣れているよ」

　と、振り向かない背が、ドアを指の振り一本で開けた。

　どういう理り屈くつと技ですの、と思うが、よく考えたら、彼女がこの世界に来たときだろう、以前にも多くのものが〝開いた〟ことがあったのだ。それと同じだ、きっと。

　だが、ここから先、どうするべきか。

　……追いかけていくのも──。

　と思い、しかし、

「…………」

　やめた。踏み込みすぎている気がする。だからここまでだと、そう思った。

　すると足あし下もとに寝ていたハンターが、

「……何を赤せき面めんしてんのアンタ」

「べ、別に、意味はありませんわよ！」

　ここまでなのだから意味はないと、そう思う。
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　夜の中なか庭にわは意い外がいに煩うるさいな、と各務かがみは思った。

　夏はまだ終わっていないのだろう。今年の残ざん暑しよは濃いめなせいか、夜でも外がい灯とうの光の周辺では蟬せみが鳴いている。

　アブラゼミか、と思い、妹はここを現実と同様に想そう像ぞうしていたのだろうかと、そんな風ふうに思し考こうを変える。

　夜の空を見上げれば月があるが、これもおかしな話だ。潮しおの満ち引きがあり、それを利用して発電などを行っている人工島が足あし下もとにあるのに、月は見上げるといつも上にある。

　やはりここも想像の世界。

　……下手へたをすれば、滅びる世界か。

　蟬の声が聞こえない場所は、夜の虫が鳴く場所だ。楽がつ器きのように鋭い響ひびきが各所で自己主張に余念がない。わずかに冷えた夜や気きが落ちる中、遠く森を見み透すかすように、中央の小広場が見えている。

「霊れい廟びようか」

　わずかな丘の上、白い祠ほこらがある。学校案内によれば、

　……地下に、前ヘクセンナハトの犠ぎ牲せい者しやの内、旧きゆう学校所しよ属ぞくの魔ま女じよ達の墓はかがあるのだとか。

　横よこ浜はまの外人墓ぼ地ちのように、見晴らしのいい丘とはしなかったか。

「死生観かんを、明るい場所に出せるほどではないか、硝しよう子こ」

　つぶやき、歩くと、それが見えた。

　中庭の中央から見て四し方ほう。霊廟を守る中丸のように広場がある。そこはベンチセットなどが置いてある空間で、飲み物や菓か子し、軽い焦しよう点てん具ぐの自動販はん売ばい機きもあるのだ。

「……有料の加か速そく式マニ車など、こんなとこに置かなくてもいいだろうに硝子のヤツ」

　試しに百円入れて回すと、回転数に合わせてポップコーンが出てきた。仏ぶつ道どうでコーンは何処どこが嚙かみ合ってるのか解わからないが、カレー味なのはインドのイメージか。なかなかやるな硝子。

　ほほう、こちらにはカードゲーム〝聖せい人じんマスターズ〟の〝VS権力者〟シリーズかね。〝火か刑けいが猛もう威いを振るう……！〟とあるが磔たつ刑けいも揃そろっていそうだね？　ほほう、こちらは、おおう、こちらにもまた……。よく見てみるものだね全く。

　ともあれ当初の目的を果たさねばならない。

　ジュースの自動販売機は四つ並び、リンガリアのものの前に立ち、

「お？」

　小こ銭ぜにを入れようとしたら、カード式だ。いつの間に、と思うが、よく考えると自分がこの世界に降りたとき、これらの自動販売機も〝開いた〟に違いない。その対策を含めた改修が為なされたとなると、

「……カードは学校の証しよう明めい書しよか。支払い権限有りとなると、私は持ってないな……」

　身分証明書仕し様ようのものしか自分は所有していない。だとすると手が打てない。

　どうしたものか、と思うのは、

　……これで何も買って帰らねば、また堀ほり之の内うち君が心配するね。

　そのくらいは解わかっている。

　だからどうしたものか、と再び思うと、横から黒くろ尽ずくめの腕が来た。

「この世界では、治ち安あんや、変身、空を飛行することもあって、小こ銭ぜによりカードですよ」

　メアリーだった。
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　内心、メアリーは、身み構がまえようと思った。

　何が起きるかを想そう像ぞうするまでもない。敵なのだ。だから、身構え、余よ計けいなことを言わず、ただ自分の用を済ませて帰ろうと、そう思っていたのだ。

　だがこの相手は、どう考えても色物のマニ車ポップコーンを回すし、更さらにはうろうろとカードゲームの自じ販はん機きなど検けん分ぶんし始めたので正直参まいった。待っている間、隠かくれているようで、というか結果的にそうなるのは避けたい。こっちは挑ちよう戦せん者しやでも何でもないのだ。

　だから後ろから手を伸ばし、支払いのカードを認にん識しきさせる。すると術じゆつ式しき陣じんが出て確かく認にん。

「何人分ですか」

　問うと、振り返らずに声が来た。

「四人だ」

「三人では？」

「光こう太た郎ろう君が味を知らない男でね」

　と、各務かがみがボタンを重ねる事なく四つ押す。そこで終了かと思えば、

「もう一本」

　追加で躊躇ためらわず買う各務に、こちらは口を横に開くしかない。

「そういうところ、変わりありませんね、准じゆん将しよう」

「模も擬ぎ戦せんで一度も勝てなかった君に、こうして奢おごらせたな」

「いつも一本追加で買っていくので、恋人がいるのかと噂うわさでしたよ」

「私がいつも買っていたのは何だ」

「牛乳です」

　成なる程ほど、と今いま更さらながらに思った。この世界ではありがちな話だが、

「──つまり恋人は猫ねこですか」

「私の風ふ呂ろ上がりの一本だ」

「長年の謎なぞを解いて頂いただき、有り難う御ご座ざいます」

　と、各務かがみが横に退のいたので、今度はこちらだ。

　五本。押すボタンを見た各務が、横目で告げてきた。

「炭たん酸さんはやめろと言ったろう」

「友人の分です」

「友人が出来たのか」

　軽く抗こう議ぎをしたくなったが、敵の挑ちよう発はつだと思うことにする。だから、

「ええ」

　自分は、静かを心掛けながら言う。

「昔より、ずっと、多く」

　言ってみて、気づいた。意い外がいに重い台詞せりふだったと。
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　参まいった、とメアリーは思った。

　押し殺せ、と腹の底に念じておく。これは自分の思いなのだと。

　だが、顔が歪ゆがむ。

　……駄だ目めです。

　久しぶりに、思い出してしまったのだ。恨うらみや、怒りではなく、懐なつかしさとなってしまった昔のことを、だ。

　今は今だと、昔を思い出すのは、恨みを晴らしてからだと、そう思っていたのに。

「──准じゆん将しようはお変わりないようですね」

「ああ、昔から童どう顔がんでな」

　相変わらずなので無視をする。しかし、何か向こうは、来い来いと手招きしているが、付き合いません。敵なので。

　大体、続けるべき言葉はあるのだ。

「……時空の歪ゆがみもあって、私はこちら来てから四年ですが、実際ならば、あれから二百年は過ぎていると思います」

「私の方は、世界の生みの親として認められているせいだろうか。歳としをとらんのでな」

　だが、と彼女が言った。

「この世界では、少々、違うようだ」

「何がですか」

「この世界には、黒の魔ま女じよとして妹が明確に存在する。滅びの具ぐ象しようではなく、な。そして」

「そして？」

「仲間が出来た。あと──」

　と、相手が言ったとき、自分の中で耐えられないものが来た。

　気づけば、言葉を放っていた。相手の顔を見ずに言っていた。

「やめて下さい」
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　メアリーと今は名乗る少女の声を、各務かがみは聞いた。

「仲間と言っても、結局、何かあったら裏切って逃げるのではないですか、准じゆん将しよう」

　確かに、と自分は思った。

　今、己おのれがここにいると言うことは、以前の世界を滅ぼさせてしまったと言うことだ。

「准将」

　どうしたものかと思うこちらに対し、メアリーが声を寄よ越こしてきた。

　彼女は、懐ふところから出したビニル袋ぶくろに缶かんジュースを詰め直すと手に提さげて、背を向けた。

「明日あした、夜に勝負をつけましょう」

　踵きびすを返す。足音が響ひびく。蟬せみの声が遠くに聞こえる。夏の虫の声もだ。

　ただただ、遠ざかる彼女の言葉だけが、こう耳に届いた。

「──貴女あなたを罰ばつし、私が黒の魔ま女じよに、貴女の分も恨うらみを晴らす事とします」
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　光こう太た郎ろうは、堀ほり之の内うちがラウンジ内で落ち着いていないのを悟さとっていた。

　各務がなかなか戻ってこないのだ。原因はそれに違いない。

　……御お嬢じよう様さま、あれでなかなか世せ話わ好ずきですからね。

　教育をしっかり受けているだけあって、人並のことはそれこそ人並以上に出来るし、責任感も人一倍だ。

　今もハンターが軽食を摂とってソファで寝てしまったのに対し、毛布を用意して自分で掛けている。無む論ろんそれも、恐らくは各務が戻ってこないことに対しての手持ち無ぶ沙さ汰たの解消なのだ。

　時とき折おり、堀之内が窓の外に視線を向けるが、ここから見えるのは南側。各務の向かった中なか庭にわは北側だし、出入り口は死角なので、こちらからはまず確かく認にん出来ない。

　それほどまでに焦じれているのか、という思いに対し、自分が出来ることは、

「あの、君達」

　カウンターの下。侍じ女じよ達が数人しゃがみ込んでいる。儀ぎ式しき系けいの術じゆつ式しき陣じんを広げた欧おう州しゆう系の魔女を中心に、手持ちの小型術式陣で確認しているのは、

「静かにして下さい執しつ事じ長ちよう。私達、各務様の間かん接せつ護ご衛えいの最さい中ちゆうなんですから」

「ハンター様がトラブルに遭あわれましたからね。何かあったら介かい入にゆうも辞じさぬつもりで」

「何ですか執しつ事じ長ちよう、その顔は」

「……君達、御お嬢じよう様さまの情じよう緒ちよってものを考こう慮りよしませんか？」

「情緒と実利が別なのくらい解わかってますって。だから隠かくれてやってるのが楽しいんじゃないですか！　違いますか！」

　後者が本ほん音ねですね、と思っていると、一人が顔を上げた。

「執事長、各務かがみ様が戻ってきます！」

　はい、と応じて、光こう太た郎ろうは堀ほり之の内うちに告げた。

「御嬢様！　各務様が戻ってこられます！」
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　各務がラウンジに戻るのを、堀之内は窓まど際ぎわのテーブルセットについて待っていた。

　椅い子すに座って窓の外を見ている振りは終わり。各務に気づいた風ふうで、

「買ってきましたの？」

「ああ、ハンター君は寝てしまっているようだね」

　と、光太郎に抱えていた缶かんを渡す各務が、小さく笑った。

「待たせたかね？」

「御自分がそう思うならそうなんではありませんの？」

「判はん断だんを他人ひと任まかせにする子だね全く」

　そう言う分の元気は戻ったらしい。自分としては会え釈しやくし、話を切り出すだけだ。カウンターから侍じ女じよ達が軽食としての目玉焼きを載のせたトーストや、湯通しした野や菜さいに焼いた豚ぶた肉にくを絡めたものなどを出してくるが、今はそれを横に置き、

「メアリーの術じゆつ式しきが解わかりましたわ」

「解ったとは、事実かね？」

　ええ、とここは応じられる。何しろ堀之内家と米国アメリカU.A.H.F.が精せい査さしたのだ。それは、

「彼女の攻こう撃げきは、消しよう滅めつ術式の引き寄せですの」

　はい、と光太郎がカウンターから出てきて、こちらのテーブルの脇わきでグラスにロックアイスを砕くだき入れ始めた。そして彼は術式陣じんを開き、

「御嬢様の御ご指し示じ通り、光学映えい像ぞうを撮とり、検けん分ぶんしていて解りました」

　見えるのは、今日きようの午後に生じた東とう京きよう湾わん上での戦せん闘とうだ。

　全長五百メートルの、鎌かまを束たばにしたような黒のマギノデバイス。それは各務のディカナンタラを削けずり、砲ほう撃げきを全て無効化した。あれは、

「各務様の副ふく砲撃などが抉えぐり消えるプロセスですが、──これは反はん射しや系の術式防ぼう御ぎよではなく、抉るタイプの消滅術式を、外に発生させ、内に振っているんです」

「鎌、ということか」

　ええ、と光こう太た郎ろうが言う。そして術じゆつ式しき陣じんとして、新しいものが開いた。

　その画面の中、まずは右から左へと大きな鏃やじりが飛ぶ。

「メアリー様の攻こう撃げきですが、まず、先せん端たんに消しよう滅めつ力を持った見えぬ砲ほう撃げきが飛びます」

　これだけでも、充分に強力だ。だが、

　……ここから先、ですわね？

　メアリーの〝刃やいば〟は、まっすぐ前に飛んだ後、一ひと捻ひねりが来るのだ。それは、

「ここから、メアリー様の攻撃は〝戻る〟のです」

「戻るときに、また攻撃判はん定ていがあるのだね？」

「違います」

　光太郎が、会え釈しやくの後にこちらを見た。自分も首を下に振って返すと、彼は一ひと息いきを入れ、

「メアリー様の攻撃は、その戻りの軌き道どう全ぜん域いきと、軌道によって囲まれていく範囲全てに消滅の攻撃判定を持つのです」
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　つまり、と光太郎が言った。

「上から見ましょう」

　術式陣の中の画が像ぞうが、一度全て消える。そして画面下側から、真ま上うえへと一直線に白いラインが伸びていった。

「このときは、先端側にしか攻撃判定がありません。しかし──」

　言っている間に、線の先端が、左下へと転身した。

「返します」

　鎌かま振ふりだ。そしてこのとき、線だけで描かれていた図に、あるものが生じた。

　先に立っていた白の垂すい直ちよく線と、その先端から左下に落ちていく斜めラインの先。

　斜行の先と、始まりの垂直線。この二つを等高で結ぶ三つ目のラインが生まれたのだ。

　斜行のラインはそれからも伸びて行く。そんな動きに従い、斜行・垂直・等高で作られた三さん角かく形けいの面積は広くなっていくが、

「成なる程ほど……」

　その拡大していく三角形が、ラインと同じ白で塗りつぶされた。

　直後。斜行のラインが、左下から右下向きになった。

　始まりの位置、そこへ向かって閉じていく。今や白の面積は巨きよ大だいな三角形へと変わった。そして、白のラインが始し点てんに届けば、塗りつぶしで描かれた図形は、左に浅く、垂直に長い三角形だ。つまりこの三角図形の意味は、

「──行きは貫かん通つう。戻りでこそ一気に全てを食う消滅術式と、そういうことかね」
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「解わかりますか？」

　光こう太た郎ろうが、窓まど際ぎわのカーテンをつかんで言うのを各務かがみは見た。

　彼は、カーテンを一度半なかばまで閉じ、

「戻りの動きにおいては、カーテンを、中央に向けて閉じるのにも似てますね。つまり砲ほう撃げきを起き点てんとした往おう路ろと復路を結ぶワイプ型攻こう撃げきです。かなり高速でそれが行われるので、私達には防ぼう御ぎよで消しているように見えるんです」

「背後からそれが来るというのが厄やつ介かいだね」

「いえ、戦せん闘とう中の映えい像ぞうを精せい査さしたところでは、正面となる彼ひ我が間でも発動しています」

　それはどういうことか。

「相手の後ろに回さずとも、射しや程ていはある程度、自由自在か」

「はい。各務様もそのあたりを察せられていたからこそ、主しゆ砲ほう撃げきを撃うち込んだのでは？」

　よく解わかっている。だが、彼は言葉を続けた。

「ハンター様達の検けん分ぶんでは、この術じゆつ式しきは空間消しよう滅めつを扱うものだとの事です」

「それは──」

「戦闘中、各務様がメアリー様に確保されたり、メアリー様が由ゆ来らい不明の加か速そくをしたことがたびたびありました」

　憶おぼえている。何か引き寄せられたり、妙みような加速を入れているのかと思えば、

「空間を抉えぐり取った上で、その裁さい断だんを縫ぬい合わせているんですのね？」

「慧けい眼がんです御お嬢じよう様さま。──空間転移系けいの術式がベースにあるのでしょう。ひょっとすると、元々は空間接せつ合ごう型の移動術式だった可能性もあります」

「かもしれませんわね？」

　でも、と堀ほり之の内うちが首を傾かしげた。

「裁断するなら、すぐ手前から拡散した方が楽ではありませんの？　何故なぜ、遠くに復路の起点を発生させているんですの？」

　ああそれなら、と自分は一ひと息いきを入れ、右の手を軽く振った。

「昔のことだ。──消滅術式は危険な術であるから、だ」

　……全く、覚えの良い子だ。

　そう、自分が教えたのだ。あの世界の術式の理に合わせたものとして、

「花火と同じだ。子供が持つには少々危ない。──ゆえに発生においては離れた位置で使えと、そう指し示じをした」

「……いい生徒でしたの？」

「身の程知らずではあるがね」

　言って、息を吸うと、匂においが来た。

　バター、胡こ椒しよう、肉の匂いに、湯ゆ気げを伴った野や菜さいの葉や茎くきの甘い香り。

　空腹だったのだな、と今いま更さら思う。すると、

「各務かがみ様、リクエストのメッコール・ストロング牛乳です」

　光こう太た郎ろうが差し出してきたグラスの中身を、軽く掲かかげてから一気に飲む。

　……おお。

　喉のどが〝通った〟。そんな感じがある。急に胃いが動き、喉から下が、更さらに腹の奥へと引っ張られるような感覚があるが、そろそろ潮しお時どきなのだろう。気分は、もはや上を見始めている。

　料理が目の前にある。新しい、と、そう思った。これまでのものが古かったという訳わけではないが、正面、堀ほり之の内うちにもグラスがサーブされるのを見つつ、自分は言う。

「過去は過去だね」

「でもしがみつかれるなら、振り返って払うことも必要ですのよ？」

「──君は？」

　問うと、堀之内がこちらと視線を合わせて、しかし目が通じた瞬しゆん間かんに窓の外を見た。

「しがみつかれたことはありませんわね」

「甘えた方かね？」

「幸せだったと言うことですわ」

「認めるものだね」

「誇りですもの。──貴女あなたの正義は、そうではありませんの？」

「では、そちらのハムステーキを頂いただこう」

　あ、とカウンターの侍じ女じよ達が声をあげるが、堀之内は逆らわないし、光太郎も彼女達を手で制す。そう。そうでなければいかんよ光太郎君。

　だって私がジュースを振る舞ったのだから。
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　メアリーは、術じゆつ式しき科か校こう舎しやの前で、はっとして懐ふところを叩たたいた。

「しまった……！　准じゆん将しように請せい求きゆう書しよを渡してないですね……！　これは踏み倒される……」
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「……随ずい分ぶんと、元気になりましたわね」

　堀之内は、吐と息いきでつぶやいた。

　既すでに三皿さら目に取りかかる各務を見ていると、心配は無む駄だだったかと、そんな事を思いもする。というか随分と皿を回しながらスプーンやフォークを手た繰ぐるのが上手うまい。音を立てないあたりもちょっと隠かくし芸げいじみていて感かん嘆たんする。

　だが、こちらがそんな彼女を見ていると、不ふ意いにこう言われた。微笑つきで、

「感かん謝しやする」

　……な、何がですの……!?

　思いはしたが、問いはしなかった。問えば答えが来るし、その答えを聞いたら赤せき面めんどころでは済まない気がした。ええ、確実に叱しかる。超ちよう叱る。何しろ一人で背負いすぎなのだ。この異世界からポンとやってきた自じ称しよう神みたいな存在は。

　ただ、こちらの遣やり取とりに〝間〟を感じたのだろうか、一いち礼れいした光こう太た郎ろうが新しい術じゆつ式しき陣じんを展開した。

「本日の戦せん闘とう。最後の流れの確かく認にんです。御お嬢じよう様さま、各務かがみ様」

　ん──、と向こうでハンターが起きた。

「いい匂におい──」

「こっち来なさいな、ハンター」

「二人用のテーブルセットに椅い子す横付けって、モロにバースデー席じゃん……？」

　だがやってくる。皿さらも来た。極ごく厚あつのハムステーキに野や菜さいがついて、ブレッドは籠かごに入ってくるという塩あん梅ばいだ。

「貰もらおう」

　ハンターより先に各務がブレッドを取るあたり、流石さすがだ。

　そしてハンターが注つがれたグラスの中身を飲み、ビミョーな顔をしたところで、光太郎が言葉を続けた。

　大おお判ばんの術式陣。そこに映るのは、今日きようの戦闘の最後の展開だ。各務のマギノデバイスが主しゆ砲ほうを撃うち、突とつ撃げきを敢かん行こうする。

「──これが、各務様の今回唯ゆい一いつと言って良い成果でした」

「あのサクサク消える砲ほう撃げきを、向こうが使ってこなかったのは？」

「ええ、各務様の最後の突撃が成功したのは、先に砲撃を行ったため、メアリー様がその処しよ理りを優先したからでしょう。──その隙すきにマギノフレームの突撃が叶かないましたが、次はメアリー様も対応してくる筈はずです」

　同じ方法は二度と通じない。更さらには、

「向こうも、自分の砲撃のネタがバレてると悟さとって、色々な手段で来るだろうね」

　その懸け念ねんに対して、自分には言うべきがある。

　それは、当然のこととして、

「次は私も最初から出ますもの。勝しよう機きは増えるはずですわ」

　何故なぜなら相手は、こちらと相あい対たいしていない。だが自分は、各務を通して相手のことも、その技術なども知っている。ならば、

「期待しよう」

　各務かがみの言葉に頷うなずいたとき、

　……え？

　ハンターや光こう太た郎ろう、侍じ女じよ達がこちらを凝ぎよう視ししているのに気づいた。

「な、何見てますの!?　見み世せ物ものじゃありませんのよ!?」

「いや、すごく、……反応モロ出しっていうか」

　窓の外を見る振りで、映る自分の顔を確かめるあたり、自覚は結けつ構こうある。
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　メアリーは、請せい求きゆう書しよの件をどうしたものかと思いながら、術じゆつ式しき科か校こう舎しやの壁を歩いていた。

　黒で塗り固められた術式科校舎には、地上からの入り口がない。否いな、正確に言えばあるのだが、それは荷物を搬はん入にゆうしたり、内部での仕事をする人のための通用口で、いみじくも〝魔ま女じよ〟の使うべきものではない。

　ゆえに術式科の入り口は屋上にある。

　古こ来らいよりの〝魔女〟ならば、空より来きたれ。そういうことだ。

　メアリーも飛ひ翔しよう系けいの術は修めている。が、そういう気分ではないときもある。友人達の分の飲み物を自分から買いに行くときがそうだ。

　歩きたい。

　だから帰りにおいても、校舎の側面を歩いて上り、屋上に行く。

　空が望める場所。月を真ま上うえに見られる場所。黒い校舎の屋上は、しかし幾いくつかの光に満ちていた。

　生徒達が、儀ぎ式しきや、術式陣じんの研究を行っているのだ。

　お、と日常使用可能な術式の構こう築ちくを行っていた班はんが振り向く。彼女達は学校側と組んで、たとえば一般世せ帯たい用の普ふ及きゆう術式を開発している一いつ派ぱだ。

　ヘクセンナハトに向けたランカーも多い一方で、魔女としての本分は忘れていない。

　……この世界の魔ま術じゆつとは、元々、日常で対たい処しよしにくいものを叶かなえる特とく殊しゆ技術だったのです。

　怪け我がの治ち療りようや天てん候こう操そう作さに予知、複雑な計算や人の感情を左右させる音楽や演劇もまた、魔術の内だった。

　そういった歴史を知って、この世界への愛着を持った。

　自分の故こ郷きようは、何もかもが〝神〟に抵てい抗こうしなければならないと、そういう政策だった。無む論ろん、その中でも日常用の着ちやつ火か術式や灯とう光こう術式などもあったのだが、それらの使用は燃ねん料りようの関係から制限が掛かり、つまりぎりぎりだったのだ。

　だからこの世界へと来て、まず思ったのは、何もかもが軍事という事ではない事だった。

　基本に日常が有り、そこから軍事が発生している世界。

　これは、己おのれにとっては異常だった。

　逆ではないのか。

　言葉も通じず、服も何も違う自分に対し、町の人は、余所よそ者ものとして排はい斥せきを掛けてくるかと思えばそうでもなく。まずは座れと指し示じの上で、食事を振る舞ってくれた。あとで教えて貰もらったことだが、自分の行ぎよう儀ぎが良かったので、敵ではないと判はん断だんされたらしい。

　ただ、警察というのも、軍事ではなかったし、そして軍があるかと思えば、それよりも上の組そ織しきがあるという。

　しかもそれは、学校だと言う。

　U.A.H.の保ほ護ごを受け、未み登とう録ろく魔ま女じよとして、その学校に所しよ属ぞくするかどうかを聞かれる頃ころには、翻ほん訳やく術じゆつ式しきも理解出来ていた。

　実力としてランク二桁けたのスタート。行くべき科は、術式科を選んだ。別に魔ま術じゆつを修めようと思った訳わけではない。この世界における魔術のあり方や歴史を知りたかったのだ。

　軍事、戦せん闘とうから始まらない、文化や文明としての魔術。

　それは虐しいたげられたり忘れられたりもしたものだが、しかし残り、黒の魔女への対たい抗こう策さくとして筆ひつ頭とうとなる。

　やがて言葉も覚えたとき、この世界の魔術が自分は好きになっていた。

　戦うために憶おぼえて、しかし滅びを止められなかった己おのれの術式と体系を、正直、嫌きらっている部分はあったのだ。役立たずだと。

　だが、それを、別のことに転用出来る世界がここにある。

　だから一度は、戦うことをやめようと、そうも思ったのだ。

　そして、あるとき、ふと、横よこ浜はまと呼ばれた町に行ってみた。そこは自分が初めてこの世界に降り立った場所。

　出会った人々が何を言っているか、当時は解わからなかったのだ。

　再訪した先、こちらのことを憶えている人がいて、当時、自分が現れたときの、ランカー級をU.A.H.が保護したというニュースを術式陣じんで見せてくれた。

　そこで当時、食事を振る舞ってくれた理由を聞きもした。

　有り難いと思う中で、ふと、こう言われたのだ。

「ヘクセンナハトのランカーとして、戦うのかい？」

　問いかけは解りやすいものだった。

　答えも、解りやすいものだった。

　何故なぜなら、自分にはこう答えられるのだ。

「いえ、自分は、もう敗れたのですから」

　そうかい、と皆は言った。そしてこう言った。

「何かあったら、こっちに来な。アンタには、やれることがかなりあるよ」

　と言われ、はいと頷うなずき、しかし帰り道に愕がく然ぜんとした。

　自分は、自分を拾い、正しく扱ってくれた人達に対し〝貴方あなた達を護まもれない〟と、そう言ってしまったのだと。

　いや、実際護れない、とは思う。

　何しろ、この世界にいる黒の魔女に対し、自分の故こ郷きようの〝神〟は、紛まがい物ものだった。准じゆん将しようも言っていたが、あれは本体ではなく、滅びる力の残ざん滓しでしかなかったのだ。そんなものに敵かなわなかった自分が、どのようにして黒の魔女に対抗出来ると？

　だが、そうではない。

　問題は、そこではないのだ。

　この世界の魔ま術じゆつは、元々が護まもるためのものではない。

　自分は、どうなのだ。

　昔、自分が目め指ざした人が言っていた。

「他人がどうなのか、ではない。自分にとってどうなのか、だ」

　その通りだ。だから振り返らずに帰り、ランカー戦に挑いどむことにした。

　一ひと桁けたになったとき、横よこ浜はまの彼らがこちらを応おう援えんしていると、そこを地元とする魔ま女じよから聞いた。だったらそれでいい。

　ここで、自分に何もかもの可能性を見せてくれたここで、自分は自分に出来ることをする。

　それだというのに、

「全く……」

　それ以前の自分に戻してくれる、厄やつ介かいな人が来てしまった。

　歩きたかったが、ここまでだ。空の見える場所に来た。

「おーい、メアリー」

　友人達が手を振っている。彼女達には自分の事情を話してある。だから気き兼がねなく、

「飲み物、買ってきましたよ」
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　おお、と缶かんを受け取った皆が早さつ速そくその口を開ける。代金は先で、重ねるように受け取っている。そうすることもまた幸運のジンクスなのだと、そんな話があった気もする。

　ふと、横浜方面、復ふつ興こう都市の夜や景けいが気にはなった。

　ここからだと普通科寮りようと校こう舎しやが邪じや魔まで見えにくいが、東とう京きよう湾わん南西沿岸は見えている。浦うら賀が水すい道どうの入り口より奥、そこの空は下から照らされた色があるのだ。

　すると皆の内、着ちやつ火か術じゆつ式しきを検けん分ぶんしていた班はんが振り向き、

「メアリー、火を呼ぶけど、何か焼く？　芋いもかホイル蒸むしの魚か」

「また貴女あなた達は……」

　真面目まじめに研究開発しましょうよ、と思う。が、

「今は露ろ天てん用の術式だからそれでいいんだよメアリー。非常時用のものだからさ」

「とはいえ、私の術式体系だと、この露天用こそがオリジンなんだけどねえ。これで供く物もつとかをじっくり燻いぶすんだよ。お母かあさんがいつも夜よ露つゆの濃い夜にそうしてた」

「そ。だから食って行けよメアリー。明日あしたは本番なんだろ」

「え？」

　といきなりの振りについて行けないでいると、他、天てん文もん関係を検分していた班の皆が振り向いた。

「もうちょっと西から上がって来なメアリー。験げんが被かぶるよ」

「下に来たら聞きなよ。ジンクス山盛りだよ私達にかかればね」

　そう、と言ったのは、風読みの魔ま女じよだ。彼女は屋おく上じように上がってくる階段から顔を出しながら、吹き流しを立て始め、

「そうそう。──いつも言ってたろ。アンタの師し匠しよう。引くくらい尊そん敬けいしてた准じゆん将しよう？　それと戦えるんだろ？」

「でも」

　と自分は、うつむき気ぎ味みに皆に言った。

「目の前にすると……」

　いけない。どうにも、恨うらみが先に立つと、そう思う。

　だが、皆は既すでにそのことも知っている。

「恨みとか何とかあっても、いいじゃん」

「そうそう。恨みをどうするかっていうのも魔女の御み技わざだよ。捨ててもいいし、叶かなうようにしたっていい。メアリーはとりあえず、自分でどうにかするって決めたんだから、とりあえずやってくりゃいいよ。終わった後、まだ残り滓かすがあるなら、私達に預けるといい」

「うちの使し役えき体たいは恨み節ぶしが大好きだから、出来ればこっちね」

　まあまあ、と言うのは、三年のまとめ役だ。周囲の班はんの出来を計上していた百人班はん長ちようが、

「──その人、生きてたんだろ？　恨みとか何とかあっても、生きてこそなんだから、自分の感情否定するなよ」

　そうとも、と缶かんを掲かかげたのは、着ちやつ火かの炎ほのおであたりを照らし始めた自分の友人達だ。

　皆、こちらが買って来た缶ジュースを高く持ち上げ、

「我ら術じゆつ式しき科か代表の勝利を祈き願がんして乾かん杯ぱい」

「頑がん張ばれ」

「そうとも」

　言われ、応おう援えんされているというのが解わかり、

「────」

　笑った。声には出さないけど、表情はきっと笑っているはず。

　ここが魔女の最さい先せん端たん。自分の故こ郷きようではあり得なかった、生きていくための術すべから生じた魔ま術じゆつが、それでも人を護まもろうとする最先端。

　そこにいて、そこにいる仲間達に応援されている自分は、皆と等しいだろうか。

　だが、嬉うれしい。歓かん喜きは笑いを呼ぶ。今は恨みとは別で、己おのれの祝福時間だ。

　素す敵てき。

　そして皆が、こちらの手元を見た、缶ジュース。しかし

「メアリー、でも、いつも一本余よ計けいに買ってるのって、何それ」

「ああ、これは──」

　応じている間に、夜が更ふけていく。

　明日あしたは戦せん闘とう。決けつ着ちやくの日だ。

　見れば普通科寮りようの最上階は明かりがついている。

　戦う準備を、向こうはしているのだ。
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　戦闘の開始時間は、夕刻となった。

　ランク上位のメアリーからの進言だ。午前と午後は授業に出て、そこからお互いの待ち合わせ場所となったのは、やはり桟さん橋ばしだった。

　外がい灯とうの灯ともる人工島の沿岸と、東とう京きよう湾わんの湾岸。横よこ浜はま方面の復ふつ興こうの灯とう火かを見ていたのは、既すでにノーマルフレーム状態のメアリーだ。

　そして、桟橋へとやってきた各務かがみと堀ほり之の内うちを迎えたのは、

「学長先生……！」

　ええ、と頷うなずいた学長が、幾いくつかの術じゆつ式しき陣じんを展開。その中にあるランカー戦の承しよう認にんと、参加者の承認作業を行い、

「さあ、ランク二位と三位、思い切り、戦って下さいね？」

　見届け人としての彼女が、夜空に手を振ってランカー戦開始の合あい図ずを行うと同時。

　ノーマルフレームを展開した各務と堀之内は、メアリー共々に夕の空へと舞い上がった。

　目立った音もなく、動きも地上に残さず。

　ランク二位を懸けた戦闘が始まったのだ。
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　堀之内家の地下指し揮き所しよでは、堀之内と各務の位置などをモニタしつつ、光こう太た郎ろうが実じつ況きよう席に座っていた。

「さあ、始まりました。御お嬢じよう様さまと各務様のランク二位を懸けたメアリー様とのこの一戦。夜の入り口、夕の終わりに空を駆かけ上る魔ま女じよ三人の思いは如何いかに。解説は向むこう正じよう面めん、第七艦かん隊たい上のハンター様にお越し頂いただいております」

「執しつ事じ長ちよう、何かムカつくんで張り倒していいですか」

『というか、そっちー、ボク達の方のデータ、届いてる？』

　指揮所のメインモニタとなる術式陣の中、夕ゆう闇やみを背景にジャージ姿すがたのハンターが立っている。彼女の後ろ、そびえ立つ塔とうのようなものは、空くう母ぼの艦かん橋きようだろう。

　ハンターは、背後の建けん造ぞう物ぶつを指さし、

『本国からの情報は、こっちで一度集計。その上でそちらに送ってる。タイムラグが結けつ構こうあるけど、堀ほり之の内うちと各務かがみは、ランカー戦の規き約やく上、堀之内家のサービスしか受ける事が出来ないからね』

「確かにそうですね、ハンター様」

　光こう太た郎ろうが頷うなずいた。

「米国アメリカの監かん視し衛えい星せいや戦せん闘とう機きを使用した視覚情報は非常に有用です。それを堀之内家で受け、堀之内家のサービスとして御お嬢じよう様さま達に提てい供きよういたします。米国U.A.H.F.は──」

『現状、三人を追えてる。横よこ田たの地下施し設せつに火ー入れるのも久しぶりだって聞いたよ』

　そして、とハンターが術じゆつ式しき陣じんを出した。それは関かん東とうの地図を映したもので、三つの光点がある場所での交差を開始している。その場所は、

『関東西部、秩ちち父ぶ山さん系けい……！』
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　戦せん闘とうは山さん渓けいの方に移動した。

　先行し、場所を決めたのはメアリーだった。それを追う形になった堀ほり之の内うちは肩上で加か速そくの雄叫おたけびをあげる朱雀すざくをミュートした上で、

「……意い外がいに速いですわね」

「一つの世界の魔ま術じゆつ体系。そこの次世代エース候こう補ほが彼女だ。今、術じゆつ式しき科かでの研けん鑽さんを積んだならば、私達が見劣りを感じる部分など無いだろう。しかし──」

「しかし？」

「あいつ、飛ぶときはこう、両腕を前に突き出すのが作さ法ほうだと教えたのだが」

「貴女あなただって今やってませんでしょうにソレは……!!」

　言った瞬しゆん間かんに、ツッコミなのだろうか、

　……あ。

　術式陣じんが警けい告こくをいきなり作った。朱雀が飛び跳ねながら数方向に出すその術式陣の意味は、

「……鎌かまの砲ほう撃げきが来ましたわよ！」
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　各務かがみは、堀之内が即そく座ざの迎げい撃げきを行ったのを見た。

　メアリーの鎌も、流りゆう体たいを用いた術式であることに変わりは無い。ものが〝消しよう滅めつ〟という要素ゆえ、砲撃は不ふ可か視しだが、流体検けん知ちでは確かく認にんが可能なのだ。だが、

　……随ずい分ぶんと〝消滅〟性が高いな……！

　それを作る流体や、放った後の残ざん滓しすら、消滅させている。

　ゆえにここは自分達の感覚よりも、術式や使し役えき体たいの仕事だ。流体生物である使役体は、その視覚に流体情報を捉とらえている。

　今、堀之内の肩上でムーンウォークとスウェイバックを行って〝消滅〟の軌き道どうを体現している朱雀がいるが、もはや鳥ではないだろうアレ。だが、こちらの肩のデカ夫君が毎度のビビリ気質ながらも〝消滅〟のラインを見切っている。

　この〝見切り〟は、堀之内の術式だ。

　御祓みそぎ、結けつ界かいといった術式の体系を持つ神しん道とうは、余所よそ者ものと身内の区別を明確とする。よって視し界かい範囲ではあるが、〝余所者〟の術式を見切る術式を使役体用に彼女が組んだ。

　とはいえそのままでは、大たい気きや地上の精せい霊れい達を拾ってしまうので、ある程度の取しゆ捨しや選せん択たくは行っている。しかしまあ、

「私でも堀ほり之の内うち君の術じゆつ式しきが使えるとは、意い外がいだね」

「神しん道とうくらいのメジャー体たい系けいだと、一般人用にも術式を販はん売ばいや配布して使って貰もらってますのよ？　土と地ち神がみを扱うことも有り、復ふつ興こうではうちがメインになりましたの。今は術式科などでも、各派の生活必ひつ需じゆ術式を体系化してますわね」

「だとすれば、私の術式を堀之内君が使う事も可能かね」

「ええ、貴女あなたの術式を、私が〝捧ささげ物もの〟として奏そう上じようすればいいんですの」

　成なる程ほど、と応じて、幾いくつかを送っておく。

「な、何ですのいきなり！」

「防ぼう護ご系だ。君の装そう甲こうの薄さが心配でね」

「あ、あのですわね？」

〝消しよう滅めつ〟を回かい避ひし、お互いが離れる。そしてまた来る〝消滅〟を避けるため、自分達は距きよ離りを近づけながら、

「術式を頂いただいても、フロギストンハートの過か熱ねつ量りようなどありますし、そんなバンバン使えるもんじゃありませんのよ？　術式の多重使用は出力低下を招きますもの。

　各務かがみだって、そのクラフト能力を考えるなら、一度に多くの術式展開は出来ませんでしょう？　それと同じですわ」

「全く面めん倒どうな世界を作ったものだ」

　と、堀之内の肩上で朱雀すざくが奇き声せいを無音であげた。何が起きたのか、それは術式陣じん上では明確に解わかるのだが、

「……〝消滅〟の出力を上げて来たか！」




　　　　　　　　　　●




　堀之内は、三さん条じようの鎌れん撃げきが突っ走り、そしてまた空を搔かき戻ってくるのを知った。

　……大きい！

　回かい避ひした突とつ出しゆつ部ぶは、厚みはないものの、縦たてに三十メートルを超えていた。そしてそれが、こちらの背後四キロほどにまで突っ走った上で、空を搔き戻ってくる。

「く……！」

　戻りが速い。こちらの飛ひ翔しよう速度を完全に上回っているのは、それが〝消滅〟としての波だからだろう。

　波が、波打ち際でこそ加速するのにも似ている。

　だが、それをかわしても、残った〝消滅〟の残ざん滓しがまだ消えていない。触れれば傷つく障しよう害がい物ぶつとなれば一種のトラップで、更さらには、

『……！』

　朱雀すざくの警けい告こくに従えば、三重射しやが合計で十二度放たれた。

　それは更さらに重ねられ、

「空が……！」

　夕ゆう闇やみを超え、青黒くなりつつある夜空が、〝詰まった〟と、そう見えた。

　直後。こちらに対し、数十の鎌かまが連れん撃げきとして届いた。

　関かん東とう中央。秩ちち父ぶ山さん系けいの広い空が縦じゆう横おうに切り刻まれたのだ。
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　堀ほり之の内うちは回かい避ひに専念した。

　様よう子すを見るわけではない。下手へたな挙きよ動どうを行えばこの〝消しよう滅めつ〟トラップを食らう。しかし遠回りに迂う回かいをすれば、メアリーに自由な時間を与えてしまう。

　今、距きよ離りを詰めることが、そのまま攻こう撃げきや防ぼう御ぎよと同じ意味を持つのだ。ならば、

「朱雀！」

　朱雀のテンションを上げるため、ミュートを切った。すると朱雀が、

「ハイィ……！」

　はっとして振り向くと、朱雀がこちらから目をそらして小鳥のような鳴き声をしている。

　……ま、まあ、聞き間違いかもしれませんわね。

「堀之内君、それ、オウムか赤い九きゆう官かん鳥ちようの可能性が……」

「朱雀！　朱雀ですのよ!?」

　というか、

「回避なさい貴女あなたも……！」
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　回避は術じゆつ式しきを基き礎そとした。

　朱雀とデカ夫の視覚は、流りゆう体たい検けん知ちの目として広いものを見ている。ゆえに彼らが見て、何も無い安全な空間へと射しや出しゆつするのは、

「行き先表示の鳥とり居いだね堀之内君！」

　鳥居だ。各務かがみの方は青、堀之内の方は赤。それを前後五十メートル間かん隔かくで三つ。派は生せい方向をやはり三種三段発生させ、合計十二ずつの赤と青の鳥居が空に幾いくつものルートを描いた。

　行く。

　見えぬ障しよう害がい物ぶつを越え、追ってくる消し去りの切断を避けるために、青と赤の魔ま女じよが宙ちゆうに描かれる鳥居を通過した。時に疾しつ走そうし、跳ねては上がり、また身を回しては下って左右に散って、

「……！」

　交差した。

　二人の背後。時とき折おりに鳥とり居いが切断され、散っていく。だが、巫女みこと聖せい騎き士しは構わなかった。先行表ひよう示じされる鳥居からルートを構こう築ちくし、繫つなげていく。

　しかし先を行く死神も安全な回かい避ひを許さなかった。鳥居が出るならば、というように、その通用門自体を狙ねらった〝消しよう滅めつ〟を放ち始めたのだ。

　構わなかった。

　二人の魔ま女じよは加か速そくし、鳥居が破は壊かいされたならば、その切断面を知覚。〝消滅〟術じゆつ式しきの軌き道どうを読み、敢あえてそこへと飛び込む動きすら見せたのだ。

「つ……！」

　巫女の装そう甲こうが削けずれ、聖騎士の大たい剣けんに爪つめ痕あとのような一線が幾いく度どか走った。

　しかし二人は前に出て、

「堀ほり之の内うち君！」

　聖騎士が叫んだ。

「鳥居が近い！　もっと距きよ離りを空あけよう！」

　五十メートル基き準じゆんは、飛ひ翔しよう速度として秒速がほぼ等しくなる時速百八十キロを見み据すえたものだ。だが青の魔女はこう言った。

「百二十メートルだ堀之内君！　ついて来られるね？」
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　青と赤の色が加速した。

　黒の色も加速をするが、背後方向へと飛ぶ姿勢では限界がある。

　ゆえに死神は自分の武ぶ装そうを解除した。その三連鎌がまの刃やいば部分を展開スライドさせ、これまでにも見えていた内部の露ろ出しゆつを高くしたのだ。

　その上で、

「……っ！」

　内部構こう造ぞう体たいから、赤あか紫むらさきの流りゆう体たい光こうを散らし、死神は最大限に空を削った。
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　三人の行方ゆくえを上空の監かん視し衛えい星せいとともに追っていた厚あつ木ぎ所しよ属ぞくのF-23四機小しよう隊たいは、ほぼ水平となる戦せん闘とう高度から、それを見た。

『おい……』

　関かん東とう西部、秩ちち父ぶの山さん系けいは、その関東中央側においては、北西から南東へと流れるような山々を持っている。

　今、監視を行う彼らの目には、奥から手前へと連なる山々が見えていたのだが、

『爆ばく撃げきか!?』

　左から右、北から南へと、幾いくつもの山々の頂ちよう上じようが破は裂れつしたのだ。

　それだけではない。山の中ちゆう腹ふくや尾お根ねなども、一いつ瞬しゆん揺らぎ、直後に消しよう滅めつし、土砂どしやの爆ばく発はつを打ち上げる。

　全員のHUDの中、山さん系けいの地図上が北から南へと一気に赤く染まった。

　距きよ離りにして現状既すでに三十キロ。そこからも伸びていく破は壊かいの応おう酬しゆうが、今、破裂の最さい先せん端たんとして夜空を飛ひ翔しようしていくのだ。
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「危ないですわね……！」

　堀ほり之の内うちは出力のほとんどを加か速そくと制せい御ぎよに費やしながら叫んだ。

「でも、──見えましたわ！」

　いる。夜の向こう。もはや連なりは七なな重えとなった鳥とり居いの先に黒い死神がいる。

　既すでに鳥居の間かん隔かくは二百十メートルとなっていた。

　それだけの加速をする一方で、向こうは裁さい断だんの幅を上げてきた。

　空が不ふ可か視しのまま割れ、大だい地ちが破裂した。

　高度は五キロほどを保っているというのに、それで地上側にまで届くとは、

　……どれだけの〝鎌かま〟ですの!?

　否いな。自分の射しや撃げきとて、そのくらいは充分に届く。問題は相手の攻撃が〝消滅〟という、消しよう費ひ流りゆう体たい量りようを考えるとうんざりするような術じゆつ式しきだということと、その効果範囲だ。

　彼女の攻撃は、砲ほう撃げきなどではなく、超大体積の攻撃術式なのだ。

　明らかに、流体量の獲かく得とく性と、プール量では自分達を凌りよう駕がしている。自分と各務かがみ、ハンターを合わせても、彼女には届かないかもしれない。

　ノーマルフレームの今ですら、その攻撃範囲と威い力りよくは並のマギノフレームを超えているだろう。

　しかしこちらも、

『けちょおおおおおおおおおお！』

　絶好調の朱雀すざくに合わせ、加速する。

　次の瞬しゆん間かんには大たい気きが切断され、消し去りの力が追ってくる。交差する。それら全てを超えてかわし、前に出る。すると、

「堀之内君！　遠方ならば弧こは大きい。私が前に出るから、君は──」

「解わかってますわよ！」

　見えているのだ。ならば後は、

「行きますわよ……！」
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　メアリーは、自分への道が通じたのを悟さとった。

　青の鳥とり居いだ。

　しくじったのだ。

　先行し、赤の鳥居が一いつ瞬しゆん前に出てきたとき、自分はそれに反応してしまった。

　ノーマルフレーム時の鎌かまは三連。その内の一発を、赤の鳥居に発はつ射しやした。

　砕くだいた瞬しゆん間かん。青の鳥居が右に出現した。

　遠すぎる。フェイント。囮おとりだ。ゆえに待った。

　すると別の青の鳥居が左に来た。

　これもフェイント。だが視し界かいの邪じや魔まだ。だから両方を巻き込む軌き道どうで、己おのれは鎌を撃うった。

　直後、ある場所に鳥居が出た。

　砕いた二つの青の鳥居。その間に出たのだ。

　先の二つの鳥居に重なったり、それらの行く先に表ひよう示じされたなら、対応出来たろう。

　左右から、中央への変化。そんな小さなフェイントに迷いを生じた。

　撃つべきかどうか。

　一瞬の中で、己は僅わずかに判はん断だんを迷った。

　だが撃った。

　直後。あるものが見えた。

　先ほど砕いた赤の鳥居の破は片へんの陰に、青の鳥居があったのだ。

　……あれは──。

　そこが本ほん命めいだった。

　中央に出た青の鳥居はフェイント。赤の鳥居を先に潰つぶさせ、青が本命と錯さつ覚かくさせてからの、

「重ねた鳥居から、二人同時の通行ですか……！」

　赤の鳥居に重なった青の鳥居。

　そこから二人の魔ま女じよが加か速そくし、こちらへと飛び込んできた。
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　メアリーは見た。こちらの消しよう滅めつ術じゆつ式しきの鎌を各務かがみが強ごう引いんにかいくぐり、

「く……！」

　遂ついに懐ふところへと飛び込まれる。

　加速力は充実。全身を叩たたき付けるような大たい剣けんの一振りを、己は三連鎌で受け止めた。

　衝しよう撃げきを背後への加速追加としながら、

「昨日きのうとは違う……！　そういうことですか！」

「君はかつての模も擬ぎ戦せんと同じかね、リース」

　大たい剣けんを振りかぶられ、告げられたなり、自分は速度制せい御ぎよを行使、相そう対たい速度を利用した蹴けりを相手にぶち込み、その反動でまた加か速そくしながら、

「行ぎよう儀ぎの悪さはこちらに来てから憶おぼえましたよ！」

　蹴った先には、〝消しよう滅めつ〟の鎌かまの戻りがある。

　だが相手は、振りかぶった姿勢の刃やいばを展開した。

　空くう砲ほう。

　それはこちらの頭ず上じようへと空中を跳ちよう躍やくするような動きだ。

　かわされた、と思った瞬しゆん間かん。先ほど相手がいた場所を〝消滅〟が食った。

　違った。

〝消滅〟が相手のいた位置を搔かく直前。その鼻先を抜けて光が飛ひ来らいしたのだ。

　巫女みこの放った矢だった。

　高速で飛んでくる一発は、それこそわずかなミスで自分の仲間を貫つらぬくものだろう。だが、

　……構わず射うったんですね……!?

　どうしてそんなことが出来るのか、という疑問の答えは一つしか無い。自分は息を吞のみつつ、飛ひ翔しようしてくる矢と、頭上の相手を巻き込むだけの鎌を薙なぎ払う。

　と、即そく座ざに上からの反応があった。

　相手が、身を空中で振り、スラロームするようにこちらへと飛び込んできたのだ。身体からだをスイングする勢いを大剣に乗せ、

「逃がさぬよメアリー……！」
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　各務かがみは、メアリーとの激げき突とつを望んだ。

　剣けん戟げきではあるが、高速域の勝負だ。足あし捌さばきで渡り合うのではなく。加速を乗せた身を刃と共にぶつけ、相手を穿うがとうとする空中格かく闘とう戦せんだ。

　お互いは有利な位置を取ろうとし、振り返っては防ぼう護ごをし、しかし北へと宙ちゆうを加速する。

　刃がぶつかり、勝利への布ふ石せきになるよう、自分は相手の姿勢を崩くずそうとし、メアリーの方はこちらを〝消滅〟術じゆつ式しきに食わせようとする。

　超ちよう至し近きんで消滅の鎌を絡めながらの遣やり取とりだ。

　無む論ろんこちらも、隙すきあらば剣戟からの砲ほう撃げきまでを叩たたき込む。

　爆ばく風ふうなど、一いつ瞬しゆんで背後の空だ。

〝消滅〟の鎌に腕や膝ひざの装そう甲こうを削けずられても、なお突とつ撃げきと連打を止める気は無い。

　……頼む。

　各務は思った。

　……話を聞かせてくれ。

　失った世界の何もかもを、聞かせてくれ、と。

「各務かがみ！」

　堀ほり之の内うちの声が響ひびいた。

「押してますわよ……！」
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　回転が速い、とメアリーは息を詰めた。

　威い力りよくはこちらが上、性能という意味でも、こちらが上だろう。

　だが、攻こう撃げきの連動など、技術の面で相手の方が上にいる。

「く……」

　致ち命めいの一いち撃げきを幾いく度ど送っても、この相手は回かい避ひし、接近と激げき突とつを望んでくる。

　こちらが下がり、そこからの攻撃を放てば、相手は正に髪かみ一ひと筋すじの回避を行い、更さらには、

「……もう一人！」

　巫女みこの射しや撃げきが、陰から来る。自分が高速で先行している以上、死角に回られるのは防いでいるが、それでもメインの相手に気を取られれば危険な一発だ。

　……凄すごい。

　と、ふと思って、しかし今の思し考こうを消す気にはならない。

　そう、この相手は、凄かったのだ。

　自分の故こ郷きようにおいても、仲間達を率ひきい、連動を進め、〝神〟の軍ぐん勢ぜいに幾度となく勝利した。

　だが、だがそれでも、

「何で……」

　刃やいばを交差し、流りゆう体たいの光を散らしながら、そして〝消しよう滅めつ〟を叩たたき込みながら、後ろへと高速で下がる己おのれを止めることなく、自分は叫んだ。

「何でこれだけ出来るのに、私達の世界から逃げ出したんです……！」
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　堀之内は聞いた。空の中、僅わずかに先行する二人が、攻撃を弾はじき合い、回避と移動を共にしながら、言葉を交わすのを、だ。

　……メアリー……？

　快音と流体光の飛沫しぶき。空と大だい地ちの破は裂れつと揺らぎの棚たな引びき。

　そういった力の先せん端たんで、メアリーが問うた。

「憶おぼえていますか!?　皆、貴女あなたを信頼し、救って貰もらえると思っていたのに！」

　それは、きっと、自分の知らぬ世界のこと。

　恐らく、別に存在し、消えていった創そう作さくの世界のこと。

　そして、メアリーの告げる世界とは、

　……各務かがみの妹が、作った世界ですのよね？

　ならば、答えは明確だ。

「──ああ、憶おぼえているとも」

　各務の言葉に、メアリーが蹴けりを穿うがった。

　それは大たい剣けんに阻はばまれ、轟ごう音おんが響ひびいて死神が空を跳ねる。

「憶えている、と……!?」

　ならば、

「ならば、何故なぜ！　何故、逃げたのですか!?」

「言ってどうなるものでもあるまい……！」

　確かにそうだと、自分は思った。

　各務に理り屈くつがあったとすれど、それを聞いて何もかもを納なつ得とく出来る筈はずもあるまい。

　もし、各務が〝正しかった〟ら、どうするのか。

　恐らくメアリーには、そこまでの思いがない。

　各務が逃げたという、その一点が、彼女の現状の全てであり、判はん断だん基き準じゆんなのだ。

「だったら……！」

　メアリーが言った。

「貴女あなたを超えて、過去の何もかもを過ぎた事とします！」

　ああ、と各務が応じた。大剣をメアリーの肩へと叩たたき込みながら、

「その意い気きや良し!!」

　直後。メアリーが鎌かまを防ぼう御ぎよに構えた。そして刃やいばがぶつかり、火花が散った瞬しゆん間かん。

　……来ますわね……!?

　堀ほり之の内うちは、先行する二人と共に叫んだ。

「マギノフレーム、召しよう喚かん……！」




　　　　　　　　　　●




　光こう太た郎ろうは、堀之内家の関係社しや寺じが送ってくる地上側からの映えい像ぞうと、米国アメリカU.A.H.F.が送ってくる空と天てん上じようからの映像に、視線を送っていた。

　侍じ女じよの内、流りゆう体たい検けん知ちを行っていた者が叫ぶ。

「三人同時に莫ばく大だいな流体放出！　マギノフレーム、出ます!!」

　音は聞こえない。だが、幾いく人にんかの侍女がつぶやいた。

「がらん　がらん　がららん……」

　堀之内のマギノデバイスが、その全体を展開していくときの音だ。

　大おお鈴すずの音ね色いろ。そして各務かがみは、大おお鐘がねの響ひびきだ。

　メアリーの召しよう喚かん音は、鉄てつ鎖さの走る音だったろうか。

　それらの大鳴りを実際の空に流しながら、今、

「マギノフレーム、合がつ致ち!!」

　三者の巨きよ影えいが夜の空に出現した。

　だが、おかしなことがあった。

「……あ、あれ？」

　モニタを確かく認にんして状況報告の助けとしていた侍じ女じよが言う。

「おかしいですね……」

　流りゆう体たい検けん知ちをしていた侍女も、慌あわてた動きで椅い子すから立ち上がりながら、こう言った。

「いないですよ？」

　そうだ。自分も、突とつ然ぜんのことに、我が目を疑っている。

　指し揮き所しよの巨きよ大だいモニタとしての術じゆつ式しき陣じん。

　米国アメリカU.A.H.F.や堀ほり之の内うちグループからの情報を流していたその中。大写しとなっていた夜の空に、三体のマギノフレームがいないのだ。

　空は、無人となっていた。それはつまり、

「……御お嬢じよう様さまが行方ゆくえ不ふ明めい!?」
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　ハンターは、大体の理り屈くつが解わかっていた。

　だが、実際で見ると、正直、無む茶ちや苦く茶ちやすぎる。

　……マギノデバイス三体を、消した？

　今。甲かん板ぱんに立つ自分の周囲では、幾いくつもの術式陣が現れては消えている。どれもこれも、関かん東とう西部の空を観測や計測して、そこに各務達がいないのを確認しているのだ。

　しかし、そうではないと自分は思った。だから手を上げ、

「──本国側、監かん視し衛えい星せいからの洗い出しを行って」

　それも、

「衛星軌き道どうを移動している衛星からじゃない。恐らくは固定式のもの。そこに注ちゆう視しして！」

　何故なぜなら、という言葉の先は、今ここで作れる。

　何が起きたのか。その答えは、

「ランク二位が、戦せん場じようを変えたんだ！　消しよう滅めつ術式による吸い込みを利用した移動術で、ね。

　位置は恐らく二カ所！　片方には各務とランク二位！　もう片方には堀之内が──」

『見つけたよハンター！』

　艦かん内ない。艦かん橋きよう部ぶを背景に、副ふく艦かん長ちようの魔ま女じよが叫ぶ。

「何処どこ!?」

　問うた先。答えは至し極ごく簡単だった。

『両極さ！　──南なん極きよくと北ほつ極きよく！　その空くう域いきにそれぞれがいる!!」

　つまり、

『ランク二位が、空間を抉えぐって吹っ飛ばしたのさ！　地球半分の距きよ離りをね……！』
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　堀ほり之の内うちは、寒さを感じた。

　……ここは──。

　何処どこだ、と思う心とは別に、視し界かいが闇やみを感じている。

　ブラックアウトだ。メアリーのマギノデバイスが用いる〝消しよう滅めつ〟の鎌かま。その抉えぐりによる空間裁さい断だんに捕つかまり、吹っ飛ばされたまでは憶おぼえている。

　朱あけ竜りん胆どうが鎌の刃やいばに当たらぬよう、軌き道どう制せい御ぎよを掛けはした。だが瞬しゆん間かん的な空間跳ちよう躍やくにも近い移動は、こちらの体調管理加か護ごに多大なストレスを掛けたらしい。起きてはいるが、

「く……」

　身を起こす。

　床はある。朱竜胆のレドーム上。定位置と言った場所だ。だが、

「あ」

　三さん半はん規き管かんが乱れているのか、バランスを崩くずして横倒しになった。

　いけませんわ、と思うが、敵てき襲しゆうや流りゆう体たい検けん知ちの警けい告こくもない。そして視界の中、立ち上がる体調管理加護の臨時強化術じゆつ式しき陣じんと朱竜胆の床の向こう。そこに、あるものが見えた。

　夜空だ。月がある。黒の魔ま女じよの住む場所だ。

　しかし周囲の空がおかしい。夜なのは確かだ。でも、その暗さが妙みように濃い。更さらには、

「ん……」

　這はうようにして身を起こした眼がん下かに広がるのは、

「白……？」

　雲がある、と思った。白く霧きりのような雲うん海かいが、朱竜胆の下を高速に流れているのだと。

　違った。

　周囲に立つ術式陣が教えてくれる。周囲の気温が、

　……マイナス三十二度!?

　噓うそ、と思った。今は夏の終わり、プラス側で三十二度なら納なつ得とくも出来るが、マイナス側とは。大体、マイナス三十度クラスだと、バナナで釘くぎが打てるではないか。

「そんなバナナ、とか、言ってみたりしますの」

　肩上にいた朱雀すざくが、外を向いて『カ──ッ、ペッ』と唾だ棄きのツッコミをしますけど、コレ本当に鳥ですの？

　だが、何となく解わかった。体調管理関係が遅れているように感じるのは、周囲の気温に対たい処しよするのが先になったためだ。

　今、急速に体調は戻りつつある。頭を振ると、周囲の風景は正しく見える。ならば今、朱竜胆の下に見えている夜よ目めにも白い雲は、

「……地上側を覆おおっている、大だい規き模ぼな吹雪ふぶきですのね!?」

『御お嬢じよう様さま！』

　術じゆつ式しき陣じんから声が聞こえた。光こう太た郎ろうだ。

『そちらの位置をお教えします！　南なん緯い九十度、──南なん極きよく点てん上空です！』
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　……やりやがった……！

　ハンターは舌した打うちして前まえ髪がみを搔かき上げた。

「──〝消しよう滅めつ〟の鎌かまを、戦せん闘とう中にずっと伸ばしていたんだ！」

　ランク二位は、恐らく、戦闘の初期に放った〝消滅〟を、閉じ振ることなく、ずっと飛ばしていたのだろう。細く、それこそ髪かみの毛に近いほどに細く伸ばし、加か速そくさせた筈はずだ。

　そして二人が近づき、マギノフレームを展開したとき、その〝消滅〟を振った。

　空間を抉えぐり、各務かがみと自分を北の彼方かなたに飛ばし、堀ほり之の内うちを南の果てに飛ばした。

　どういう技だ、と思うが、自分達とてそのくらいの距きよ離りの砲ほう撃げきを叶かなえるのだ。月から降りる黒の魔ま女じよを迎げい撃げきするには、もっと遙かな射しや程ていを持つ必要があるし、それもまた、叶える方法だってランク一ひと桁けたならば当然のように修めている。

　今、ランク二位は、〝消滅〟でその片へん鱗りんを見せたのだ。この地球全土。何処どこに黒の魔女が降り立ったとしても、その〝消滅〟で攻こう撃げき出来ると。だが、

「どういう出力だよ」

　正直、引く。何しろ、

「鎌の減げん衰すいを無視するなら、地球割れるだろ、ランク二位」

　堀之内と各務達が両極に移動したと言うことは、〝消滅〟は地球の直ちよつ径けい以上となる半周を到とう達たつしたこととなるのだ。

　……いいねえ……！

　もしも自分がランク三位のままだった場合。この相手とどういう風ふうにやるだろうか。

　砲撃か突とつ撃げきか。考こう慮りよすべきは、ランク二位には米国アメリカU.A.H.F.や堀之内グループのようなバックアップがないと言うことだ。だとすれば、位置の掌しよう握あくなど出来るこちらの方が有利だが、

「その場合、ランク二位は、地球上に〝消滅〟の網あみを張るかもしれない、か」

　鎌の本数は何本だったかと、思し案あんしたときだった。

『ハンター！　赤い鳥がいたよ！』

　手元に出た術式陣の中、南極点とされる広範囲の地形の上空、確かに朱あけの色が見えた。表ひよう示じ情報から見るに、南極点上空にある静止衛えい星せいからの映えい像ぞうだ。

　堀之内だ。だが、

「北ほつ極きよく側はまだ確かく認にん出来てない!?」

『──北ほつ極きよく側の準静止衛えい星せいは三つともロストしてる！　周辺のを移動中さ！』

　やられたのだ。こいつら平気で衛星軌き道どうの人工衛星を確かく認にんするから困る。

　だが、こうなってみると、メアリーの狙ねらいは明確だ。

「ここまで露ろ骨こつに各務かがみと堀ほり之の内うちを分断するか……！」

　自分の経けい験けんから見て、この二人はバディ制ならではの強みを持っている。遠えん距きよ離り戦を重視した攻こう撃げき力全振りの堀之内と、近距離から中距離を攻こう防ぼう共に賄まかなう各務という、そんな役割分担が為なされているのだ。

　……元気な猟りよう犬けんと、猟りよう師しだよねー。

　自分の姓せいがハンターだということを思いもする。が、その両者を兼ねたようなヘッジホッグは、先の戦せん闘とうで二人に敗れているのだ。

　最強かもしれない二人。

　言い換えるなら、一人では絶対に最強ではない。

　そして今、恐らく各務はメアリーに捕つかまって戦闘中だ。

　……どうする!?

　何しろ、地球の逆極に分けられたのだ。

　恐らく、自分達が持つ最さい速そくの移動法はスイングバイ式。だがこれでも、地球を半周するには四十分強掛かる。到とう達たつする頃ころには北極での勝負がついているだろうし、相手は回復の時間を充分に得られる筈はずだ。

　大体、米国アメリカU.A.H.F.は、直接この二人に援えん護ごが出来ない。

「くそ……！」

　と、そう思ったときだ。

『ハンター代表！　浅い位置から北極点が観かん測そく出来ました！　二人の魔ま女じよですが──』

　内容を確かめる間があり、即そく座ざに言葉が来た。

「既すでに交こう戦せん中！　──北極圏けんの大たい気きが割れています！」
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　各務は、明るい夜の底で、天てん井じようの抜けたドームのようになった雲の中で、死神の色をした相手と戦闘を開始した。

　自分達が、どうやってここに至ったのか、堀之内が何故なぜいないのか、想そう像ぞうは出来ている。

　……〝消しよう滅めつ〟による空間跳ちよう躍やく移動か！

　速度を伴っているが、実際には瞬しゆん間かん移動に近い。

　ハンターのスイングバイ式と違って、好きなときに行える一方で、始し点てんと終点を結んで移動するため、一度発動させたら降りられないというのが欠点だろう。

　……しかし、地球半周分を賄うか……！

　今、お互いは、デバイスの先せん端たんを向け合ったまま、旋せん回かいをしている。

　副ふく砲ほう撃げきは放っている。

　だが届かない。

　向こうのデバイスは近接系けいだ。鎌かまであるが故ゆえにリーチがある。こちらの大たい剣けんよりも攻こう撃げきが遠くに届く。

　しかし、砲撃が主となる現代において、その程度のリーチ差に何の意味があるのか。

　これが、自分のような聖せい騎き士し系や、彼女のような処しよ刑けい人にん系が魔ま女じよとして消えていった所以ゆえんであろう。

　メアリーを名乗る彼女は、その所以を知らぬ筈はずだ。

　この世界に降り、魔女の姿すがたをとったとき、世界は彼女に〝らしき〟個性を与えた。

　処刑者。

　それは、誰だれに対するものか。

「……く」

　砲撃を送る。

　だが届かない。

　時代後れの処刑人だ。リーチが長い程度で、装そう甲こう自体もほとんど持っていない。速度もマントがまとわりついて立ち回ることなど出来はしない。

　だけどこの世界は彼女にその個性を与えた。

　〝消しよう滅めつ〟の術式を持つ彼女に、だ。

　剣より外に届く程度のリーチは、今や無限に近く伸び、装甲の代わりに相手の攻撃を消し去っていく。移動の手段として、立ち回り走ること無く、空間を抉えぐって自らを飛ばす。

　この世界は、彼女に的てき確かくな形を与えたのだ。

　砲撃を送りつ続ける。

　だが届かない。

　一方的にこちらは削けずられる。ならば、

「──徹てつ底てい的にやるか」

　自分は決めた。そして思った。いいではないか、と。

「師し弟ていの縁えんは切れるものではない。弟子でしがどう思ったところで、師の方がどう思うかは別であり、そしてお前は、別に私達の共通認にん識しきに反している訳わけでは無い」

　つまり、

「──お前は、黒の魔女の味み方かたになった訳では無い。そうだな？」
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　メアリーは、久しぶりに聞く〝師〟の声に身み構がまえた。

　確かに彼女の言う通りだ。自分は、師したる相手を倒そうとしているが、それは別に黒の魔ま女じよの側についたということではないのだ。寧むしろ、

「貴女あなたが対黒の魔女の戦列にいる事が相応ふさわしくないと、そう思っているから、ここに対決の座を用意したのですよ」

「成なる程ほど。──堀ほり之の内うち君は別なのだね？」

　ええ、と己おのれは頷うなずいた。

「貴女を倒したら、このランカー戦の中断を私は宣せん言げんします。──堀之内、ランク三位の彼女の戦力はヘクセンナハトに有用だと私は判はん断だんしています。しかし彼女は単独で私に抗あらがうことをしないでしょう。つまりそういうことです。貴女はヘクセンナハトから排はい除じよされる。

　何しろ貴女に希望を抱いた時点で、そこにはいずれ穴が開く。──逃げられ、裏切られ、希望が絶望になって瓦が解かいする。そんなものを戦列に入れていく訳わけにはいきませんし」

　そして、

「貴女を止めることが出来るのは、その事実を知っている私だけです。

　私だけが、貴女を止める正当性を持つ」

　と、そこまで言って、自分は言葉を止めた。

　手を上げ、副ふく砲ほう撃げきの距きよ離りを上げれば、それでいいのだ。

「もう既すでに意い気きは高まっているのです」

　世界を削けずる。

「──倒すか、意気を得るときにだけ、言葉は有用。だから──」

　前に出た。倒すべき相手を倒すために前進した。

「怒りをぶつけなさい、イーラ」
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「何という理由で……」

　米国アメリカU.A.H.F.からハンターに、そして光こう太た郎ろう経けい由ゆで送られてくる北ほつ極きよくの戦せん闘とうと言葉に、堀之内は息を詰めた。

　……各務かがみを排除するのが、このランカー戦の目的ですのね？

　理由はある。

　メアリーは、各務が裏切り、世界の滅びに対たい抗こうし得なかったことを体験しているのだ。

　だから、このヘクセンナハトにおいて、メアリーは各務を信用していない。また肝かん心じんなところで逃げて、戦列に穴を開けるのでは無いかと、そう懸け念ねんしている。

　彼女にしてみれば、各務を排除する事で、その分の戦力は無くなるが、懸念は無くなる。

　自分達からしてみれば、各務はやはり大戦力だ。学長もそれは認めている。

　各務の排除をするという判はん断だんは、現実的では無いと、そういう結論になるだろう。

　それゆえに、とメアリーは思ったのだろう。自分ならば、私し怨えんとしてその懸け念ねんを果たせると。彼女は、各務かがみを排はい除じよする理由を持っているのだから。

　だから、だけど、それでも、

「──駄だ目めですわ」

　自分は、甘いのかもしれない。世界を懸かけた一戦に対し、まだ非情になれてないのかもしれない。そしてまた、強きよう烈れつなパートナーに対して目が眩くらんでいるのかもしれない。だが、

「駄目ですわ」

　自分は、心に浮かんだ言葉を、そのまま口にした。

「私怨で運うん命めいを左右される世界など、どれだけ価か値ちが無いものなんですの」

　夕日の中、この世界の創そう造ぞうに関わった魔ま女じよは、たかが一人の人間の死に涙した。

　この世界が、そういったものの集まりであると、そう言えるならば、

「私怨だって、涙一つで受け入れますわよ」

　ああ、と己おのれは思った。どうにかしよう、と。だから、

「──光こう太た郎ろう！」

　声を上げた。術じゆつ式しき陣じんに見える北ほつ極きよく上では、もう戦せん闘とうが始まっているのだ。空がドーム状に白く覆おおわれているのは、あれは雲か、それとも、

　……〝消しよう滅めつ〟の展開ですの？

　構わない。こちらがすることは、望むことだ。

「──各務の元へと急ぎますわ！　対たい処しよを判はん断だんするため、全ての情報を寄よ越こしなさい！」
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　うはあ、と侍じ女じよ達が声を上げるのに対し、光太郎はただ会え釈しやくした。

「総員、状況の把は握あくを急ぎなさい。持ちうる術じゆつ式しき、感覚、知ち識しきを用いて、今の御お嬢じよう様さまを各務様の元に届ける手て筈はずを導くのです」

「──そう言って執しつ事じ長ちよう、何もしませんよね？」

　いえ、と光太郎は応じた。

「私の仕事は一番最後です。──それも貴女あなた達を含めた、ね。そのために急ぎなさい！」

　と、光太郎が告げた瞬しゆん間かんだ。米国アメリカからの通信を中ちゆう継けいしていた侍女が振り向く。

「──各務様、音声や映えい像ぞう情報途と絶ぜつ！　ランク二位の〝消滅〟が、結けつ界かいのように戦せん場じようを巻いています！」
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　各務は、メアリーの策をこう思った。

　……私を逃がさぬ上で、いざとなったら一気にこの壁を閉じてケリをつけるつもりか。

　今や周囲、直ちよつ径けい約六十キロのドーム状に〝消しよう滅めつ〟の鎌かまが壁を作り、走っている。

〝消滅〟の連続砲ほう撃げきを為なし、管理しているのだ。そうすることにより、こちらを外から隔かく絶ぜつし、更さらには、

「……と！」

　副ふく砲撃を連れん射しやしつつ、ディカイオシュネを急ぎ下に沈めると、周囲の壁を作っていた鎌がメアリーのデバイスへと引き戻されていった。その力は見えないが、デカ夫をメインとした知覚系けいの術じゆつ式しきで威い力りよくと範囲が解わかる。

　上下幅五キロ、最大長百三十キロの刃やいばだった。

　それが曲線を描き、もはや鎌であり、鞭むちでもあるかのように飛んでくる。

　しかも壁を作っているのは、マギノデバイスが九本持つ大鎌の内の三本。残り六本は、常にこちらを狙ねらって射しや撃げき中なのだ。

　対するこちらは、知覚系の術式を頼りに全長五百メートルのデバイスを吹っ飛ばす。

　装そう甲こうは役に立たない。

　速度においても、相手は瞬しゆん間かん的なスライドに見える空間移動を行い、回かい避ひする。そして隙すきあらば、その引き込みによって、

「────」

　デカ夫の身の震わせに危険を悟さとり、急ぎこちらも相手から距きよ離りを取るように左へスライド。すると、自分と相手の間に白い風が縦たてに走った。

　メアリーがこちらを引き込み、捕とらえようとしたのだ。

　危険だ。だが、自分とて、攻める方法が無い訳わけでは無い。だから、

「行くぞ……！」
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　メアリーは、相手の戦せん術じゆつを読んでいた。

　各務かがみの力は強く、反はん則そく並の技術であることは知っている。だが、マギノデバイスという強大な武ぶ装そうをもって相あい対たいするこの世界の理ことわりでは、結局、デバイスの損害状況で勝負が決まる。

　つまり各務は、主しゆ砲撃でこちらを破は壊かいするしか無い。

　ならば後は簡単だ。

　正面から向き合わなければいい。それだけのことだ。

　突とつ撃げきしてくる各務に対し、こちらは左右どちらかからすれ違うように吶とつ喊かん。お互いが並ぶ瞬間にイン側となる脇わきの空間を削けずって、

　……回れ……！

　肩上の使し役えき体たい、マカブルが身を回す。可愛かわいい。そして視し界かいが回り、跳ねるように風景が切り替わり、各務の右う舷げんに並行する。

　撃うつ。引き込む。

　各務かがみのデバイスが、引き込みに引っ張られ、一度大きく震しん動どうした。巨きよ体たい故ゆえに周囲の大たい気きが白く爆ばく発はつして霧きりとなる。大だい音おんが起き、海面にある莫ばく大だいな流りゆう氷ひようが割れて叫ぶ。

　それでも青と白のマギノデバイスは、加か速そく器きに光を入れ、こちらを引き剝はがしにかかった。先せん端たんを上げ、大気を一気に受けると、乗り上がるように上昇する。

　だがこちらの砲ほう撃げきは届いた。

　大剣の右う舷げん装そう甲こうに長い爪つめ痕あとが二本走った。

　逃がさない。こちらも上昇を掛け、行く。

「逃がしませんよ……！」
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　切断されて白く霧となった壁の中。二つの魔ま法ほう杖じようは交戦した。

　主しゆ砲ほうを撃うち込むポジションを得ようとする各務と、側面を取ろうとするメアリーの追走は、各務の副ふく砲ほうが光を得て目立つものの、破は片へんは常に彼女のデバイスから発生していた。

　手た繰ぐるように上昇と下か降こうを掛け、何とか振り切ろうとする各務は、加速系けいをフレキシブルに動かすため、ディカイオシュネの形状を半変形にし、追いすがるメアリーは、逆に全体のシルエットを締しめるようにして空気抵てい抗こうを解除した。

　二つのデバイスは白のドームの中を疾しつ走そうする。

　だが、動きとしてはメアリーが有利だった。

　彼女は、この戦せん場じようの外壁を恐れなくていい。ゆえに幾いく度どか、わざと正面を取らせるようにして誘ゆう導どうまで入れて、しかし処しよ刑けい人にんは左回りに外へ外へと聖せい騎き士しを追い詰めていった。

　聖騎士は逃のがれようとして加速するが、

「く……」

　速度がつけば、ターンが甘くなる。

　その内側となる左から追われれば、逃げ場はもはや上下への軌き道どうしかない。

　そしてメアリーのマギノデバイスが、ベストな位置をとった。各務の副砲撃に〝消しよう滅めつ〟を集中させながら、その間かん隙げきに自らを吸い込ませて並へい走そう。防ぼう御ぎよと推すい進しんを一気に兼ねた挙きよ動どうで、

「左の真横を取りましたよ准じゆん将しよう……！」
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　メアリーは決断した。警けい告こくも何も無しだと。

　だから攻こう撃げきを放った。九つある大おお鎌がまの内、三つを結けつ界かいの生成に回しながら、残りの右三つを各務の確保に回した。

　右舷に大たい剣けんを捕とらえた。

　彼ひ我がの間に放っていた副ふく砲ほう対応用の〝消しよう滅めつ〟の隙すき間まに、隣りん接せつ状態にある大剣が落ちたのだ。

　青と白のマギノデバイスは一いつ瞬しゆん溺おぼれたように跳ね、その速度をこちらと等速にする。

　完全に並んだ。あとは始し末まつだ。自分は、鎌かまの残り三つを束たばね、三重鎌とした上で、

「穿うがちなさいイーラ」

　横に捕つかまえた大剣へと、真ま上うえから叩たたき付けた。




　　　　　　　　　　●




　当たった、とメアリーは思った。まるで鎹かすがいのように上から打ち込む不ふ可か視しの刃やいばに、大剣は抗あらがうことなど出来ないだろう。

　そして流りゆう体たい光こうの火花が散った。だが、

「かわした……!?」

　各務かがみの大剣が、前に出たのだ。

　どうやって、という疑問は、見れば解わかるものだった。

　各務のマギノデバイスの後部、加か速そく系けいが全開している。否いな。それだけではこちらの確保を逃のがれる事など出来ないだろう。あとはつまり、

「主しゆ砲ほう……！」

　主砲ほう撃げきを放った際の無反動システムを、彼女は全て後部へと向けたのだ。

　……まさか──。

　今まで、この大剣は、半変形の状態で機き動どうしていた。あれがもし、機動力を上げるためだけでは無く、各所の出力経けい路ろをつなげ、再構こう築ちくするためのものだったとしたならば。

　……そのくらいはやる相手です……！

　そうやって得られるのは、主砲撃を利用した瞬しゆん間かん的な大加速。

　こちらの確保を逃れるためとしては、充分な力だ。

　だが、とメアリーは思った。既すでに外壁の間ま際ぎわで、下手へたな挙きよ動どうをすればデバイス自体が削さく減げんされていくと言うのに、

「……この人は……！」

　今、流体光の火花が、大剣の右舷から散っている。そこは、〝消滅〟の外壁に近い場所だ。ゆえに削けずれているように見えるが、

「〝消滅〟で流体光の火花は上がりませんよ……！」

　では各務は何をしているのか。

「今までの攻こう撃げきで削られた部分を、その力で修復しているのですね……!?」

　急ぎ、捕らえねばならない。

　方法は、やはり大おお鎌がまだ。

　三本を外壁に。残り三本を副砲対応に固定ロツク。あとの三本は三重主砲として使っていたが、今はそれを解除し、確保用として前に叩たたき付けた。

　……通りました！

　相手と自分の間。距きよ離りにして二キロほどの空中を〝消しよう滅めつ〟が穿うがった。

　引き込み範囲は抜ばつ群ぐん。果たして聖せい騎き士しの大たい剣けんは、処しよ刑けい人にんの鎌に引かれて失速した。

　後は簡単だ。相手にはもう追いつける。確保を続ける必要が無い。ならばもう一度、その鎌を振り上げ、

「穿ちなさいイーラ！」

　叫んだ瞬しゆん間かんだった。

　速度を落としたばかりの大剣が、もう一度砲ほう撃げきを放った。

　こちらに対してでは無い。

　……前方!?

　それも、砲ほう弾だんを放たない空くう砲ほうだった。
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　メアリーは、各務かがみが何をしたのか理解した。だが、想そう像ぞうが追いつかなかった。

　各務は、方向転換したのだ。しかもこちらに向かって縦たてに、だ。

　デバイスを前に進めながら、後ろに引かれる動きと、砲撃の反動と制せい御ぎよで、五百メートルの巨きよ体たいが後方回転する。大剣はまるで大だい上じよう段だんからの一いち撃げきのように、こちらに向かって回転し、

「く……！」

　高速で旋せん回かいする一いつ瞬しゆんの中。大剣の砲ほう口こうが、追つい随ずいするこちらを向いた。

　直後。大だい音おんが響ひびいた。

　大おお鐘がねに似た鳴音は、各務の大剣が二発目の主しゆ砲ほうを放った音だった。

　空砲では無かった。

　実じつ弾だんつきの、命めい中ちゆう弾だんだった。
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　力が炸さく裂れつし、各務はディカイオシュネごと吹き飛ばされた。

　前に進む速度は失っていない。

　砲撃の反動で全体はまた半回転。元の姿勢に戻った状態で、大剣は外壁沿いを疾しつ走そうする。後は追随するメアリーのマギノデバイスだが、

「命中したか……！」

　最初に空砲を撃うったせいで、加か速そく系けいが完全では無かった。

　……だが、あの華きや奢しやなマギノデバイスにならば、有効なはずだ！

　と、振り返った視し界かいの中、確かにそれが見えた。

　九連の束たば鎌がまが、空中に破は裂れつしていたのだ。

　明らかな被ひ弾だんと撃げき音おんが叫び、続く瞬しゆん間かんで、

「────」

　衝しよう撃げき波はがマギノデバイスを全方位に散らした。

　宙ちゆうが裂さけ、雲がはじけて流りゆう氷ひようが跳ねた。

　破は壊かいしたのだ。それも完全に、だ。
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「く……！」

　敵を砕くだき、しかし各務かがみは身み構がまえた。散ったマギノデバイスへと再度主しゆ砲ほうを放ったのだ。

　散る流りゆう体たい光こうへと追つい撃げきを行う。だが、ディカイオシュネの砲ほう撃げきは実じつ弾だん成形型だ。命めい中ちゆう時じの威い力りよくは高いが、舞った破は片へんには威力が薄い。弾だん体たい軌き道どう上からの衝撃波が流体光を散らすが、

「足りないか……！」

「ええ、足りませんよ！」

　声が響ひびくと同時に、ある音が鳴った。

　鎖くさりだ。鉄の鎖が重じゆう奏そうを鳴らし、空を縦じゆう横おうに突っ走った。

　直後。全てを覆おおっていた〝消しよう滅めつ〟の壁が消え、白びやく夜やに近い明るい夜空が一ひと息いきに明ける。夜空は黒では無く、下に朱しゆ色いろを持った天の紺こん青じよう。眼がん下かには割れた白の平原がただ広がるだけだ。

　そして風が行く。〝消滅〟の壁を作っていた流体が風となって走る。

　全ての行く先は一点だった。先ほど被弾し、瓦が解かいした処しよ刑けい人にんのマギノデバイスがある空だ。

　そこに、死神が浮いていた。そして彼女の足あし下もとには、

「マギノデバイス。──再召しよう喚かん！」

　〝消滅〟の壁を燃ねん料りようとして食い、一いつ瞬しゆんで黒と赤の色が現出した。

　流体光を散らし、メアリーのマギノデバイスが再召喚されたのだ。
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　北ほつ極きよく海かいの結けつ界かいが解とけたという情報は、ハンター達にとって、良いニュースと悪いニュースを同時に含んだものだった。

　良いニュースとしては、各務とメアリーの状況が再把は握あく出来たということ。

　悪いニュースとしては、

　……ランク二位が、結界を糧かてにマギノデバイスを再召喚した!?

　自分は、彼女がマギノデバイスをいきなり召喚したのを見ている。あれだけの事が出来る人材だ。各務の主砲に破壊されたとしても、即そく座ざの修復くらいはするだろう。だが、

　……この状況でそれはヤバいだろう……！

　情報では、各務かがみのデバイスも破は損そんをしている。そこで相手の完全回復はキツい。

　だが、どうするかと、己おのれはそう思った。

「くっそ……！」

　自分達は動けないし、堀ほり之の内うちも南なん極きよくの空だ。

　手は打てない。そう思った瞬しゆん間かんだった。

『ハンター様！』

　四角い術じゆつ式しき陣じんが、自分の通信用術式陣の中に枠わくの一つとして出た。映っているのは堀之内家の迷めい惑わくな眼鏡めがねだ。彼は、後ろに眼がん帯たいをつけた侍じ女じよを置いて、

『私的なお願いが一つあります。宜よろしいでしょうか!?』

「何だい？　言ってみて」

　はい、と相手は頷うなずいた。

『急ぎ、第七艦かん隊たいから月面監かん視し仕し様ようのFA-18を離り陸りくさせて下さい。行き先は南極方面で──』
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　米国アメリカ、太たい平へい洋ようの守しゆ護ごを司つかさどる艦隊の一つである第七艦隊。

　その戦せん闘とう機きを緊きん急きゆう発進しろという。

「おいおい……！　私的なお願いかよそれが……！」

　だが、とハンターは言った。

「急ぎなんだね!?」

『緊急発進とはそういうものでしょう？』

　そして、決め手となる台詞せりふを、彼が言った。

『御お嬢じよう様さまが、解決の手段を見つけました』

「流石さすがだな堀之内……！」
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　指し揮き所しよで、何か叫ぼうとして右手を握りかけていた光こう太た郎ろうは、その手をゆっくりと下ろした。

　背後、侍女達の内、班はん長ちようが術式陣に指し示じを出しながら、

「言いたい台詞を食われて残念でしたね執しつ事じ長ちよう」

「い、いいんですよ！　私よりも御友人の賞しよう賛さんの方が大事です！」

　そうですね、と班長は振り返らずに言った。

「その程度、という御自覚あるなら、早く話をまとめて下さい」
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　ハンターは、両手で自分の頰ほおを叩たたいた。

　……よし。

　いける。絶対いける。

　各務かがみはきっと諦あきらめていない。メンタルはキチガイな女だ。そして堀ほり之の内うちも諦めていないなら、

「ああそうさ。だったら──」

『待ちな』

　と、通信に横よこ槍やりが来た。顔は映っていないが、誰だれだか解わかる。

「副ふく艦かん長ちよう……！」

『ちと黙だまってなハンター。──そこの優やさ男おとこ。後ろにいるのは〝グリーン・キャット〟だね？』

　イエッサー、と眼がん帯たいの侍じ女じよが海かい軍ぐん式の敬けい礼れいを返す。

『ブルー・ブルーム、お久しぶりです。あたしの右目が〝見〟ました。絶対です』

『ハ、あたしの目だってまだ見えてるよ。──だったら時間が無い。無いんだ。そういうことだね？　情報を出す気はあるね〝グリーン・キャット〟』

『アイサー！』

　だったらいい、と副艦長が応じた。

『魔ま女じよの目が空を駆かける。だけどFA-18程度じゃあ、あたし達の目には追いつかないさ』

　は？　とこちらは首を傾かしげるだけだ。

　急ぐ必要があるのは、薄々解わかっている。でも、

「ランカー戦への関かん与よのため、魔女は出られないし、F-23は艦かん載さい仕し様ようが無いよね？」

『だったらコイツを出せばいい』

　へ？　と見回した先。甲かん板ぱんのエレベーターが巨きよ大だいな影を乗せて上昇してくる。

　轟ごう音おんをつけ、夜よ目めにも黒い、しかし鋭えい角かくと平面の備わった姿すがたは、

　……F-23に似てる？

『YF-22さ。23に敗れた試作機。──だけどコイツ、ケツにアレスティングフックが内ない蔵ぞうされててね。まあ、地上での緊きん急きゆう用で艦載仕様じゃないんだが、だったら、と緊急時用に試作機を帳ちよう簿ぼから消して貰もらった。今じゃ完全な艦載仕様、世界で唯ゆい一いつのYF-22さ。

　うちの技術班はんが遊んでる代しろ物ものだが、速さだけはある。巡じゆん航こう速度でも18の二倍の足で飛ぶよ。オーストラリアの駐ちゆう留りゆう軍ぐんから補ほ給きゆう機きを出させれば、ここで無む駄だ話ばなししてもお釣つりは来るさ』

　ほら、と副艦長が言った。

『コイツ、翼つばさの上にあまり加か護ご系けいが載のせられない。視覚を運ぶには運ばれる側の技術も必要だよグリーン・キャット。南なん沙さ諸しよ島とうの時みたいにFA-18で弁べん当とう持ってってわけにゃいかん。

　そっち、F-23と連れん携けいだね？　厚あつ木ぎとつなぐからすぐに目を飛ばしな！』







[image: 第十三章『そうはさせない』]
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　メアリーは、荒れた息を腹からの呼吸で一気に静めた。

　足あし下もと、イーラは、今、完全な形を保っている。

　……間に合いましたか。

　ハンターにも見せた、マギノデバイスの直接召しよう喚かん。その技術の神しん髄ずいは、やはり自分が抱えられる流りゆう体たいのプール量と、常時過か熱ねつの安定性にある。

　だが、ノーマル状態を飛ばし、マギノ状態を強制召喚するには、もっと確実な方法がある。

　マギノ状態を、展開の基き礎そとするのだ。

　この世界の魔ま女じよ達は、その力を伸ばす中で、フレーム式の二段展開を構こう築ちくしたのだろう。

　ノーマル状態を経た方が、流体のプールとフロギストンハートの過熱が安定する。

　だが、マギノ状態を呼べるということは、別にノーマル状態を経なくてもいいはずだ。

　ならば後はどうするか。

　要は簡単だ。マギノフレームを、召喚状態でとどめておけばいい。

　ノーマルフレームを介かいしてもいい。とにかくマギノフレームを召喚直前の状態になったら、そのままでノーマルフレームを〝外す〟のだ。

　解除はしなくていい。

　服を脱ぐように、ノーマルフレームを解除し、平然と日常を過ごせばいい。

　流体の莫ばく大だいなプール量と、管理力があれば、後はどうにでもなる。

　そして今、その技術を用いてあることを行った。

　破は壊かいされたマギノフレームの再召喚だ。

　修復ではない。

　破壊される瞬しゆん間かん。ある場所に、デバイスを構築する流体のほとんどを退たい避ひさせた。それは、

「周囲にある〝消しよう滅めつ〟の壁が、役に立ってくれました」

　元々は、デバイスから発していたものだ。再召喚の際、こちらに引かれ、破壊されたデバイスが保有していた流体をこちらにリテークしてくれた。それは元々のデバイスの〝型〟も有していたため、再構こう成せいに近い形で召喚は為なされ、

「……抉えぐりなさい、イーラ！」

　正面にある各務かがみのマギノデバイスに対し、砲ほう撃げきを放った。

　三重ではなく、九重の一いち撃げき。

　イーラにして最大の〝消滅〟だった。




　　　　　　　　　　●




　各務は、身をそらそうとした。加か速そく器きでは遅い。だから先ほど連れん射しやしていた主しゆ砲ほうをもって、

「……は？」

　術じゆつ式しき陣じんの中、照しよう準じゆん術式がブラックアウトしたままだ。

　どういうことかと思った瞬しゆん間かん。肩上のデカ夫が一枚の術式陣を出した。それは、この周囲、半はん径けい百キロ圏けん内ないの流りゆう体たい検けん知ち情報だ。

　地ち域いきごとの流体密みつ度どが、柱ちゆう状じようグラフになって出ているものだが、見れば自分達のいる周辺は、他地域に比べてグラフの柱はしらが低くなっている。それも格段に、だ。

　……これは──。

　解わかる。メアリーのマギノデバイスの構こう築ちくと、先ほどの主しゆ砲ほう撃げきの連れん射しやで、周囲の流体量が少なくなっているのだ。元々、〝消しよう滅めつ〟結けつ界かいの保持のため、メアリーは周囲の流体を獲かく得とくし、プールし続けていたのだろうし、

「これは──」

　先ほどの結界が、最初の一発以外、何故なぜこちらを攻こう撃げきしてこなかったのか、ようやく解った。

　あの一発は陽よう動どう。真意においては、

　……クラフト系けいとして私が獲得出来る流体を、この地域から減少させるためか！

　何かあっても、こちらを欠けつ乏ぼうさせ、敗はい北ぼくに追い込む。

　完全に、自分対応だ。ならば、

「────」

　メアリーのマギノデバイスの後部。大おお鎌がまが完全に展開している。放たれる赤あか紫むらさきの光は、こちらにとどめとなる主砲を放ったということだろう。ならば後は、

「いいだろう。来き給たまえ……！」

　自分は、期待を持って叫んだ。

「満まん子こ──!!」
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　……発禁用語……!?

　メアリーは、北ほつ極きよく上空に大だい胆たんな単たん語ごが叫ばれるのを初めて聞いた。二度は無いと思いたい。

　だがこちらの砲撃は飛ぶ。もはや向こうが主砲を放ったところで遅い。回かい避ひ圏内にまで、こちらの一いち撃げきは届くのだ。そして、

「当た……」

　れ、と願ったなり、目の前に三つの色が広がった。

　各務かがみのマギノデバイスが持つ青と白ではない。白びやく夜やの紺こんと朱あけの色。下に広がる流りゆう氷ひようの蒼そう白はくだ。

　……え。

　直後に、自分の放った主砲が何も無い虚こ空くうを食った。しかし、

　……いない!?

　各務かがみと彼女のマギノデバイスが消失していた。

　こちらの〝消しよう滅めつ〟を食らった訳わけでも無いだろうに。あの巨きよ影えいが消えていると言うことは、

「何処どこに──」

　左右に視線を向けたと同時だった。右肩の死神型使し役えき体たいマカブルが右の空を鎌かまで示した。

　振り向かない。位置は解わかったのだ。だから、

「回かい避ひ……！」

　左へと、身を飛ばした。マギノデバイス・イーラをスライドさせ、同時に旋せん回かいを全体の動作として叩たたき込む。

　その判はん断だんが全てを分けた。

　先ほどまで自分がいた位置を、豪ごう風ふうが突き抜けたからだ。

　……マギノデバイスの主しゆ砲ほう!?

　各務のマギノデバイスによるものではない。まだこの空くう域いきで、彼女は流りゆう体たいを確保出来ない筈はずだ。ならば今の一いち撃げきは、

「堀ほり之の内うち……！」

　いた。

　右手前方。正確に言えば北東の方角に朱あけと白の弓形マギノデバイスが存在している。

　間違いない。ランク三位の堀之内。そのマギノデバイスである朱あけ竜りん胆どうだ。

　しかも、彼女のマギノデバイスの背後には、先ほどまで戦せん闘とうを行っていた各務のデバイスも見えていた。

　朱竜胆が、いきなりこの空域に飛び込んできたのだ。しかし、

「どうやって……!?」

　堀之内は、そのマギノデバイスごと南なん極きよくにまで吹っ飛ばしたのだ。

「それが何故なぜ、この北ほつ極きよくにまで移動出来たのです……!?」
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「よぉ──し！　届いた！　副ふく艦かん長ちよう！　皆、──Thanks!」

　ハンターは、叫び、両腕を振り上げた。鍛きたえた指で宙ちゆうにクラック。音を鳴らして術じゆつ式しき陣じんを見渡せば、そこには各地の夜空が見えている。

『いやはや、これでも目には自信あったけど、全く見えませんでしたぜ……！』

　日本の南側の空を担当したF-23のパイロットが告げる。

『まさか、閉じた〝消滅〟の経路を、もう一度開けて逆順飛びするとはね……！』
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「そう。──閉じたものは、開ければいいんですわ」

　解わかってやったこととはいえ、まだ全身の感覚が整っていない。

　……今の一いち撃げき、外したのは痛かったですわね。

　だが、ここに来られた。そしてその方法は、

「開門。解かい錠じよう。通行。術じゆつ式しきにはよくあるものですけど、それを利用しましたの」

　言うのは簡単だ。自分を南なん極きようまで飛ばし、各務かがみ達を北ほつ極きよくまで届けたメアリーの〝消しよう滅めつ〟経路。これが閉じているのを、もう一度〝開けた〟のだ。

　開けることは簡単だ。元々が開いたものなのだから、閉じ口が固定されるまでに開放系けいの術式を打ち込んでやれば良い。

　だが、問題は、その〝門〟が、長大だということと、時間だ。

　何しろ、もう一度開くには、術式の残ざん滓しが無ければいけない。しかし〝門〟の長さは地球の半周。南極から見ていたのでは全体の把は握あくなど出来はしない。

　だから米国アメリカU.A.H.F.を使った。

　高速移動可能な偵てい察さつ仕し様ようのF-23と、YF-22、そして天てん上じようからの監かん視し衛えい星せい。それらに、堀ほり之の内うち家けの侍じ女じよの内、流りゆう体たい検けん知ち能力に優れたものの〝視覚〟を乗せて要所を精せい査さ。大体の形状を割り出した時点で自分が開門術式を使用したのだ。

　やり方は、解っている。

　神しん道とうには、世界でも有数レベルの開門神しん話わがあるのだ。
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「天あまの岩いわ戸と」

　嫌いや気けをもって岩戸の洞どう窟くつに隠かくれた太陽神アマテラスによって、かつて世界は暗くら闇やみに閉じた。それを策を持って内側から開けさせたのが、神しん道とうの開門神しん話わだ。

　自分がいたのは常とこ夜よとなる夏の南なん極きよく。極きよく夜やの世界は、天岩戸の情景と重なり、術じゆつ式しきの成功率りつを上げるジンクスとなる。

　そして自分が行く場所も、夏の北ほつ極きよくとなればそこは白びやく夜やで陽よう光こうがあるのだ。これもまた、岩戸開きのジンクスとなるだろう。

　だが、自分にとって、一つの内ない緒しよがある。何故なぜなら、この開門の発はつ想そうは、

　……各務かがみが要因ですのよねー……。

　彼女と初めて会った日、自分は午前中に、ある妙みような事じ象しようを見た。

　横よこ浜はま周辺を中心として、四し法ほう印いん学がく院いんも含めた広範囲な地ち域いきで、あることが生じたのだ。

　開門だ。

　ありとあらゆるドアや蓋ふたが開き、学生でも密みつ閉ぺい性の高い服を着ている場合は開いたと言う。特とつ機き科かなどは危険物の容器が開いたので大おお騒さわぎになったらしいが、

　……強力な開門術式なら、〝消しよう滅めつ〟の経路ももう一度開けられると、そう思いましたの。

　結果は成功だった。

「やってやりましたわ」

「うむ。私もそろそろ君が来る頃ころだと思っていたよ。礼れいを言おう。何がいいかね？　横浜ならひどく硬いプリンとか、カレーなんかも名物だが」

「言っておきますけど、横浜モノより大半がロストスイーツとなった東とう京きようモノ、〝とらや〟の羊よう羹かんなどのほうが貴き重ちようですのよ？」

「成なる程ほど、では紀きの国くに屋やの相そう國こく最も中なかなどどうかね？」

　悪くない。だったら、

「ええ、では、侍じ女じよ達の分まで揃そろえられますわね？」
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『……今、執しつ事じ長ちようのことが言げん及きゆうされなかったような』

『ええ……、執事長のことがスルーされたような……』

『執事長かわいそ──う』

『執事長、相國最中の白しろ餡あんは、入ってる栗くりが私ちょっと宗しゆう派は的に苦にが手てなので、それが回ってきたら後で密ひそかに差し上げますので完食して下さい』

『い、いいんですよ！　気き兼がねないということなんですから！　自分で買いますし！』
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　ふむ、と術じゆつ式しき陣じんに何かメモしている各務かがみを見て、堀ほり之の内うちはこう思った。

　……気分的には、持ち直してるようですわね。

「戦せん闘とう続行、出来ますの？」

「君が来たならば本気を出そうと思っていたよ」

　言う言う。普通にこういう事を言うから怖こわい。だが、

「そう、君が来るならジンクスを通して置いた方がいいだろうと、名を呼んだ甲斐かいがあった」
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　ハンターは、北ほつ極きよく点てん上空からの仲間割れを聞いた。

『ちょ、ちょっと待ちなさい！　貴女あなた、人の名前を何て呼びましたの!?』

『堀之内君……、あまり大だい胆たんな発言をさせないでくれ給たまえ。恥ずかしいではないかね』

『ま、満まん子こって呼びましたのね!?　満子って……！　北極の空に満子って！』

『ははは、ハンター君。堀之内君が連れん呼こしてるよ』

　振るな。

「アンタらこっちで記録とってるんだからしっかりしなよー」

　上空。YF-22に途と中ちゆうまで随ずい伴はんした厚あつ木ぎのF-23が基き地ちへと去って行く。その機き体たいと轟ごう音おんに向かって、甲かん板ぱん上じようにいた皆が両腕を振り上げて歓かん声せいを送る。特に魔ま女じよ達が多いのは、自分達が支持しているランク三位の補ほ助じよを確実にやり遂とげたからだろう。

　今、空には一直線の光がある。

　南なん極きよくと北極を結ぶ流りゆう体たい光こうだ。

　ランク二位が展開し、堀之内が強ごう引いんに再利用した。術式の〝型〟は崩くずれ、再利用はもはや難しいだろう。だが、

「堀之内！　──無む茶ちやのしどころだよ……！」
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　堀之内は、メアリーが仕掛けてきたことを悟さとった。何しろ肩上の朱雀すざくが反応している。流体系けい生物である使し役えき体たいには彼女の〝消しよう滅めつ〟も見えるのだ。だから朱雀は、虚こ空くうに向かってシャドーボクシングを開始して、

『キエエエエエエエ！』

　あ、コレは一応、鳥っぽい叫びですの。セーフ。

「堀之内君、それ……」

「セーフ！　セーフですの！」

　あっ、今私、擁よう護ごしてますの、と思ってちょっと新しん鮮せん。自分では疑うのに、他人に言われると庇かばってしまうあたり、私ちょっと面倒めんどくさいですわね。だけど、

「各務かがみ！」

　メアリーの攻こう撃げきが来ているのは解わかっている。そしてここが危険だということも、だ。

　何しろ流りゆう体たい検けん知ちでは地ち脈みやくが薄くなっているのが解るし、宙ちゆうには先ほどのように〝消しよう滅めつ〟が幾いくつも仕込まれている可能性があるのだ。

　ゆえに己おのれは、術じゆつ式しきを展開した。

「岩いわ戸と開き……！」

　朱あけ竜りん胆どうのチャンバーにぶち込んだ術式を成形。それを空くう砲ほう扱いとして、

「響ひびかせなさい朱竜胆!!」
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　……これは祝詞のりと術式……！

　朱竜胆から響いた鈴すず音おとに、メアリーは警けい戒かいを止やめなかった。

　ここに飛び込んできた堀ほり之の内うちが、再び岩戸開きを行うと言うことは、先ほどの〝消滅〟による経路を門として、逃とう走そうするということだろう。ならば、

「逃げるのですか……!?」

　問いかけに、返答が即そく座ざに来た。

「何を言っている」

　各務だ。見れば彼女は、朱竜胆の背後で一つの術式を作っていた。術式陣じんに展開されるのは、

　……威い力りよく拡大の、加か圧あつ加か護ご……!?

　術式のブーストを行う、補助術式だ。それが今、岩戸開きに懸かけられるなら、

「まさか……」

「おやおや、一度誘ったのは、先に誘ったのは、君ではないかね。ちょっと気ままに白びやく夜やを観光。地方再発見というのもいいものだ」

　ならば、と各務が言った。

「今度は君が付き合い給たまえよ。都会暮らしを見て行き給え。──師しの厳げん命めいである」

　言葉と共に鈴が鳴った。そして自分は、強ごう引いんな転移に巻き込まれた。

　岩戸開きによる〝消滅〟経路の再利用に、連れ込まれたのだ。
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　ハンターは、手元の術式陣じんに来た情報を一いつ斉せいに並べた。

　事じ態たいは動いた。オーストラリアやカナダ方面の駐ちゆう留りゆう軍ぐんから来る極きよく点てん情報はもう不要だ。労ねぎらいの言葉を送り、アイスランド駐留軍の空くう軍ぐん基き地ちは復活させといた方がいいんじゃないかな、と上うわ役やくにメールをした上で、

「厚あつ木ぎの月面監かん視し隊たい、もう少し頼むよ！」

　行って戻ったりと、今回は重労働だ。だが、既すでにこちらも空くう母ぼの発はつ着ちやく場じように監視補ほ助じよ役としてのFA-18六機を展開しようとしている。

　全ての行き場所は今の魔ま女じよ達にとって流行の場所。

「TOKYO……！　四し法ほう印いん学がく院いん上空だ！」

『出たよハンター！』

　言われなくても解わかっている。

　水平線の向こう。北側。ここからだと関かん東とうの山さん系けいはおろか、富ふ士じ山さんすら見えないが、その方角から夜よ目めにも白い雲の柱はしらが爆ばく砕さいしたのだ。

　超高速で、空に何かが出現、停止したのだろう。自分にはよく解っている。だって、

「ああくそ……！」

　両手をぶつけ、自分は口くちの端はが上がるのを自覚の上で言った。

「ヘッジホッグで仲間に加わりたいなあ……！」
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　懐なつかしい空気を嗅かいだ、と各務かがみは思った。

　東とう京きよう湾わんだ。

　淡水と海水の混じる湾。北部の湾は底が浅く、水温が上昇しやすいために水の匂においが強くなる。そして周辺の繁はん華かや工業の街からの匂いがまた混じり、独特の土地感を作り出す。

　この世界において、東京などは大半が破は壊かいされているから、その個性も薄くなっていたものかと思えば、

「流石さすがに極きよく点てんで身み綺ぎ麗れいになりすぎたようだ。──そうではないかね東京。久しぶりだ」

　眼がん下か、広がる黒の水面には、巨きよ大だいな学園の島が有り、横には頭ず上じようの月が映っている。

　自分達は今、そこに投げ出されるように弾はじけ出て、

「光こう太た郎ろう！」

　横、並ぶ朱あけ竜りん胆どうが、背後から来るメアリーのマギノデバイスに振り向きながら言った。

「精せい査さ結果を！」
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　四し法ほう印いん学がく院いんの魔ま女じよ達は、いきなりの夜に発生した戦せん場じように、寮りようや校こう舎しやを飛び出した。

　時じ刻こくとしてはまだ早い時間だ。夕食時という者も多かった。

　校舎や寮のほとんどは対たい爆ばく対たい術じゆつ式しきのシャッターを閉め、出入り禁止の警けい告こくを知らせるが、それに従う者などいない。誰だれも彼もが夏の終わりの夜や気きに飛び出し、夜に尚なお鳴く蟬せみや虫の音ねを聞きながらそれぞれの見晴らしのいい場所へと走った。

　運悪く間に合わず、校舎や寮に閉じ込められた者も、放送委員からの中ちゆう継けいを術式陣じんに映したり、術式による強ごう引いんな脱だつ出しゆつを試みて、更さらなる警けい報ほうを鳴らしたりしたのだ。

　しかして全員は、夜空を見上げた。それは四法印学院のみならず、東京湾沿岸、品しな川がわから横よこ浜はま、湘しよう南なんはおろか、関かん東とうの大部分の人々が窓を開け、ドアを開け、空を指さしたのだ。

「あれは……！」

　ランク二位の決定戦だ。

　この世界を護まもる二番手が決まる。そういう夜を、皆は見上げた。
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　戦場は高度四キロを主とした。

　三つのマギノフレームは、死神のものを中心軸じくとして、大たい剣けんと大弓が対たい称しようをとる位置で時計回りに空を走った。

　動きとしては、公転運動だ。

　死神の鎌かまも、もはや二つのデバイスを狙ねらい、追う。だが大たい剣けんと大弓は距きよ離りを保ち、副ふく砲ほう撃げきを穿うがって追つい随ずいした。

　三者は、東とう京きよう湾わん上を捻ねじれるように舞い、風と雲を生んだ。

　空が鳴く。夜に鳴く。砲ほう音おんと駆く動どう音は鐘かねと鈴すずと鎖くさりの重じゆう奏そうだ。下の水面は震しん動どうに水みず飛沫しぶきを上げ、木々は喝かつ采さいするようにその葉枝を打ち鳴らしてざわめいた。

　そして大剣が一つの動きを見せた。

　疾しつ走そうの勢いを得たと判はん断だんしたのだろう。公転軌き道どう中に、中心の黒くろ鎌がまに向け、宙ちゆうでスピンし、主しゆ砲ほうを向けたのだ。
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『御お嬢じよう様さま、各務かがみ様とメアリー様が、射しや線せんの取り合いに入りました！』

「見えていますわ！」

　メアリーは今、各務に集中している筈はず。だから、

　……どうですの!?

　こちらの副砲撃は、しかし黒の鎌型デバイスに激げき突とつする瞬しゆん間かんにかき消された。

　と、メアリーの声が聞こえた。

「昨日きのうの反省で、対たい処しよしていますよ！」

　自分が下方の視覚から誘ゆう導どう弾だんを叩たたき込んだのを、既すでに補ほ正せいしているのだ。恐らくはデバイス自体に知覚系けいを仕込んだのだろうが、昨日の今日きようでマギノデバイスの調ちよう整せいをしてくるあたり、

　……術じゆつ式しき科かのトップだけはありますわね……！

　しかし、自分は思い出す。昨夜ゆうべ、各務やハンターを含めた戦せん術じゆつの議ぎ論ろんで、各務が交戦経けい験けんからの案を出したのだ。

　あの時、彼女は旺おう盛せいになった食欲任せに皿さらを頼み、こう言った。

「メアリーの消しよう滅めつ術式は、つまり彼女が操そう作さしている。意味が解わかるかね？」

「それはまあ、普通、操作しますわよ……？　その上で彼女、追つい尾びや誘導弾と撃うち分けてますわよね？　それが何か？」

　と疑問した横。ハンターが言った。

「──迎げい撃げきを自動反応式にしてないんだ。そういうことだよね？」

　あ、と言われて気づいた。その理由を理解したかのように、各務が会え釈しやくを寄よ越こす。

「堀ほり之の内うち君も、自動反応式の副砲射しや撃げきをあまり行っていないね。やはり、弓を引いて射うつ、というスタイルゆえか」

「副砲を自動にすると、流りゆう体たい消しよう費ひが馬ば鹿かにならないんですのよ？」

　ハンターが口を横に開いて、どんだけ威い力りよく主義だよ……、と呟つぶやいたが、とりあえず聞かなかったことにする。

「メアリーのマギノデバイスも、恐らく同じだ。〝消しよう滅めつ〟術じゆつ式しきは出力を食うし、自動反応では無む制せい御ぎよになる場合もある。そのあたりを恐れた仕し様ようなのだろうね」

「では、自動反応では無いならば──」

　昨日きのうの事を思い出す。自分は攻こう撃げきを撃うち込んだが、迎げい撃げきが無かった。

「死角から撃ち込んだ昨日の一いち撃げきに反応が無かったのは、そのせいだ。単純に言って、あのマギノデバイスの弱点はメアリーの死角からの攻撃になる」

「でも、そのあたり、明日あしたは対たい処しよしてきますでしょう？」

　ああ、と各務かがみが頷うなずいた。

「バディ制の二人と戦えば、目の前にいない相手に死角から狙ねらわれると学んだろうからな」

　だが、

「彼女が砲ほう撃げきを操そう作さしている事に代わりは無い。そして鎌かま型がたの砲撃には当然、発はつ射しや基部からの軌き道どうがある。死角からの攻撃に対処出来るとしても、基部の操作などは万ばん全ぜんでは無い筈はずだ。

　──だから私が初期で飛び込み、彼女の鎌の軌道を粗あら方かた出し尽くさせる。それを記録し、穴となっている点を穿うがて」

　そういう話だった。だが、結果はいい意味で違った。

　……参まいりましたわ。

　北ほつ極きよく上空での戦せん闘とうで、各務は既すでに自分が確かく認にん出来るだけの鎌の軌道を記録していたのだ。その精せい査さを先ほど自分は光こう太た郎ろうに任せ、更さらに追つい補ほとなるデータも送っているが、

『──御お嬢じよう様さま！　精査終了しました！　御受け取り下さい！』

「いい仕事ですわ皆……！」

　術じゆつ式しき陣じんの中、光太郎が一いち礼れいし、侍じ女じよ達が、わあ、と声を上げる。

　いい味み方かたですわ、と思いながら己おのれは術式陣を展開する。その中に装そう塡てんされた情報は、メアリーのマギノデバイスを模もした立体図と、そこから広がる球体のような結けつ界かいだ。

　結界は、幾いくつもの鎌の軌道によって作られた編み目だ。よく見れば隙すき間まが有るが、

　……細いですわね……！

　だが、これは自分の領りよう分ぶんだ。

　狙そ撃げきをしろと、そう言っているのだから。ならば、

「行きますわ……！」
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　肩上の朱雀すざくが叫ぶのに合わせ、堀ほり之の内うちは飛び込んだ。

　相手の〝消滅〟は知覚出来ている。朱あけ竜りん胆どうは朱雀の使し役えき体たいによる建けん造ぞう物ぶつ。最近ちょっと朱雀（？）という感じだがいける筈。

　行った。

　公転運動の中、それでも前に距きよ離りを詰め、一気に下へと回った。眼前の術じゆつ式しき陣じんの中、死角の隙すき間まが見えている。後はそこに、強ごう引いんに上を向きながら入って、

「く……！」

　加か速そく圧あつに肩上の朱雀すざくが奇き声せいを上げた。

『ッキヨィイイイイイイイ！』

　行ぎよう司じですの!?　と思いつつ、降こう下かを敢かん行こう。と、風が上方を抜け、朱あけ竜りん胆どうの左さ舷げん上部整せい流りゆう板ばんが一枚抉えぐられた。

　狙ねらわれている。だが、

　……死角に入りましたわ！

　照しよう準じゆんが、鎌かまの隙間と合がつ致ちした。その直後。

「回かい避ひだ！　堀ほり之の内うち君！」

　はし？　ここは死角では？　と疑問詞しを抱いた自分の視し界かいに、あるものが見えた。

　眼がん下かの海面に見えていた夜空が、消えたのだ。代わりに視認出来たのは、

　……穴？

　東とう京きよう湾わんの底だ。中央部とも言える半はん径けい一キロほどが、力任せに抉えぐられたのだ。

〝消しよう滅めつ〟だった。

　メアリーは、こちらの死角からの攻こう撃げきを読んだ上で、一つの判はん断だんを下したのだ。砲ほう門もん基部を操そう作さして精せい密みつな迎げい撃げきが出来ない死角ならば、もはや大だい規き模ぼな巻き込みを行う、と。

　別に当てる必要は無い。見えぬままに放つとしても、巨きよ大だいな一いち撃げきならば、当然に海や大たい気きを含んだものとなり、

「しまっ……、た……！」

〝消滅〟術式が大気を大規模に抉れば、そこにはいきなりのエアポケットが生じる。無む論ろん、浮ふ上じよう加か護ごなどは真しん空くう中にも対応出来るが、大気の流れが吸い込みとなった。

　あ、と言う間もなく、一キロ半の間かん隙げきに朱竜胆は落らつ下かし、震しん動どうした。
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「堀之内！」

　第七艦かん隊たいから厚あつ木ぎへと情報を届けるFA-18上で、便びん乗じようしていたハンターは、それを見た。

　夜の中天において、朱あけと白のマギノデバイスがエアポケットを垂すい直ちよく落下し、下にある大気の壁に激げき突とつしたのだ。

　朱竜胆を落とした真空は、しかし即そく座ざに大気を引き込み、その衝しよう撃げき波はがマギノデバイスを殴おう打だする。

　瞬しゆん間かん的ではあれ、朱竜胆は制せい御ぎよ不能になっているだろう。そして上位ランカーであれば、今の堀之内を逃がす筈はずも無い。

　各務かがみを追う動きをしていたメアリーのデバイスが、その向きを傾けた。

　下。そちらに向け、見えぬ刃やいばが飛ぶのを、ハンターは知覚した。三本の鎌かまを束たばねた先せん端たんが、一直線に堀ほり之の内うちの朱あけ竜りん胆どうへと振り落とされたのだ。
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　メアリーは、一キロ半の下方へ放った一いち撃げきを見た。それは朱の大おお弓ゆみに瞬しゆん発ぱつの勢いで飛び、しかし、

「横からの砲ほう弾だん……!?」

　己おのれの〝消しよう滅めつ〟が朱の大弓を砕くだくより早く、その全体を斜め撃うちに砕く物があったのだ。

　……このインターセプトは……！

　各務かがみだ。

　彼女の主しゆ砲ほうが、こちらを撃つのでは無く、堀之内のマギノデバイスに直ちよく撃げきしていた。

　……いい判はん断だんです！

　自分の術式は、何もかもを消し去ってしまう。それを当然としての戦せん闘とう行為だが、もしも直撃したら堀之内自身を搔かき消すのは確かなのだ。だからそうならないよう、消滅よりも破は壊かいを選んだということなのだろう。

　今、朱のマギノデバイスは砕け、落ちていく。見れば弓の展開部に流りゆう体たいの破は片へんが散っていた。あれでは主砲は撃うてまい。駄だ目め押おしとして、引き込んで次じ弾だんを当てるべきかどうか。

「──否いな」

　もっと大事な相手がいる。

「准じゆん将しよう、貴女あなたは大局を見失いました……！」

　正面。姿勢を下に傾けた各務のマギノデバイスがある。主砲はこちらを向いていない。

　彼女は、敵である自分を撃つよりも、仲間を助けることを優先したのだ。

　己の顔、眉まゆが立つのを感じたのは、各務の行為にある思いが働いたからだ。それは、見捨てられた自分達と、堀之内を比較するもので、

　……情なさけない……！

　自分の感情を振り払って、眼前のマギノデバイスに自分は主砲を刈かり込んだ。鎌の先せん端たんを穿うがち、引き戻しで一気に切断を掛ける。

　青と白の大たい剣けんが、空中で軌き道どうを変へん更こうしようとする。砲撃の反動を用い、後ろ右方向に滑ろうとしている。

　遅い。既すでにこちらの〝消滅〟は発はつ射しやしている。

　当たった。
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　メアリーは、己の一発が命めい中ちゆうしたのを見た。

　……当たりました！

　当然だ。この距きよ離りでこの位置なのだから。

　至し近きん距離ゆえ高速の一いち撃げきは、風の爆ばく発はつを後から纏まとった。弧こを描く軌き道どう上に白の雲が突っ走り、裁さい断だんした各務かがみのマギノデバイスを後追いで打だ撃げきする。

　眼前、追つい随ずいする衝しよう撃げき波はによってマギノデバイスの破は片へんが散った。切断された箇か所しよから、風の打撃を受けて折れ砕くだけ、散ったものだ。

「やった……」

　遂ついに穿うがった。こちらの討うつべき恨うらみに、〝消しよう滅めつ〟の刃やいばを届かせたのだ。

　手て応ごたえはあった。呆気あつけなかったとも思うが、こちらの攻こう撃げきは一発で致ち命めいに至る。当たってしまえば、こういうものなのだろうと、そう感じもする。

　だが、己おのれの目は見た。風の向こう、散る破片の向こう、そこから引き上がるように上昇してくる白と青の剣を、だ。

「……は？」

　穿ったのだ。切断したのだ。命中したのだ。それが何故なぜ、

「直ちよく撃げきしていない……!?」

　半はん壊かいはしている。その刃となる砲ほう塔とうの外部装そう甲こうは左さ舷げん側が割られ、散っている。だが、砲ほう身しん自体は無む傷きずだ。

　……馬ば鹿かな。

　この至近距離で、狙ねらいを外すなど、あってはならない。否いな、有る筈はずが無い。ならば、

「マカブル……!?」

　肩上の使し役えき体たいが、身を震わせていた。表ひよう示じされる術じゆつ式しき陣じんに見えるのは、マギノデバイス・イーラの下部だ。

　自分からは定かに見えぬ下側。そこにある鎌かま三つの構こう成せい部分に、あるものが突き立っている。

　矢だった。それも真ま下したから撃うち込まれた流りゆう体たい式の矢型砲ほう弾だんだ。あれは、

「朱あけ竜りん胆どうの砲弾……！」

　見える。遙か下。海上に近い空に、こちらを向いた朱の大弓がある。

　その全身は、しかし先ほど、各務かがみの砲ほう撃げきで破は壊かいされた筈だった。

　違う。

　何故かは解わからないが、朱竜胆の全ては復帰していた。折れた基部も、弓としての形も、飛ひ翔しようと安定のための翼つばさも、だ。何もかもが無事で、

「……っ」

　二発目の主しゆ砲ほうが、イーラの下部から全体構こう造ぞうの隙すき間まを抉えぐりながら、しかし貫かん通つうした。
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　……隙間が多いマギノデバイスですわね……！

　朱あけ竜りん胆どうも構造上の空間が多いが、鎌かまを束たばねた形のメアリーのマギノデバイスは、一見すると隙間だらけで向こう側が見えるほどだ。

　だが、今なら撃うてる。

『まーったく』

　特とつ機き科かの屋おく上じようにノーマルフォームで降り立ったハンターが、通信を寄よ越こす。

『ボクがやってやったフレームの還かん元げんを、砲ほう撃げきを介かいしてやるとはね』

「これでも上位ランカーですのよ？　貴女あなたとの戦せん闘とうより、安全でしたわ」

　先ほど、各務かがみが撃ち込んだ砲ほう弾だんに、仕込みがあったのだ。

「こちらに撃ち込まれたのは物理砲弾ではなく、術じゆつ式しき系けいの砲弾。一時的に破は壊かいはされますが、砲弾に込められた流りゆう体たいを意い気きで捕とらえれば、修復に用いられますのよ」

　流体密みつ度どの薄くなっていた北ほつ極きよく海かいの結けつ界かいとは違う。この東とう京きよう湾わん上空は、四し法ほう印いん学がく院いんの領りよう域いきと言うこともあって、地ち脈みやくの流れが良いのだ。各務にとっては、こちらを回復に導けるほどの流体を確保し、弾だん体たい成形するのは容易だったろう。

　上空。メアリーがマギノデバイスの縁ふちからこちらを見下ろしているのが解わかる。

　自分はただ、視線を返すだけだ。宣せん告こくするべきは、

「仲間がいるからこそ、出来る戦せん術じゆつもありますのよ」

　そして、連れん射しやした。
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　真ま下したからの主砲撃の連射に、メアリーはイーラの直ちよく撃げきと震しん動どうを感じた。

　迎げい撃げきのため、鎌三本を下に振り、しかし一本がまともに動かなくなっているのを悟さとる。

　被ひ弾だんの影えい響きようだ。

　急ぎ、別の構こう成せい部分からの一本を回す間に、また一つが機き能のうを失った。

「く……！」

　二本で良い。使用出来なくなったのは、先の被弾を含めて三本。

　残り一本を、各務からの砲撃対応に回し、

「こんな……！　私が負けたら、私の失った全てが……！」

　だが、己おのれは見た。正面、各務のマギノフレームが今こそこちらを向き、主しゆ砲ほうを放つのを、だ。

「おおお……！」

　残り三本の鎌を前に叩たたき込み、各務の主砲を食った。だが、

「貰もらいますわ！」

　下からの宣せん告こくに、己おのれは反はん射しやした。今、目は各務かがみを見ているが、記き憶おくの中には確かに朱あけ竜りん胆どうの位置が確かく認にん出来る。だから、

　……そこ……！

　飛ひ来らいした三発の主しゆ砲ほうを、手た繰ぐるようにして消しよう滅めつさせた。

　食う。空に大たい気きの破は裂れつを三つ生み、己は手て応ごたえを確実とした。

　……落ち着きなさい！

　朱竜胆は垂すい直ちよくにこちらを向いている。あの状態で水平方向への移動は難しいだろう。ならば射しや線せんは予測出来るのだ。たとえ死角で、見えないとしても、

「どうにかならないものではありません……！」

「あら、そうですの」

　声が聞こえた。そして、

「──三発、行きますわ」

　聞こえた瞬しゆん間かん。己は下部の黒くろ鎌がま三発を振り上げた。叩たたき付ける力は全力で真ま下した。三重の刃やいばは、砲ほう弾だんごと朱竜胆を消滅させるほどの出力を導入した。

　もはや情なさけも、道どう理りも無い。邪じや魔まをするならば消し去るだけだ。だから、

「消え……」

　ろ、という声は発されなかった。

　三発の主しゆ砲ほう撃げきが、イーラの左さ舷げんに直ちよく撃げきしたのだ。
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　メアリーは聞いた。イーラの左舷、三重の鎌の一組を貫かん通つうし、完全に破は砕さいした打だ撃げきがある。

　先せん端たんで貫通し、その続きからは衝しよう撃げきを全て叩き込むという攻こう撃げき力の塊かたまり。

　三発の矢は、しかし下から来なかった。

　南方向。その空から飛んできたのだ。

「まさか……」

　ええ、と答える声があった。

　真下。朱の大弓を操あやつる巫女みこが、確かに言ったのだ。

「南なん極きよくまで案内して頂いただいた時、ペンギンの写真撮さつ影えいばかりしてると思いましたの？

　次なる戦せん場じようの予定を立てたら、そこに撃うち込んでおくだけですの。

　そして、ええ、余所よそ者ものの貴女あなたに対し、私から一つ教えてあげますわ」

　それは、

「──東とう京きようは怖こわい街ですのよ」

　下からの三発と、更さらなる南からの三発が、イーラを打撃した。

　震しん動どうと破は片へんと快音が、全て垂すい直ちよくに天へ弾はじける。その上で、メアリーはあるものを見た。

　半はん壊かいした刃やいばを持つ大たい剣けんが、その先せん端たんからこちらに吶とつ喊かんを掛けたのだ。

　被ひ弾だんは続く。鎌かまは大半が砕くだかれた。迎げい撃げきも移動も出来ず、自分はしかし、残った刃で、

「来るな……！」

　切断したのは、大剣の上面装そう甲こうだった。下からの矢が、イーラの先端を跳ね上げたからだ。

　まるでアッパーカットを食らったように浮いたイーラに対し、その右う舷げん側から打だ撃げきが来た。

　大剣の砕けた刃が、その無ぶ事じな下部だけでイーラの先端に突き刺さった。そして、

「──撃うて……！」

　ゼロ距きよ離りの位置からの主しゆ砲ほうが、イーラの全体と、それを支える連結アーチに直ちよく撃げきした。
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　堀ほり之の内うちは、東とう京きよう湾わん上空を旋せん回かい軌き道どうに入ったF-23からの映えい像ぞうを、光こう太た郎ろう経けい由ゆで受け取っていた。今も自分は主しゆ砲ほう撃げきを放っているが、それはもはや、〝消しよう滅めつ〟を各務かがみに向けさせないためだ。

　何しろ今、敵のマギノデバイス上では、一つの戦せん闘とうが生じているのだ。

　……全く。

　各務が、自分のマギノデバイスから飛び降り、大鎌の上にいるメアリーと接敵した。

　激げき突とつを望み、白はく兵へい戦せんを仕掛けたのだ。
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「馬ば鹿かですわねー……」

　しみじみ思うが、仕方ない。そしてまた自分も、同じように思うのだ。

　今、映えい像ぞうの中で立ち回り、火花を散らして渡り合う二人がいる。メアリーのマギノデバイスはもう保もたないだろうが、その上で意い地じを張り合う二人は、お互いを止めないのだ。

「馬ば鹿か」

　でも、こう思う。行きなさい、と。

「貴女あなたは、伝えないならば、果たす必要がありますわ、各務かがみ」

　そう、昨夜ゆうべ、戦せん術じゆつの議ぎ論ろんの後、眠気全開のハンターを置きながら、一つの話があったのだ。

「あれは──」

　あれは、かつて滅びた一つの世界の崩ほう壊かいについてだった。







[image: 第十五章『見ろよあれを』]
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　メアリーとの剣けん戟げきの中。各務かがみは思い出す。二重に思い出す。昨夜ゆうべ、堀ほり之の内うち達と話した世界と、自分が実際に訪れ、世せ話わになった世界のことを、だ。

　昨夜、自分はテーブルに肘ひじを突いたままで、こう切り出した。

「あの世界のことだが──」

「聞きますわよ？」

　はっきりと促うながしてくれる彼女の物言いが有り難い。だから自分は、一ひと息いきを入れ、

「あの世界の最大権力者であった院長は、私が来ても世界を救うのに間に合わないという事を知っていたのだよ」

　つまり、

「自分は、遅かったのだ」
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　いや、言いい訳わけだな、という各務に、堀之内は何も言えなかった。

　他人がどう思うかではなく、自分がどうであるか、なのだ。だから自分はこう言った。

「貴女が納なつ得とく出来るまで、聞きますわよ」

「──感かん謝しやである」

　小さく告げて、各務は言葉を繫つなげた。

「──そういう事情があったが、だが、最さい期ごを遅くは出来るだろうから協力してくれと、そう言われてね」

「じゃあ、貴女が先に逃げたのは……」

　ああ、と各務は頷うなずいた。

「院長が、自分の事情を知って、先に行けと、他の世界には遅れないでくれと、そう言われたのだよ」

　そして各務が項垂うなだれ、顔を手で覆おおった。

　ややあってから、彼女は言う。

「それまでのどの世界も、遅かったがね」

「で、でも、それは貴女のせいではありませんわ！」

「感謝する」

　顔を上げた各務は笑っていた。

　だからだろうか、自分は席を立ち、各務の頰ほおに手を当てた。

「もう、それらの分は、泣いたんですのね？」

「慣れぬものだと、そう思っている」

　じゃあ、と己おのれは言った。逃げぬ頰ほおから手を離し、その手指を仕舞うように己の身体からだを抱いて、

「貴女あなたは、そこからどうしましたの？」

「結論から言うと、逃げたのだろう」

「私は貴女に付き合いませんわよ？」

　これは厳きびしい、と各務かがみが肩を小さく揺らした。そして彼女は、吐と息いきをつけ、

「──ただ、院長は、皆も逃げるから、と言っていたのだよ。でも、自分は懸け念ねんしていたのだ。あの世界の転移門は未み熟じゆくで、自分か、誰だれか一人を送るのが限界では無かったか、と」

「それは……」

「院長は言ったのだ。まずは自分の生徒を、万ばん全ぜんの状態で送るから安心してくれと。いつか手を組み、妹を倒す助力としてくれ、と」

「各務様」

　と、光こう太た郎ろうがカウンターから問うた。

「失しつ礼れいを承しよう知ちで質問をさせて頂いただきます。──もし、御お嬢じよう様さまより先に、メアリー様と会っていたら、仲間にしましたか？」

　……う。

　光太郎、結けつ構こう鋭いですわね、と一いつ瞬しゆん思った。ええ、一瞬ですけど。
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『──執しつ事じ長ちよう！　今、私の魔ま女じよとしての予見範囲の中で、執事長が虐しいたげられた気が……！』

『そんな予見は何処どこかに捨てて仕事ですよ仕事!!』
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　光太郎の問いに、各務がこう答えるのを堀ほり之の内うちは聞いた。

「否いな」

　あら、と思ったのは、記き憶おくとして確かだろうか。それとも、安あん堵どを隠かくしているだけだろうか。ただ、各務はこう言ったのだ。

「今と同じように、敵対だろう」

「……何故なぜですの？　今の話をメアリーに聞かせたら……」

「メアリーの現実は、メアリーの現実だ。自分が自分の真相を言えば、自分は言いい訳わけが立っても、彼女の現実を認めなかった事になる」

　いいかね？　と各務は笑えみをこちらに向けた。

「──私は、あらゆる世界の客きやく人じんなのだよ。それに……、もしも私が彼女に謝るような事をすれば、私に気を遣つかった院長達の思いを無む下げにすることにもなる」

　それは、と自分は言葉を言い噤つぐんだ。

　それはあまりにも、貴女あなたにとって負ふ担たんが大きすぎる、と。だからだろうか、ソファに倒れていたハンターが身を起こし、一ひと言ことを告げた。

「馬ばー鹿かだ」

　彼女は、苦く笑しようを一つこぼし、またソファに倒れ込みながら台詞せりふを作った。

「ボクは馬鹿が好き」

　ええ、と自分も頷うなずき掛けた。うっかり「私も」と言いそうにもなって、言葉を飲む。

　それが昨夜ゆうべ、そして恐らくは遙かな過去にあったことだ。

　己おのれは事実を知った。各務かがみは事実を話さない。全ては各務の権利で、自分達が口を挟むことなど出来はしない。だが、それでも、

「各務！　勝ちなさい！」

　自分とて、思ったのだ。戦せん闘とう中におけるメアリーの言葉に、こう思ったのだ。

「恨うらみで救われる世界など、誰だれも祝しゆく福ふくしませんわ！」

　……そうですわ。

　自分とて、そうだったのだ。恐らくは、ハンターも、多くの魔ま女じよ達も。十年前を経てきた皆で、黒の魔女を恨んでないものなどいるまい。だが、

「私達が戦うのは、失った恨みではなく、失わせないため、──そうですわね各務！」
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　砲ほう撃げきの合間に響ひびいてきた声に、メアリーは息を吸った。各務との剣けん戟げきを打ち合いながら、

　……解わかっています。

　解っているのだ。そう、もう、あの世界には終わりが来ていたと、解っているのだ。

　院長達は、私に世界の全てを預けながら、それが重荷になると悟さとっていた。

　だから、師したる彼女の事は何も言わなかった。

　当時、子供だった自分には解らなかったのだ。幾いくつもの世界を渡ってきた彼女が、自分達の世界の特別ではなく、客きやく人じんでしかないことが。

　そしてその事実は、今の自分には解っているのだ。

「ああ、そうです……！」

　火花の向こう。師は何も言わない。ただこちらの刃やいばを受け、かわし、上等な一いち撃げきを確実に重ねて寄よ越こしてくる。

　無む言ごんだ。

　そう、何故なぜ、彼女がそうするかも、自分には解っているのだ。

　世界が滅びて、泣き叫んでいる自分がいるとするならば、目の前の相手は、あれ以前も、同じように幾いくつのもの世界に関わりながらその滅びを見て来たのだ、と。

「何故なぜ……！」

　己おのれは問うた。

　無む言ごんの中に答えを探るように問うていた。

「何故です！」

　昔、剣の稽けい古こをつけて貰もらっていた自分を回かい想そうしながら、疑問する。

「何故、今いま頃ごろ、私の目の前に……！」

　問うた先、一いち撃げきを弾はじいた各務かがみが、しかしこう言った。

「大きくなったな、メアの氏し族ぞく、戦せん士しリース。友人が出来たのだな」

「それが一体……！」

「院長が仰おつしやっていた、お前は友達を作るのが下手へただと。だがこの世界では、そうではないのだな」

「それが一体──」

　告げた先、師しが笑えみを見せた。

「それが、あの世界の全てが、お前に望んだことだ。──そして、私が、お前に教えてやれず、叶かなえてやれなかったことだ」

　だから、と彼女が言った。

「お前は間違っていないぞ、メアリー」
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　術じゆつ式しき陣じんの映えい像ぞうの中、砕くだけていくマギノフレーム上で、二人が動きを止めたのを堀ほり之の内うちは見た。

　だが、数呼吸の後、不ふ意いにメアリーが、

「ああ……！」

　動作した。彼女は、目の前にいる各務に向け、三連鎌がまを大だい上じよう段だんに振り上げたのだ。

『御お嬢じよう様さま！』

「黙だまりなさい！」
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　光こう太た郎ろうが力を失い、倒木のように横倒しになるのを、侍じ女じよ達は止めもせずに見ていた。

　倒れてもそのままで、雛ひな壇だんを転げ落ちてもそのままで、壁にぶつかって悲しい歌を口ずさんだところで一部の魔ま女じよが装そう備び品ひんを手入れする音を立てたので執しつ事じ長ちようは復帰した。
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　堀之内の視し界かいの中。メアリーが武ぶ器きを振るった。

　眼前の各務へ向けて、しかし、それを届かせる訳わけでは無い。

　彼女は、鎌かまの刃やいばを、己おのれのマギノデバイスに打ち込んだのだ。

　快音が響ひびき、マギノデバイスの装そう甲こう上に亀き裂れつが走った。そして、

「あああぁ……！」

　メアリーが、身を折り、鎌に額ひたいをつけて、涙をこぼした。

「もう、もう嫌いやです……！」

　死神は、そのフードで顔を隠かくしながら叫んだ。

「滅びも、疑問も、恨うらみも、私自身も、無くなってしまえば、楽なのに……！」

　長身の姿すがたが、ゆっくりと膝ひざを突く。そして、

「世界を預けられても、私は、どうすれば良いんですか!?　私は、先生ほど強くないんです！　私は、単に少し力があっただけで、選ばれてしまっただけなんです……！」

　だから、

「どうすれば……！」

「立ち給たまえ、メアリー・スー」

　各務かがみが、静かに言った。

「立つんだ。メアリー」
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　メアリーは、問うた。月を背景に立つ懐なつかしい姿を、だ。

「立って、何をしろ、と？」

　ああ、と師しは応じた。

「好きに生き、好きに死ぬのだ」

「でも、この世界には黒の魔ま女じよがいて……」

「自分と満まん子こが倒す」

　師の周囲に堀之内からの術じゆつ式しき陣じんが速攻で出たが、師はそれを即そく座ざに畳たたんで懐ふところに収めた。

「さて」

「い、いいんですか？」

「話せば解わかる」

　何か下から殺さつ気きが来るのだが、大だい丈じよう夫ぶだろうか。ともあれ、という空気の中で彼女は言った。

「メアリー、だからお前は、生きていてくれればそれでいい。それだけで、皆が生き続ける」

　そして、

「先夜、缶かんジュースを奢おごらせたとき、言いかけていた事があったのだ」

「あ……」

　確かにあった。それを自分は断ち切るように去ってしまったが、あれは、

「──お前が生きていた事に自分は感かん謝しやする」

　師しが笑った。

「あと、とつけ加えになった事くらいは赦ゆるしてくれ給たまえ」

　さあ、

「生きろ、メアリー・スー。逃げても放り出してもいい、だけど生きてくれ給え」

　そう言って差し出された手を、しかし自分は見つめて、

「────」

　立った。手を取り返しはしない。立つのは、自分の足だけで、だ。そして、これこそが答えだ。何故なぜなら、

「私は、大きくなりましたか、准じゆん将しよう」

「自分で立てるくらいには、な」

　眼前、師が笑って手を収めた。周囲、砕くだけていく自分の怒りが、空に光と昇る。

　は、と息を吐くと、また涙が零こぼれた。

「泣くな。──立ったんだろう」

「最後です」

　もう、終わりだ。無くす訳わけでは無い。ただ、終わったのだ。

　だから、口を突くようにある言葉が出た。

「帰ります」

「何処どこへだ？　否いな、よく見るといい」

　え？　と己おのれは応じた。

　振り返った背後。イーラの高度が落ちたからだろう。四し法ほう印いん学がく院いんがそこに見えた。

　人工島の沿岸。学院の敷しき地ち内。建物の屋おく上じように、

「あ……」

　人々や同級生達がいて、こちらに両腕を振り上げているのだ。

　歓かん声せいを、今いま更さらながらに自分は聞いた。
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「メアリー」

　師の声と共に、下から響ひびいた歓声が、こちらの振り向きに気づいた。

「おお……！」

　上出来、とか、よくやった、とか、頑がん張ばった、とか、そんな声が聞こえてくる。

　早く降りて来いよ、というのは同級生だろうか。だが、師が言った。

「これに驚くと言う事は、──気づいていなかったのだな、君は。自分が、本当に一人ではなく、この世界において、もう、これだけの皆と共にあるということを」

「……！」

　魔ま女じよ達が、桟さん橋ばしや屋おく上じようから、出迎えの歓かん声せいを上げていた。

　見れば術じゆつ式しき科かの屋上には、灯とう火か術式で描かれたマカブルの絵がある。

　ああ、と後ろに立った師しが言った。

「もしこれに、君が気づいていたならば、私達は勝てなかっただろう。──あの世界の戦せん士しは、守るべきものがあるとき、最大限の力を発はつ揮きするのだから」

「だったら……」

「迷うことはない」

　師が言った。

「帰る場所は、今、あるのだ。メアリー」

　はい、と言いかけ、言葉を飲んだ。そこまで素直な訳わけじゃない。だが、目の前にある物は否定する意味も無く、自分は、己おのれに納なつ得とくさせるように頷うなずいた。

　言う。ただただ、目の前の歓声に向かって、

「……帰ります」

　自分は、はっきりと言った。そして今度こそ、振り返らなかった。
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　人にん気きですわね──、と、先にフレーム解除した制せい服ふく姿すがたで、上空のマギノフレーム二つが散っていくのを、堀ほり之の内うちは見ていた。

　今、歓声を浴びてメアリーが術式科の屋上へと飛ひ翔しようした。

　彼女の戦せん闘とうは、あまり知られていないランカーということや、やはり敗はい北ぼくと健けん闘とうを讃たたえる意味が強いのだろう。ひときわ強い歓声にその姿が包まれていくのが見えていた。

　そしてこちらは、

「馬ば鹿か」

　各務かがみが、気疲れしたのだろう。空中でフレームがほどけ、

「あ」

　桟橋の向こう。海へと落ちていくのが見えた。

　自分はハンターに連れん絡らくし、特とつ機き科かに引き揚げの船を調ちよう達たつ要よう請せい。桟橋の停てい泊はく所じよで待つことにする。やがてずぶ濡ぬれの馬鹿が笑いながら目の前に立つだろうが、さてどうしてやろうか。

　まずは説せつ教きようだろうか、それとも、

「──良かったですわね」

　この台詞せりふは、今言ったので、後では絶対言わないようにする。

　夜が明ければ夏は終わる。空には月が確かに見えているが、ランク二位となってからの明日あしたが、確実に始まるのだ。







[image: 最終章『夏の終わりだ』]










　　　　　　　　　　●




　夏が終わった、とメアリーは思った。

　日中にまだ暑さはあるが、服の内に熱が籠こもらない。昼間からは、ただ暑いだけで湿しつ度どの低い空気が、ともすればそのまま風になるだけだ。

　ランカー戦が終わって三日が過ぎていた。

　既すでに皆、あの日の盛り上がりを忘れ、いつもの日常に戻っている。自分もまた、広報委員の取材を受けるくらいしかその残ざん滓しを得ておらず、通常の生活に戻っていた。

　昼休み。

　いつもの仲間達が、また屋おく上じようで何やら始めたので、自分は飲み物を買いに出る。

　行き先は中なか庭にわで、以前と同じ自動販はん売ばい機きが目当てだ。特に目立った術じゆつ式しきを使わずとも、歩幅任せに行けば二分と掛からない。

　着いた。

　北側に霊れい廟びようの丘を持つ広場。幾いくつもの自動販売機の並びの前には、しかし見知った人ひと影かげが一つあった。

　……堀ほり之の内うち・満まん子こ……。

　確かそんな名前だった。〝満みつる〟だった気もするが、こちらが真ま名ななのだろう。発禁ネーム。迂う闊かつに口に出させないような名前なのは、ひょっとして一部の系けい統とうの魔ま術じゆつを掛ける際には必ひつ須すとされる〝対たい象しようの名前を呼ぶ〟のをさせない為ためだろうか。堀之内家恐るべし。

　ともあれ、んー、と思し案あん続行中の堀之内の横に立ち、こちらも思案する。

「あら」

　と向こうがこっちに気づくのに会え釈しやくして、

「すみません」

　一応、という気分で、言ってみる。

「前の分、奢おごって頂いただけますか」
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　前の？　と疑問してから、堀之内はメアリーの言葉の意味に気づいた。

　……あ、あの晩ですのね……!?

　各務かがみが、飲み物を買いに行くと言ってえらく時間を掛けていたが、まさか相あい対たいすべき相手に缶かんジュース奢らせていたとは。

　……そういう事はちゃんと言いなさいな……！

　自分は貸し借りの状況をあまり好まない。だからここで精せい算さんというならば、

「何人分ですの？」

「四人分です」

　即そく答とうの声に、今までのような険を感じなくて、少し驚いた。

　自分は神しん道とう代表。巫女みことして、祝詞のりとなどは奏そう上じようするのだ。声に邪じや気きが無いのならば、この相手は安全だと思う。だからカードを重ねて、

「いいですわ、どうぞ」

「有り難う御ご座ざいます」

　メアリーが一いち礼れいして、ボタンを押す。四度。それに合わせてカードの支払いを許可していくが、相手は四つ目を手に取った後で、

「すみません、後一本」

「え？　あ、はい、構いませんわよ？」

　……こ、この時間差攻こう撃げきには何か意味がありますの？

　何となく、各務かがみが先夜にやらかしたのだな、という事は類るい推すい出来る。だとすれば今の自分は各務の代役としてそれに応じる義務があろう。

　だが、最後の五本目としてメアリーが手に取る缶かんを、自分は目もく視しした。

「貴女あなた、その缶……」

「ええ、牛乳です」

　黒が好きそうなので、そこのボタンのイカスミ麦むぎ茶ちやとか健康アスファルト茶とかを頼んだのかと思っていた。だが、牛乳ともなると、

「猫ねこでも飼ってますの？」

「いえ、昔、飲むと背が伸びると言われたので」

　誰だれが言ったのか大体解わかるのは何故なぜだろうか。

　……というか、向こうの異世界にも牛乳あるんですのねー。

　設定のミスだろうか。それとも理由があるのだろうか。よくは解らない。ただ、向こうがそういう感覚で牛乳を買うというならば、こちらも、

「と」

　一本。追加で買っておく。するとメアリーが半目になった。

　何事？　と思っていると、彼女はこちらが自じ販はん機きから取り出した缶を指さし、

「……炭たん酸さんはやめた方がいいですよ」

「いえ、私のじゃありませんから」

「じゃあ、誰のです？」

　ええ、と応じる言葉を間に挟んで、己おのれは言った。

「各務、──さんですわ」

　はあ、と頷うなずいたメアリーが、三秒たってから不ふ意いに自販機を睨にらんだ。

「あ、あの人は、自分には飲むなと言っておいて……！」

　大体の流れが、異世界編と現代編で二重に想そう像ぞう出来るのは何故なぜだろう。
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　一体いつからハメられていた……！　と憤いきどおるメアリーであった。だが、

　……いや、背が伸びたのは確かで……。

　などと怒りを収める方向を模も索さくし始めるあたり、「あ、私、結けつ構こう都つ合ごういいですよね……」としみじみ思ったりもする。

　すると、横で苦く笑しようが聞こえた。

「良かったら、うちにいらっしゃいな。堅苦しくなく、賑にぎやかにやってますのよ」

「でも、准じゆん将しようは……」

「何も気にせず居座ってますわよ？」

　でしょうね……、と呟つぶやくくらいには、相手のことが解わかっている。

　しかし、准将については、それだけではない。

「あの人は、結局──」

「解ってますわ」

　堀ほり之の内うちが、視線を逸そらすように、身を普通科寮りようのある方へと向けた。

「あの人は仲間だけど、客きやく人じん。どのような結果になろうと、いずれ去って行くでしょう。

　でも──」

「でも？」

　こちらの促うながしに、彼女はこう応じた。

「失う事や、失った事を考えていては、大事な事を見失いますものね。──ものを思う時間も有限。ならば、失う事や失った事より、大事な今を思いたいですわ」
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　堀之内は言葉を作りながら、母のことを思い出した。

　そしてまた、各務かがみと夕焼けの桟さん橋ばしで話したことや、今までのことを想そう起きする。

　母のことを忘れる訳わけでは無い。だけど自分の手元には、今だからこそ、と言えるものがあるのだ。ゆえに己おのれは言う。

「貴女あなた、言いましたわよね？　何故、あの人が今いま頃ごろ目の前に、って」

「あれは……」

　運うん命めいと、そう言っていいものだろう。だが、それは、現げん象しようとして見たときにこう言える。

「きっと、そういう風ふうに、失う事と出会う事は、巡るんですわ。

　だったら、出会った時を大切にしたいですの」

　では、と手を振り、堀之内はメアリーから離れた。

　彼女が不ふ動どうで居てくれることが有り難い。自分はもう、気け取どられないような全力でその場を外れるだけだ。何しろ、

　……な、何を私、各務かがみとのことを全肯こう定ていしてますの……!?

　勢いとは恐ろしい。大たい層そうそう思った。




　　　　　　　　　　●




「執しつ事じ長ちよう！　御お嬢じよう様さまが赤せき面めん状態でメアリー様から離り脱だつしました！」

「何!?　赤面!?　何か恥はじを搔かかされたのですか!?　名前を連呼されたとか！」

「あっちの呼こ称しようは名前じゃないですよ執事長！　記き憶おくを確かに！」




　　　　　　　　　　●




　メアリーは、立ち去っていく堀之内を見送った。

　……随ずい分ぶんと、よく出来た方です。

　やはり名前がアレな分、苦労されたのだろう。苦労は人を育てる。よく言ったものだ。

「感かん服ぷくです……」

　去って行く後ろ姿すがたに頭を下げ、自分は術じゆつ式しき科か寮りように足を向けた。

　何故なぜか、堀ほり之の内うちと別れたというのに、背を向けたような気がしなかった。

　ただ別の方に歩き出しただけ、という、そんな感覚だけがある。明日あしたにはまた会って、

　……今度は──。

　何だろうか。今度は、今度は、今度こそは、

「────」

　思し案あんし、答えの出ぬまま、しかし気づくと術式科寮の屋おく上じように辿たどり着いていた。

　と、そこではいつものように、幾いくつかの班はんが術式の研究中だ。最近の流行は吉きつ兆ちようの方角を探ることで、これはどうやら、先のランカー戦で自分達が一時的に行方ゆくえ不ふ明めいに等しい状態になったことに起き因いんするらしい。

　次は見失わないぞと、そういうことなのだろうか。しかし、

「メアリ──！」

　同級生が、屋上の床すれすれに浮かべた術式陣じんを前に手を広げ、こう言った。

「術で氷こおり作るから！　レモンとメロン、どっちがいい!?」

「メロンで」

　応じて皆に缶かんジュースを渡し、彼女達が組んでいる円座に座る。

　すると皆が声を上げた。おお、と。

　感かん嘆たんの響ひびきに対し、何事かと思えば、既すでに皆が缶を開けて乾かん杯ぱいしている。そして一人が、こちらに缶を掲かかげてこう言った。

「メアリーがうちらの円えん卓たくに自発的についた祝い」

「え？　別にいつも座っていますが……」

「自発的、って事だよ」

　ほら、ともう一人が、屋おく上じようの縁へりを指さす。

「メアリ、いつもそっちの縁で〝だりーぜ〟って感じで復ふつ興こう地区眺ながめてるじゃん」

「ま、気の迷いかも知れないけど、あっちが定位置だけじゃないって解わかって良かったよ」

　言われてみると不ふ思し議ぎだ。確かに今までは、向こうが定位置だったように思うが、今は何故なぜか、そうは思えない。

　自由でいい。

　だとしたら、

「……私、そうなんでしょうか」

「まあ深く考えるなって。メアリーはいろいろ考えすぎ」

　だよね、と別のもう一人が言った。

「とりあえず、円卓常つねに一個確保しとくから」

「誰だれもいなくてもそこ座ってれば、誰か来るから。──放ほう課か後ご限定だけど、ね」

　その言葉に自分は頷うなずき、

「はい」

　言ったこちらに対して、皆が苦く笑しようした。

「メアリー、泣くなよ──」

　泣いてる訳わけではありません。

　自分を嬉うれしいものと、そう思ったのです。
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あとがき




　そんな訳わけで『激げき突とつのヘクセンナハト』二巻目をお送りいたします。雑誌連れん載さいをベースとしているので刊かん行こうが早い早い。剣つるぎさんの漫まん画が版ばん共々、展開重視で進んでいきますので、皆様宜よろしく御願いいたします。

　しかし今作、東とう京きよう湾わん西岸から湘しよう南なんあたりまでが出てきたりですが、この地ち域いきも数年単たん位いで雰ふん囲い気き変わっていくから面白いもんですねー……。

　いろいろと、よくも悪くも、という面はあると思うんですが、復ふつ興こう地域としてここらが出ているのはそういうバイタリティ的な感覚が強かったりします。

　というか、昔は横よこ浜はまあたりに行くたびに、中ちゆう国ごくの西さい遊ゆう記きや三さん国ごく志しの図ず版はんとかを順番に買っていく、というようなことをやって、全部が揃そろっていくのを楽しんでいたのですが、懐なつかしいというか何というか。

　今の横浜は当時とは町並変わってますが、中ちゆう華か街がいのあの野の放ほう図ずにデカい肉まんは相変わらずで何よりでした。

　さてまあチャット。

「何か魔ま法ほう少女ネタで語れることある？」

『んー。前々から思ってたんだけど、ミンキーモモのミンキーって何？』

「……ミンクっぽいって意味じゃないの？　でもミンクのコートは防ぼう御ぎよ力りよくあんまし無いよな」

『混ぜるなよ。いや、辞じ書しよに無いんだよミンキー……。恐らく本名のハマーンを隠かくすための富とみ野のネームだと思うんだけど』

「混ぜるなよ。つーかスタジオ違うよ。……でも、他のはどうだったっけ？」

『ミンキーの他は、クリーミーと妖よう精せいとマジカルとパステルとファンシー』

「……ミンキーだけ異質性が突とつ出しゆつしてるな。……何で？」

『知らないよ。でもよく考えたら二代目も一人だけ食材か』

「一応辞書引いたけど、クリーミーは〝クリームのような滑なめらかな様よう子す〟も示すよ」

『……それはそれで何かけしからんけど、だったらミルキーでも良かったんじゃ』

「おい、不ふ二じ屋や」

『いたね！　永遠に年を取らないで舌した出だしてる魔ま女じよ！』

　あれ無む敵てきだろうなあ。

　ともあれ今回、BGMはTAITOのラスタンサーガ２で〝THE STORY〟。いや、ゴリゴリのバーバリアン曲で格好かつこいいのですよ。AC版で是ぜ非ひ。さて、今回、

「誰だれが一番、帰れる場所を探してたのか」

　ということで。次は恐らくホライゾン本編になるかと思います。





平成二十七年九月　台たい風ふうの来てる朝っぱら　　　川かわ上かみ　稔みのる
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川かわ上かみ　稔みのる

１９７５年１月３日生まれ。東京出身。『激突のヘクセンナハト』２巻もコミック版と同時発売。文庫を読んでコミックを読むか、コミックを読んで文庫を読むか、どちらにせよ両方読むと面白さ倍増です！
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イラスト／さとやす（TENKY）

山形生まれの栃木育ち。「リンゴ酢にハマりました　その日の気分で適当に薄めて飲んでます」あー、氷入れると匂いも消えて飲みやすいスよねアレ。
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本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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